
    
      
        
      
    

  



ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。

その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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ジェシカ・リッチ……グッドフェロウの娘




デズモンド・ハーヴェイ……市長

メラニー・スタントン……弁護士

ロビンソン・レザー……知能障害者

ビル・シールズ……医師

ネイサン・シールズ……主任検屍医

ワン・アイド・モス……主任検屍医補佐
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　唐突に光──建物の向こうで揺らめく炎。

　大通りに出る──道路沿いに並んだ商店を大勢の人影が襲っている。

　銃声／悲鳴／掠奪──ショーケースの中身が道路にぶちまけられる。

　アクセルを踏んだ──電化製品を抱えた男が、大慌てで車を避けた。

　無線通信──クルツ。《クリストファーとナタリア・ネイルズが行方不明だと？》

　ボイルド＝ありったけの冷静さ。《そうだ。追跡中の車輛の囲い込みに協力してくれ》

《わかった。レイニー、ワイズ、急げ》

　レイニー。《ひでえ騒ぎだ。こっちの道は進めねえだよ》

　ワイズ。《銃を持った連中が資本家どもの車を襲撃しやがった。何台か火だるまになって道を塞いでやがる》

《暴動に巻き込まれないようにしてくれ》

　無線通信──ラナ。《ヘイ、リーダー。もう一人の捜査官が救急外来口で死んでる》

《誰か外に出たか？》

《今んとこゼロだね。警備員たちにシャッター下ろさせて閉じ込めた。まだクリストファーもあの女もシザースもピエロも見つかってない》

《隈なくチェックしろ。どこかにいるかもしれん》

　ジョーイ。《やべえよ。予備電源が壊されてんだ。機械が止まって死にかけた患者を医者たちが手当してる》

《院長から病院内の捜査協力を取り付けろ。じきに追跡中の車輛に接触する》

　車内電話──オフィス／イースター。「あの、僕だけど、市議会から０９オー・ナインに緊急要請があった。暴動が発生している主要施設と市民を保護しろって」

「今はそれどころではない」

「で、でも、無視すればまずいことになるよ」

「クリストファーを見失えばもっとまずいことになる。この停電と暴動は全てニコラスとその〝バック〟が仕掛けたものだ。我々はその主犯を追っているところだと言え」

「わ、わかった」

　変転──加速／暗闇に輝く炎／銃声／ビジョンが現実化したような感覚。

　事態──確実に悪化。

　イースターからの連絡。「交通管理局から警告。強引に監視カメラに侵入したのがばれた。何とか言い訳しておくけど、これ以上の侵入はまずい。急いで追いかけて」

　イースターからの連絡。「市議会から要請に応じるよう警告が来た。拒否すればペナルティが科されてしまう。急いで、ボイルド」

　イースターからの連絡。「連邦検事は、これ以上の捜査官は回せないって言ってる」

　イースターからの連絡。「クルツたちの進路で暴動が広がってる。迂回路を指示したけど時間がかかりそう。急いで追いかけて、ボイルド」

　うねり狂う騒そう擾じよう──横殴りに突破する。

　当該車輛がトンネルへ。

　追う──灯りの消えた街に、さらにぽっかりと暗い穴。

〝通行止め〟のサイン／立て看板──確信／止まらず突っ込む／看板が吹っ飛ぶ。

　闇──非常電源が働いていない──車の明かりまで呑み込まれそうな底なしの暗さ。

　突き進む──前方に小さな灯り／停車した救急車輛。

《車輛を発見した》停まる──救急車輛をヘッドライトで照らす／車輛前部のドアも後部扉も開きっぱなし。

　車を降りる──左手に銃／右手にペンライト／第三スタンプを思い出す。

　運転席──無人。

　後部へ回る＝扉の中──無人／車輪付き担架が消えている。

　オフィスへ連絡。《逃げられた。今いるトンネルの地図を車に送ってくれ──》

　みしりと音／救急車輛の後輪が僅かに浮いた／車体が軋きしむ──それがぬっと現れた。

　見上げる──照らす。

　車体の上──異様に膨れあがった肉塊／肩／その狭間に巨大な赤ん坊のような顔。

　胴体がない／腰がない／脚がない／胸から上だけしかない──あどけない顔がライトの輝きに目を瞬かせる。「マンマ、マンマ、マンマ」

　巨大な両腕と顔と胸だけのベイビーヘッド・ハングマン。

　ボイルド──息を呑む／後ずさる／銃をかざす。

　巨大な両腕が車体の上から跳びかかってくる／奇声がトンネルの暗闇に響き渡る。

「キエエエエエ！　マンマ、マンマ、マンマ！　キエエエエ！」

　飛び退く──トラックのタイヤのような手のひらが地響きを立てて路面を叩いた。

《カトル・カールだ！》

　とてつもなく長い腕が伸びる／振るわれる──重力フロートの発生／天井へ向かって落下／相手の手のひらが宙を薙ないだ。

「ウフコック、他に敵は？」天井に着地──相手の背後へ／湾曲した壁を走る。

「いや、今いる相手の臭いだけだ」

《だ、だ、大丈夫!?》慌てふためくイースター。

《敵は一名だ。応戦する》

　ベイビーヘッドがこちらの足音を追ってきょろきょろ見回す。

　狙いをつけて引き金を引く。

　爆音──ベイビーヘッドの肩の瘤こぶが破裂し、得体の知れない液体が飛び散った。

　振り返るベイビーヘッド──効果なし／動きに支障なし／ひょいと手を伸ばす／楽々天井に届く──かわす／巨大な拳が天井を叩く／衝撃／一斉に電灯が砕け散る。

　撃つ──立て続け。

　ベイビーヘッドのガード／左腕一本で防がれる／手の甲に穴／二の腕が裂けて腸らしきものが垂れ下がる／破裂しては再生する肉塊／怪物化したハザウェイを連想。

　にわかに突進。「マンマ、マンマ！　キエエエエエエエエ！」

　正面から二発──胸／赤いタンクトップが弾け散る／止まらない。

　飛び退く──一歩遅れる／規格外の相手のリーチ／読みを誤る。

　右手──重力フロートの壁／逸らしきれない／蠅のように真横から引っぱたかれる。

　全身に打撃／宙を舞う／ウフコックの叫び。「ボイルド！」

　重力フロートの発生／壁面で転がる──追ってくるベイビーヘッド。

　その手をかわす／跳ぶ──救急車輛の陰に転がり込む。

　ベイビーヘッドの手のひらが車体を叩き潰す／前部と後部が冗談のようにＶの字に折れ曲がる／人間の顔をした象を相手にしている気分／そのままこちらに向かってくる。

　車体を撃つ──一発でガソリンタンクを破壊／爆炎がベイビーヘッドを包む。

　突進──燃えながら。「キエエエエエエエエ！」

　じゅうじゅう音を立てて焦げる指──かわす／どこまでも追ってくる悪夢。

「もっとだ！」思わず声に出して叫ぶ。「もっと強力な銃だ！」

「なんだって!?」ウフコックの悲鳴のような声。

「この銃では仕留められん！」

「無茶だ！」

　つかみかかってくる／寸前でかわす／凄まじいまでのプレッシャー／赤ん坊のような目が遙か頭上で笑みを浮かべている。

　天井を走る／撃つ──もはや牽制にもならない。

「やれ、ウフコック！」

「そんな銃のデータはインプットされてない！」

「創り出せ！」銃を握りしめる──ありったけの力を込める／沸騰する戦闘意欲がウフコックの逡巡を押し切る。「お前なら創り出せる！　俺なら撃てる！」

　鋼鉄の内部で何かが動く──弾丸が全て消える。「二分は要いる。持ちこたえてくれ」

　胎動──鋼鉄が膨らむ／最適な形状を求めて育つ。

　飽くことなく迫ってくるベイビーヘッド──まだ体のそこかしこが燃えている／火膨れ／手が伸びる／その馬鹿でかい爪の焦げた猛烈な異臭が漂う。

　全力で走る／追いつかれる／どこにいても相手が手を伸ばせば届くという恐怖が、幾何級数的に胸に広がる──猛獣のいる狭い檻に放り込まれた気分。

　逃げ込む場所──なし／防弾処理を施した自分の車でさえ脆もろい卵か何かに見える。

　待つ──かわし続ける／攻撃の意志を秘めて。

「キエエエエエエエエ！」叫び──ひときわ高く。壁へ逃げたボイルドに向かって、いきなり両手で跳ぶ──巨大な肉塊が宙へ／その両手が逃走可能な全範囲をカバー。

　退避──不能。

　軌道──逸らしきれず／火がくすぶる巨大な右手が閉じられた。

　胸から腰にかけて巨大な指が巻きつく／背骨が軋む／凄まじい力で握りしめてくる。

　地響き／ベイビーヘッドの着地。

　歯を食いしばる──目をみはる／息を止める／握り潰しにくる力に抗あらがう。

　視界が赤く染まる──零こぼれそうになる息を必死に呑み込む。

　微笑むベイビーヘッド──しげしげとこちらを覗き込む。その顔に向かって握ったものを突き出す──不完全な変身ターン／引き金さえなくなっている。

　体が軋む／思わず呻うめき──力が抜ける／手を離す。

　出来損ないの鋼鉄が手から滑り落ちた。

　銃が路面に転がる音──自分の口から放たれる苦痛の叫びが掻き消す。

　両手で相手の指をこじ開けようとあがく──びくともしない。

　残った息で叫ぶ。「ウフコック！」

　応答──左手袋。

「完成だ」

　変身ターン──待ち望んだ新たな鋼鉄／手袋から出現するそれを力の限り握りしめた。

　渾身／重力フロートを自分の左腕に集める。

　がちりと噛みつくような音──ひとりでに起こされた撃鉄。

　目を剥むく──朦もう朧ろうとする視界。

　引き金を引いた──敵も武器も見えないまま。

　閃光。まるでビジョンの向こう側から、この世界めがけて、自分が投下した爆弾が飛び込んできたようだった。

　衝撃──投げ出される／回転／体を締めつける力が消えた。

　背に打撃／腰に痺れ／相手の指がクッション代わりに／地面に転がった自分。

　起き上がる──よろめく／足の震え／耳鳴り／ヘッドライトの光がぼんやり見える。

　何かが光を遮さえぎっている／柱のような影──動かない。

　ふいに声。「ボイルド、大丈夫か？」

「敵はどこだ、ウフコック」

「多分、目の前だ。そこら中に臭いが飛び散ってわからない。それより大丈夫か？」

　徐々に焦点が合う──眼前に直立したままのベイビーヘッドの左腕。

　その肩──付け根から垂れた得体の知れない臓器／粉砕された骨／筋肉の束。

　何かを踏む。

　右腕／胸の一部──血の海。熱のこもった悪臭。

　頭──どこにもない。

「死の臭いがそこら中でする。たった一発でこの場所が死に満ちたみたいだ。お前は大丈夫なのか？」

「大丈夫だ……何ともない」たまらない虚脱感／満足感。

　左手を見る──たった一発／暗い地の底で誕生したものの産うぶ声ごえ。

　その姿に心奪われる。

　脳裏にナタリアの囁き──真実を告げる声。

〝ハロー、モンスター〟

　毒に満ちた清せい冽れつな祝福。

「六四口径だ」

　ウフコックの声──不安に震えている／なぜか気分良く胸に響く。

「それが限界だ。本当に撃てるかどうかとても不安だった」

「心配ない。俺なら撃てる」

　両手で握る。軌道の果てに現れたものを迎え入れる。

　限界値クリテイカルの突破──その証あかし。

　まるで虚無の申し子。
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　車──印刷される図面＝トンネルの構造／通路／予想される逃走経路。

　報告──カトル・カールの一人を始末／待ち伏せ＝計画された誘拐の裏付け。

　報告──暴動の犠牲者が次々に病院に運ばれる／非常電源の復旧＝まるで野戦病院。

　報告──病院にはクリストファーもナタリアもいない。

　報告──ファースト・チームが接近／暴動を迂回。

　報告──ウィスパーの監視／このトンネル内からつながる全ての出口をカバー。

　そして新たな報告──イースター。《ついさっきナタリア・ネイルズを匿かくまっていたマンションに何者かが侵入した。連邦の捜査官二名が殺害されたって》

《クリストファーとナタリアがいなくなってからか？》

《間違いないよ。殺される直前に連邦検事宛てに連絡してるんだ》

　推測──敵はこれからナタリアを確保するつもりだった？

　推測──敵はまだナタリアを確保していない？

　疑問──病院でシザースは何をしていた？

《フレデリック連邦検事は、すぐに動かせる捜査官は全て失ったって言ってる》

《嘘か本当かわからない。どちらにせよ我々だけで解決するしかない》

《──いた！　交通管理局の監視カメラが、トンネルの非常出口付近で身障者用の大型タクシーを発見。ナンバー照会不能。幽霊タクシーだ》

　モニターに表示／光点──車を出す。《ファースト・チームとともに囲い込む。ラナとジョーイも参加しろ。誰がどこへ連れ去られたのかを確認する》

　暗闇から出る──追う／さらなる加速。

《信号機や、相手の逃走経路にある主要施設に侵入して足止めしろ》

　イースターの泣き言。《バレたら交通管理局から厳重抗議されるよ。下手をしたら僕もウィスパーも重ハッキング罪になってしまう》

《この暴動を引き起こした主犯格を追跡中だと主張し、侵入を承諾させろ》

《仕方ない》泣く泣く従う。《相手の逃走経路にある橋はし桁げたをウィスパーに操作させた。信号も全て操作対象に設定したよ》

《どんなペナルティを科されようとも絶対に逃がすな》

　囲い込み──幽霊タクシーを狩り出す。

　イーストサイドからノースヒルのふもとにかけての建設予定地──未完成の高速道／開通していない地下道／まだ建築中のビル群──どれも解剖された遺体を連想させる。

　ふいに車内電話──フライト刑事。「ボイルド、俺だ」

「悪いが取り込み中だ。あまり長く話せない」

「こちらもだ。警察署が襲撃を受けた。暴動鎮圧で手薄になったところをやられた」

「無事なのか？」

「大した数じゃなかったからな。お前たち０９に応援を要請するよう署長からつつかれた。聞くところじゃ、市議会からの要請を無視してるんだそうだが」

「クリストファーが誘拐された。ナタリアも行方不明。現在、捜索中だ」

「おお、くそっ、なんてこった」

「先ほどカトル・カールのメンバーと交戦して一人仕留めた。この騒ぎの全てがニコラスと〝バック〟が仕組んだものだ。おそらく市議会からの要請もふくめてな」

「目的は、お前のボスの暗殺か？」

「それだけならばすでに死体が発見されているはずだ。見せしめか情報開示のための拷問を加える気かもしれん。生還の可能性はまだある」

「署長には俺から言っておく。何とか乗り切ってくれ」

「そちらも、コーチ」

　連絡が切れる──すぐ後でイースターからの報告。《タクシーが消えた。予想進路に現れない。どこかで停車したんだ》

《当区域の全車輛を監視しろ。車を替えるつもりか、そこが敵の目的地であるかだ》

　十分──十五分──時間の経過／焦燥とともに目標の停車予想区域に到着。

　一帯の捜査ハンドル──時間が過ぎてゆく。

　そして待ち焦がれた瞬間──ターゲットが見えた。《タクシーを発見》

　スピードを落としてすぐ真横を通り過ぎる。乗員／乗客──なし。

　報告。《付近の監視カメラの記録に人影！　何人かで車輪付き担架を押してる！》

　モニターに位置が出る。二ブロック先──すぐに到着／監視カメラの位置を確認。

　車を降りる／そこかしこに建設区域用のフェンス／無人──逃走する車の音もしない。

「クリストファーの匂いだ」ウフコックの声。「ついさっきまで、ここにいた」

　走る／一ブロックほど先で再びウフコックが嗅ぎつける。「近くにいる、ボイルド」

　周囲を見回す／フェンス／その一角──金網の扉が開かれたままになっている。

　そちらへ歩み寄る──掘り返された土／土木用機械の群／鉄骨だらけの穴。

　工事現場の一角で発見＝車輪付き担架／切り裂かれたギプス／複数の足跡。

「俺の銃を出せ、ウフコック」

「くれぐれも無茶な使用はよしてくれ。あれはお前の腕を破壊しかねない」

「心配するな。俺なら撃てる」

　変身ターン──再び現れる怪物。

　新たに獲得した力──六四口径の銃。

　頼もしい虚無の重み。

　足跡を追う──その行方を見上げる。

　眼前にそびえるモニュメント──三重の螺旋階段／輝ける〝天国への階段マルドウツク〟の象徴。

　さらにその向こうにそびえ立つ巨大な塔──まだ半ば剥き出し／鉄骨／骨組み。

　貧民街を叩き壊した上に建てられたもの。

　新たに建設中の──法務局ビル。




　停電から一時間半が経過。

　クリストファーが拉致されてからの時間。

　ナタリアが姿を消してからの時間。

　決定的な加速の時間。

　ボイルドとウフコック──建設中のビルの南面／玄関口。

　数分後に二台の車／ファースト・チームの到着──ビルの東側。

　さらに僅かに遅れてラナとジョーイの到着──ビルの西側。

　囲い込み／過去十分以内にこの地区から出た車輛──なし。

　全メンバーの集合／イースターとウィスパーのバックアップ。

　三度目の総力戦──指導者を救い出すための。

　僅かなやり取り／僅かな確認。

《行こう》クルツの号令──そして全員が四方からビルに侵入した。

　ボイルドが最初に玄関口からエントランスへ。

　ふいにノイズ／判別不能の複数の音声──無線通信。

　ノイズが消えてはっきりと脳裏に響いた。

《我々はきわめて短時間に最大の効果を発揮する技術を習得している》

　鼓動が高鳴る。聞き覚えのある声──アイスブルーの目をしたピエロ。

《……必要は発明の母というわけかね》

　ぞくっとなる。クリストファーの声／荒い息──苦痛を押し殺している。

《君たちの技術は、驚くべき馬鹿馬鹿しさを発揮している。それは言わせたいことを正確に相手に言わせるという効果だ。君らが知りたいことを何でも捏ねつ造ぞうして喋ってしまわせることだ。それはあらゆる情報を真偽定かならぬものにしてしまうだろう》

《我々は観察に長たけたプロだ。苦痛に苛さいなまれた人間が本当のことを喋っているかどうか、正しく見極めるすべを学んできた》

　にわかに叫び──身の毛もよだつ絶叫／クリストファー。




《通信に侵入されているぞ、イースター！》ワイズ──元通信兵の怒り。《くそったれども、クリストファーへの拷問を俺たちに中継してやがる！》

　０９のオフィス──その三階。

　インカムを通して怒声を浴びせられたイースター──狼ろう狽ばい／困惑。

「そんな馬鹿な。この通信は、ウィスパーが中継して……」

　隣のブースを振り返る／眠れるようなウィスパー──周囲に配置された三十二台のマシンとモニター──その一つの画面が突然乱れる／どことも知れぬ映像に切り替わる。

　広々としたコンクリートの床。

　鋼鉄製の椅子に両手足を拘束された裸の男──クリストファー。

　足先からしたたる血／手足に何らかの器具／苦痛の声。

　画面端からふいに現れる男──アイスブルーの目。

　イースター──茫然。「え……映像が、リアルタイムで送信されてきている……」




　法務局ビル──エントランスホール。

《なんてことを》ウフコックの怯おびえ。《いったい、なんていうことを》

《相手の位置を特定しろ、イースター！》ボイルドが走る──吹き抜け／壁を移動／どこかの部屋から光が漏れていないか探す。《急げ！　まだやつらがクリストファーを殺さないうちに！》

　何かが閃いた──重力フロートの盾に軌道を逸らされ、真新しい壁に火花が舞った。

　にわかに複数の火線──正確無比／周囲で火花／粉塵。

《見つかった》銃をかざす──二階上のフロアで銃火／輝き／ピエロたち。

　撃つ──爆発的轟音──ホールを照らす輝き。

　ピエロどもが隠れていた手すりと壁が砕け散った。

　すぐに別の角度から火線。

　そして笑い声──無線通信。

《おもちろぉおおーい！　おもちろぉおおーい！》

　ぞっとなった。頭の中を害虫が這い回るような不快感。

　ナタリアの情報──プッティ・スケアクロウ／カトル・カールのメンバー／電子戦のプロ。

《敵の侵入を防げ、イースター！　こちらの連携を阻害されるぞ！》




　東側──地下駐車場／設置途中のシャッター。

　侵入──先行するレイニー／遅れて背後に潜むワイズ。駐車場の一角に、タクシーのトランクから銃器を取り出すピエロたちの一団。

　レイニーの変身＝ニコラス・ネイルズ。「ヘイヘイ、兄ちゃんたち──」

　ピエロたちが振り返る／全員がインカムとマイクを装着。何ごとか囁く。レイニー＝ニコラスを見つめたままうなずく。

《逃げろ、レイニー！》ワイズの叫び。

　全員が銃をかざす。レイニー──横っ飛び／柱の陰に転がり込む。

　空気を引き裂く火線の束／仰天するレイニー。《やつら、いきなり撃ってきただよ！》

《くそったれどもが！　通信で俺たちのことを確認しやがった！》ワイズ──キレまくったときの口調。《０９のメンバーが化けてるとはっきり言いやがった！　本物そっくりだと言いやがったんだ！》




　オフィス──イースターのインカムにワイズの怒声。《やつらは俺たちの通信に侵入している！　やつらは俺たちの通信から位置を特定している！　やつらは俺たちの力を知っている！　やつらは俺たちを丸裸の羊にするつもりだ！》

「そんな馬鹿な……そんな馬鹿な……」わななくイースター──その震えが伝わったように頭を小刻みに揺らすウィスパー。

　三十二台のモニターが一つずつ画像を乱す／勝手に操作される／データの検索が次々に開始される。その一つ一つに現れる動画＝ぴょんぴょん跳ねるカボチャ頭の案山子スケアクロウ／浮き浮き弾む声。《おもちろぉおおーい！　おもちろぉおおーいぃ！》

　ウィスパーが頭を震わせる──眼球が痙攣する／震えが全身に広がってゆく。

「……ウィスパーの脳のハードに侵入している」頭を抱える──案山子のように立ちすくむ。「いったい誰がセキュリティの仕様を洩らしたんだ！　いったい誰が政府の研究用コードなんて洩らしたんだ！　いったい誰が研究所の検診技術を洩らしたんだ！」




《さっさと回線を切断するなり何なりしやがれ！　くそったれのお喋りイースター！》

　ワイズ──柱から柱へ。集極音波──効果なし＝インカムで確認するピエロども。

《ちくしょうどもめ、俺の声の使い方を知ってやがる！》

《俺たちのデータが持ち出されたのか!?》レイニー──柱の陰に釘付け。

　散開するピエロたち──ふいに疾風／喉笛を食いちぎられたピエロが倒れる／乱射／隊列が乱れる──不可視の猟犬のフォロー。

《助かっただよ、オセロット》レイニーが逃げ出す／走る──応射──走る。

《お互いの名前や行動を口にするな》北側から侵入したクルツ──散らばったピエロたちの背後からワイヤーを形成／二人の首を絞める──柱の陰に引き倒しながら頸動脈を切断する。《各自で応戦し、クリストファーを捜し出せ》

　音──スロープの向こうからけたたましい蹄ひづめの轟き。

《例のトナカイの足音だ。来やがるぞ》ワイズ──直後に出現。

「いくよいくよいくよ！　いくよいくよいくよ！」男性器を模した角──ホーニー・ソープレイ／その顔面に固定された巨大なゴーグル＝視覚補助装置。

　ホーニーの疾駆──転進／驀ばく進しん／何もない空間へ向かって角を突き込む。

　疾風が横っ飛びにかわす──オセロット。《俺を狙ってきた。位置が見えるらしい》

　ホーニーが迫る／オセロットが飛び退く──二頭の獣の唸り／咆吼。

《オセロットが捕捉された。対策を講じていたようだ》クルツ──あくまで冷静。

《なんてこった。信じられねえだよ》レイニーの落胆／援護を失って必死に応戦。

　クルツが音もなくピエロどもの背後へ──多元的な視界／その一角に躍り込む影。

「ブルブルブルブル！　ブルブルブルブル！」エンジン付き単輪車に乗った屈強な上半身／赤いマスク／ジャケット／鋼鉄の鞭──スパンカー・モノライダー。

　両手の鞭を振り立て、クルツに向かって凄まじい速度で蛇行運転。

《位置を読まれた》移動──迅速に／柱の陰へ／鋼鉄の鞭がコンクリートを抉えぐり取る。

　スパンカーのＵターン──その周囲できらきら輝く粒子が、蜘蛛の巣のようにワイヤーを形成。

「ブルブルブルブル！」スパンカーの咆吼／エンジンの爆音／股間から生えるユニコーンの角／無数の棘とげ──激しく振動／にわかに帯電／周囲で無数の粒子が弾け飛んだ。

《ワイヤーの形成を阻害された。私の線虫ワームに干渉する機械を装備している。何者かの技術提供があったとしか思えん》

　スパンカーの爆走──遠とお間まから狙ってくる鞭。

　コンクリートを砕き、鉄筋をへし折る打ちよう擲ちやく──打擲──打擲。

　クルツの多元的視界／かわす／飛び退く／転がり込む／始末したピエロの手から銃を奪う──応射。速度を上げて銃撃から逃げるスパンカー／嘲あざ笑わらうような曲芸的Ｓ字走行。

《ワイズの指摘に補足だ》クルツ──冷ややかさを増す声。《やつらは私たちの力に対し、戦術的かつ効果的な対処法を携たずさえ、個別に人員を配置してきている》




　ビルの西側／二階──作りかけの部屋の群。

　ドアなし／窓枠なし／床板なし／剥き出しのパイプ・配線・水道管。

《クルツの旦那の言うことに納得だね》ラナ──両手に青白い鬼火／立て続けの掃射／廊下を走るピエロどもを牽制／じりじりと部屋から部屋へ撤退。

　そこら中で炎──拳で壁をぶち破ったジョーイ／悲鳴。「こっちも燃えてやがる！」

「ホーホッホ、ホーホッホッホ」頭上から甲高い声──かちゃかちゃ音を立てて天井のパイプを移動する細長い鋼鉄の脚／赤い防火服／羽根飾り／真っ赤なフラミンゴ──シルクハットに小粋な黒い丸眼鏡──ブランドマン・スピットファイアー。

　手に噴射器＝放射される白濁液／降り注がれる化学燃料──宙で発火／めくるめく輝き／醜悪な黄と緑の炎が辺りに飛び散る／広がる／燃え移る。

「くそっ、鳥野郎！」ジョーイが慌てて退散。「ラナ！」

「ホーホホッホホー、ホッホッホー」炎とともに突き下ろされる鋼鉄製の鳥の脚＝真っ赤に灼熱／ジョーイの背をかすめて宙を薙ぐ。

　ラナが入れ替わる──８の字を描く鬼火／掃射。「くたばれ七面鳥野郎！」

「ホッホッホホー」凄まじい速さで天井を移動──窓から消える／上階で移動する音。

「熱い！　熱い！」ジョーイが猛烈な勢いで壁を破壊──廊下に出る。

　通路にも炎／その向こうにピエロどもの影──巨大な銃器／立て続けに発射。

　針金入りの網──宙で展開／暴動鎮圧用のネットを正面から浴びる／絡まる。

「くそっ」慌てて引きちぎる──悶える／壁の中へ転がって戻る。炎に悲鳴を上げる。

　またラナの入れ替わり──掃射／ピエロどもがするすると後退。

「立ちな！」ラナが蹴飛ばす──やっと網から抜け出すジョーイ。

　通路へ走り出る──正面に人影──シューシュー間延びする呼吸音。

　蠅の口こう吻ふんのような防毒マスク／全身真紅のラバースーツ／体中に絡めて這わせた半透明の太いホース／背中にホースの束。その中身＝両生類の卵を思わせる液体と球形の何か。

　くねくねと体をしならせ近づいてくる──その腕が飴のように伸びる／馬鹿げた長さになって脇の下からホースの入り口に手を入れ、背中側に回って卵をつかみ取る。

　手を抜く──いきなり卵を投げる／凄まじい速度の投球。

　ラナの掃射──宙で卵が吹き飛ぶ／にわかに芥け子し色のガスが発生／通路に充満。

「ガス野郎だ！　出口を作んな！」

「くそっ、くそっ、くそっ！」壁を殴り壊すジョーイ──ラナが掃射しながら後退。

　たちこめるガスの下──シューシュー呼吸音／床をくねくね這って近づいてくるゴムのような手足／体中に毒のつまった卵管／人間大の真っ赤な両生類──ラバーマン・ポイズンスター。

　小部屋に飛び込む──逃げる／ガス野郎から遠ざかる。

　そして炎──どこからかブランドマンの高笑い。「ホーホッホッホ、ホーホッホ」

　移動──部屋から部屋へ／確実に逃げ場を失いながら。

　ラナの飽くなき掃射──反撃の意欲／効果なし／ただ一歩一歩追いつめられる。

《火とガスだ！　あたしやジョーイにとって一番むかつくものだ！　こいつらは、あたしたちの殺し方を知ってる！　最初からあたしらが来るのを待ってたんだ！》
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　会話──低く、途切れ途切れに──二人の声が無線通信を通して響く。

　苦痛に満ちた叫び──クリストファー。

　苦痛をもたらす者の声──フリント。

《我々にとって四肢の切断は慈悲だ。切断してしまえば、それ以上の苦痛を感じない。だが今はまだそれを与えるわけにはいかない》

　叫び──喉に詰まるようなガラガラ声。

《……痛みを感じるべき肉体を巡る取り引きは、何も、君らの専売特許ではない。むしろ、我々の社会行為の多くは、それ自体、苦痛の減少を価値とした取り引きの賜たま物ものだ》

　苦痛の声──意志を保とうとするように喋るクリストファー。

《進歩的な社会ほど〝苦痛する肉体〟は心理において消える傾向にあり、実体としては残り続ける。結果、〝苦痛する価値〟は、ねじれを起こした。あってはならない苦痛の源泉が他ならぬ自己の肉体であるという事実に愕然とするのだ》

　痛みに遮られる──なおも喋りかける。うわごとめいた言葉を血とともに吐き出す。

《……以来、人間は様々な方法で苦痛を征服しようとしてきた。苦痛を快楽の延長とみなした。娯楽化した。苦痛する者をときに排除し、ときに歓迎した。苦痛をもたらす自己の肉体を改造しようとした。切除しようとした。特定の個人に苦痛を閉じ込めて背負わせようとした。苦痛は消えなければならなかった。だが全て無為だった。我々は消えたと思っていた肉体に常に報復され続けている》

《通常、問われもしないことについて答え始めることは拷問の効果的な進行を意味するが、お前の場合は少し違うようだ》

　フリント──笑いをふくんだような声。

　そして何らかの行為──苦痛が爆はぜる。閃き、尾を引く。

　クリストファーの叫び──優しげなフリントの声。

《人体の中で、苦痛の宝庫がどこにあるか我々はよく知っている。最も貴重なのは、お前が今、二十本ほど備えているその指だ。それからお前が今、それよりも多く備えている歯だ。次が顔面。精神的な苦痛の源だ。そして皮膚。部位によって効果が違う。その次が呼吸器。消化器。腹部は外側からと内側からとで手法が違う。逆に保護の必要があるのは脳と循環器系だ。この二つの器官が、苦痛の終わりを決める》

　苦悶の声──優しい声。

《お前が何を知っているかには興味がない。重要なのは、なぜ知っているかだ》

　くぐもった悲鳴──絡みつくような囁き。

《お前は我々を知っていた。我々の襲撃を予期してあの毒婦ヴアンプを隠した。あの毒婦ヴアンプの利用価値を知っていた。あの作曲家の狙いを知って手を組んだ。お前はなぜ知っている？　なぜ何もかも知っている？》

　囁かれる答え──不敵に。

《それらこそ……私が救済者である証拠だな。どこからともなく訪れる啓示は、救済者としての必須事項だ──》

　苦痛の叫び──穏やかに告げる声。

《今は私がお前の救済者だ。お前の兵士たちはお前を救済できない。じきに私の同胞たちが、彼ら全員の心臓を止め、彼らの苦痛の終わりを告げるだろう》




　オフィス──イースターの悪戦苦闘。

　片っ端からシステムを緊急停止する──片っ端から再起動／通信を回復される。

　痙攣するウィスパー──その頭皮全体に移植された金属繊維＝周辺の電子機器を遠隔操作する操作スナーク機能。システムを完全に掌握／停止することも許さず。

「なんとかしないと、なんとかしないと」わななくイースター──ウィスパーのベッドの車輪──留め金を蹴って外す／移動させる／マシンから引き離す。

　ふいに窓をシャッターが覆い始める／ドアがロックされる／閉じ込められる。

「そんな、そんな」電子ロック──パスワードの書き換え／開かない。

　警報──けたたましいベル／セキュリティ用モニターが地下検診室での火災を警告。

　システムの操作スナーク──検査用機械を異常な速度で作動させて火災を誘発。

　スプリンクラー──作動禁止。防火シャッター──作動禁止。

　消防署への連絡──回線プログラムにより禁止。

「助けて！　誰か助けて！」泣きべそ──ウィスパーのベッドの周囲を駆け回る／無意味／臭気──火災の煙が階段を這い登ってくる。

「助けて！」泣きわめく／ベッド脇のキーボードをつかむ。キーを叩く、叩く、叩く。

　痙攣がひどくなるウィスパーへ──〝この事態を打開する方法〟を要請。

「助けて、助けて、お願いだから助けて！」

　携帯電話の着信音──自分のジャケット。慌てて取り出す。画面にデータ転送の表示。

　そして侵入と支配をくぐり抜けて訪れる──回答。

〝ＳＨＯＯＴ〟

　イースターは、ぽかんとなってそれを見つめた。




　ビル／吹き抜け──フロアの奥／ドアの隙間から光──苦痛に満ちた叫び声。

《あそこに誰かいる》ボイルド──最強の武器を手に壁を走る。

　撃ってくるピエロども──構わず手すりを跳び越える。

　床板のない廊下を走る。ドア──蹴り飛ばす。部分的に点灯している天井の照明──左右に、ドアが取り付けられていない出入り口。

　奥に、上へ弧を描く階段──闇／さらに近づく苦痛の声。

　階段を駆け上がる──重力フロートの発生／跳躍──壁から天井へ着地／銃をかざす。

　暗い部屋の一角──椅子に縛り付けられた男。

《クリストファーの匂いじゃない。何かおかしい》ウフコックの疑念。

　男──意識不明／警備員の制服／体に刺さった楔くさび──ワイヤー＝つながっていない。

　水浸しの部屋──さらに何人か倒れている──おそらく死体／同じ制服。

《意図の匂いだ。誰かが待ち構えている》

　にわかに音／足下＝天井のスプリンクラーが作動。

　同時に凄まじい速度で螺旋階段を昇ってくるピンク色の物体──ベビーカー。

　車輪に馬鹿げた装備──でこぼこ道でも走行可能なキャタピラ。

　ベビーカーにつかまる女性用喪服姿の小男──シェイキー・スプラッシャー。「おーおおーお、よちよちよち良い子でちゅねーええーえ」

　ベビーカーの上に巨大なバッテリー／楔の掃射機械。

　さらにその上──腰を振っている野球帽の男／アヒルのくちばしそっくりの人工呼吸器／ロングコートの代わりに赤いレインコート。

　下半身からそそり立つ銃口の束──ダッキー・シューター。「ゲァゲァゲァゲァ！」

　発射──雨のような弾丸／楔の群／ワイヤーの乱舞。

　軌道を逸らされた弾丸／火花の群／楔が水浸しの部屋のそこら中に打ち込まれる。

　弾丸＝足止め／楔＝本命。網のように広がるワイヤーの群。

　恐怖──怒りが打ち消す／実証済みの効果──重力フロートの壁で電撃は防げない。

　ベビーカーの取っ手──スイッチを入れるシェイキー。

　衝撃──まばゆいばかりの電撃の渦が部屋中を駆け巡る。




　地下駐車場から一階フロアへ──レイニーとワイズ／個別にピエロどもへ応射。

　追いつめられないために移動を繰り返す／御み影かげ石いしの柱が林立する通路へ走る。

《なんとかしねえと。このまんまじゃボスを助けるどころじゃねえだよ》レイニー──ピエロの顔／だが相手の懐に潜り込めず。

《かといって出直すってわけにもいかねえぜ、兄弟》離れた位置にワイズ──音響探査／敵を警戒。《持ちこたえるんだな。イースターの野郎が仕事をするまで──》

　音──通路の奥／車輪の疾走音／飛び跳ね回る音。

《来やがった！　くそったれのダンサーどもだ！》

　ワイズの銃撃──難なくかわして接近する影──天井から柱へ／柱から床へ／両手にフック／少年の顔／機械の目／人間大の蚤のみの手足──ホッパー・スクラッチャー。「カリカリガリガリ！　カリカリガリガリ！」

「こんちくしょう、あほんだら！」地声の叫び──レイニー／銃撃、銃撃、銃撃／当たらない──優雅に疾走する奇怪ビザールなバレリーナ／両足に車輪／少女の顔／鋼鉄の顎／牙──リッキー・ヒッキー。「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

　ヒッキーが跳びかかる／逃げるレイニー──その胸元へ車輪付きの足／蹴り飛ばされる／よろめく／設置途中の自動ドアに肩から突っ込む──ガラス扉が外れて倒れ込む。

　慌てて上体を起こす／銃を突き出す──ザクッ、ゴリッ、という音。

　レイニーの咆吼──怒りと苦痛／言葉にならず。

　右手──親指の根本から手首の付け根にかけてごっそり食いちぎられている。

　噴き出す血──銃が転がる／手がぶらぶら揺れる。

「兄弟！」ワイズ──レイニーへ駆け寄る／撃ちまくる／撃ち尽くす／ヒッキーを追い払う／走りながら弾倉を交換──構える／横殴りの閃き──スクラッチャーのフック。

　髪の生え際／眉／左目／頬／歯茎／顎──引き裂かれ／抉り取られる。

　ワイズ／血みどろの叫び。「おお、ちくしょう、このくそったれども！」




　二階──火炎の渦／ラナとジョーイ──燃え盛る部屋を走り抜ける。

「ガス野郎が来るよ！」ラナ──掃射／そこら中を弾痕模様に塗り替える／ピエロどもを追い払う／くねくね近づくラバーマン──煙の向こうに姿を消してはまた現れる。

　炎──咳き込むジョーイ／壁を殴り壊す──さらに炎。「もう逃げる場所がねえよ！」

「床をぶち抜くんだよ！」ラナの叫び──ジョーイが足元へ腕を振りかぶる／振り下ろす／そのそば──炎が動き出す。

　耐火服／耐火帽／耐火眼鏡──炎の中からブランドマン。「ホーホッホッホ！」

「くそっ、しまった──」拳を引き抜く／飛び退く。噴射──白濁する化学燃料／ガード──左腕が燃え上がる、左肩が燃え上がる、胸元に緑と黄色の火。

「ラナ！」叫び──叩いても消えない／水をかけても消えない化学反応による炎／瞬く間に火だるまに／自分の髪・皮膚・肉が焦げる臭い／視界を奪われる／息を奪われる──めちゃくちゃに腕を振り回す／突っ込む／ひらりとかわして炎の向こうへ消えるブランドマン。「ホーホッホッホ！」

「ジョーイ！」振り返るラナ──視界の隅に人影／はっとなる／咄とつ嗟さに通路に目を戻す。

　右手奥──通路に男──仁王立ち。

　両手に銃──右手にＭＯＷ／左手にＷＯＭの刻印。

　にやりと笑うニコラス・ネイルズ。「釘を打ち込んでやるぜ、姉ちゃん」

　ラナ──青白い鬼火をかざす／掃射までのコンマ数秒の間に、構えられ、狙いをつけられ、引き金を引かれ、発射された弾丸──火花＝ラナの右手／鬼火が飛散した。

　すぐに左手を突き出そうとするラナ──瞬くほどの時間。

　弾丸の飛来──叩き込まれる／ラナの体を熱が穿うがつ／右胸──倒れる／声もなく。




　駐車場──スロープ／搬出入口に猛獣──二頭。

「いくよいくよいくよ！」ホーニー──突進／猟犬がかわす／宙へ／壁際──角がコンクリートに突き刺さる。ホーニーの背にオセロット／首筋に食いつく／引き裂く。

　人工筋肉の血／火花──にわかに回転音／ホーニーの後ろ脚の変形／二つに分かれて一方からノコギリの旋盤が出現──振り下ろされる。

　飛び退く──刃の回転／抉る／舞う──オセロットの血と肉。




　駐車場──クルツの叫び。「オセロット！」

　驀進──エンジン音／打擲音。「ブルブルブルブル！」

　逃げ込む──公用車の駐車区域／並ぶリフト機械／三段重ねにされた車の群の下へ素早く潜り込む／匍ほ匐ふく前進──すぐ上で打擲／車が鞭で砕かれ／引き裂かれる。

　反対側へ出る／音もなく移動──車の陰／僅かな隙間から銃の狙いをつける。

　ふいに鞭──頭上高く／天井のパイプに絡みつく。

　跳躍──持ち上がる／三段重ねの車を跳び越える単輪車──クルツの背後に着地／バウンド／鞭が跳ねる。

　盾を求めるクルツ──足下を這うような打擲。

　いったん地面を抉って鞭がバウンド──クルツの脚へ／衝撃。

　宙に投げ出される──咄嗟にワイヤーを形成／リフトに絡みつかせて身をひねる。

　さらなる打擲をかわす──鞭が宙を薙ぐ／駐車中の車のボンネットに身を投げ出す／そのまま転がっていってコンクリートの床へ。

　身を起こす──起き上がれない／倒れ込む。

　右脚に痺れ──大腿部に触れる。

　死を見つめてきた元狙撃兵の、冷ややかな呟き。「折れたか──」




　声──苦痛の中で振り絞られる／苦痛によって湧き起こる。

《……私がなぜ知っているかは問題ではない。私は多くの者と通じているのだ。今こうして君とも通じているように。苦痛をもたらす者とさえ。私の信者たちは私につらなり、私の苦痛を知り、私の苦痛へと通じて、いつか君らが通じている者たちを暴くだろう。君らが私に最後の役目を与えたのだ》




　オフィス──閉鎖された三階フロア／立ちのぼる火災の熱──煙。

　凍りつくイースター──声もなく／言葉もなく──携帯電話に簡潔なメッセージ。

〝ＳＨＯＯＴ〟

　にわかに着信音──さらにメッセージ──同じ言葉／延々と続く。

〝ＳＨＯＯＴ　ＳＨＯＯＴ　ＳＨＯＯＴ　ＳＨＯＯＴ──〟

　よろめく──携帯電話を落とす。ふらふらとクリストファーのデスクに近寄る。

　何も考えられない／考えたくない。

　壁／戸棚──開く／オーソドックスな金庫／ダイヤル／開錠──手を突っ込む。

　証券／書類／かき回す。

　箱の奥に、オートマチックのピストル。弾丸。弾倉。

　取り出す──弾倉を込める。

　ぼうっと突っ立つ。宙を見る──思考停止。

　煙で咳き込む。涙がにじむ。

　着信音。足下──新たにデータが送られてくる。

　携帯電話を拾う。期待──メッセージの変化。

　三度目──やはり変わりなし。

　宛名も件名もないメッセージ──〝ＳＨＯＯＴ〟。

　回答──イースターの要請。慌てて何度も入力──その全てに同じ返答。

　痙攣するウィスパー──虚空を見つめる両眼。鼻と耳から血が流れ出す。

　ベッドに近寄る。ショックで頭が痺れる──ぼんやり呟く。

「君は、僕の友達なんだ」

　ぼんやりと銃を向ける。

　ぼんやりと押し当てる。

　ぼんやりとしたままではいられなくなる。

　顔中が歪む／泣きべそ／子供のように体を揺する／足踏みする。

　洟はなを垂らす──凍えたように震える。

「僕の大事な友達なんだ……」

　目をつむった。

　息が続く限り叫んだ。

　撃った。
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　声──朗々と／痛みと苦しみとともにあって勢いを増してゆく。

《苦痛とともにあれ。それが唯一無二の回答だ。〝苦痛する価値〟がかつて果たした役割は、今も全ての犠牲者にやどっている。君らのように朽ち果てた英雄たちによって辱はずかしめられ虐待された存在に。全ての犠牲者は同時に苦痛の体現において喪うしなわれた救済者の相をあらわにする。私が君の救済者だ。君は私を虐しいたげることで、私を崇あがめているのだ。その手で辱めた私によって、君自身が、今まさに救済されようとしているぞ》

　そして──激しいノイズがその声を呑み込んだ。




　十一階──雨が降る部屋。

　火花、煙。縛られた哀れな警備員＝囮おとり役──一瞬で体内が焼け焦げて死んだ。

　降りしきる消火用シャワー──スプリンクラーが火を噴いた。

　放水の停止──雫しずくが水面を打つ。

　シェイキーがスイッチを切った。二秒にも満たない死の時間。

　部屋に死体──天井にへばりついた真っ黒なもの。

　ぶすぶす焦げ付く、漆黒の四角い箱／絶縁体──ウフコックの変身ターン。

　にわかに箱が開く／バラバラになる──巨大な銃を握る手が突き出される。

　撃つ──閃光／爆撃に等しい銃弾がシェイキーの右肩を抉った。その体が旗のように振り回される／命に届かず／ベビーカーのギアチェンジ。

　バック／ワイヤーの切断──ダッキーを乗せたまま猛烈な勢いで階段を降りる。

　ボイルド──追う／跳ぶ／螺旋階段の壁に着地。

　いきなり散弾の嵐──ダッキーの下半身が立て続けに発砲。

　壁、手すり、階段をこそぎ取る弾丸の雨。

　続けて楔──重力フロートの盾で軌道を逸らしながら壁を走る／フロアの天井へ。

　不意を衝けない＝位置を読まれる／狙い定めるための一瞬をことごとく奪われる。

　降り注ぐ散弾／楔──撃ち返す＝牽制／柱が吹き飛んだ。

　重力フロートの盾のせいでこちらの銃弾まで軌道が逸れる。

　ベビーカーの跳躍──バネ仕掛け／キャタピラが外れて電動の車輪に。

　シェイキーとダッキーがともに吹き抜けへ躍り出る。

　追う──そこへ突然、脳裏に激しいノイズ。

　何かがぷつんと断ち切られる感覚。

「なんだ？」耳元に手を当てる──違和感／素早く走る。

　位置が読まれることを覚悟して跳躍／吹き抜けへ。

　散弾──なし。

　楔──なし。

　ワイヤー──なし。

　ピエロどもの銃撃──なし。

　ワイヤーでぶら下がるベビーカー／シェイキーとダッキー──あらぬ方を見ている。

　宙で銃を構える──吹き抜けの壁に着地／その音でダッキーが振り返る。

　銃撃──閃光がベビーカーを木っ端微塵に消し飛ばした。

　宙に投げ出されるシェイキーとダッキー──別々のフロアに飛び込む／姿を消す。

　ふいにまた一瞬のノイズ──切られていたものの回復／無線通信。

　介入する声──なし。

　敵に会話を聞かれているという感覚がにわかに消える。




　一階──いたぶり跳ね回るヒッキーとスクラッチャー。

　よろめき走るレイニー──右手が千切れて転がる。

　左手と口を使って右手首をシャツで縛り上げる──おびただしい出血。

「走れ、兄弟！　走れ！」ワイズ──両手に銃／牽制／レイニーを逃がす／顔面から出血／左半分の視界を喪失。スクラッチャーがその右脚を抉る。「くそったれども！」

　エントランスホール──巨大なエスカレーターの陰へレイニーがよろよろ走り込む。

　遅れてワイズ──右脚を引きずって走る／倒れる／這う／エスカレーターの陰へ。

　ヒッキーとスクラッチャー──跳び回りながら追う。

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」「カリカリガリガリカリカリガリガリ！」

　エスカレーターの手すりの陰──倒れたワイズ／血＝這った跡。

　奥のエレベーターホールから叫び声。「ワイズ！　起きるだよ、ワイズ！」

　声の方へ跳んでいくヒッキー。

　スクラッチャーが、倒れたワイズのそばに着地──フックを振り上げる。

「こっちだ、間抜け」

　スクラッチャーの動作停止／機械の目がとらえる男の姿──エスカレーターの下を回って背後に現れた、もう一人のワイズ。

　銃撃──スクラッチャーの顔面／機械の両眼が砕ける／喉に穴が空く／よろめく。

　倒れていた方のワイズが顔を上げる──さらさらと音を立ててレイニーの顔へ／左手に銃。「やっと引っ掛かっただな」

　スクラッチャーが両手を畳む／ガード──二人の銃撃／撃つ、撃つ、撃つ。

　火花まみれになりながら跳ぶスクラッチャー──視界喪失＝壁に激突。

　ワイズが作りだしたレイニーの声を追っていたヒッキーがＵターン──宙でスクラッチャーを抱えて跳躍／エスカレーターを跳び上がって上階へ／退散──怨えん嗟さの声。「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

「ざまあみやがれ、くそったれどもが」ワイズ──全メンバーに連絡。《反撃成功だ。敵が俺たちの位置を読み損なった。どうやらイースターが仕事をしたらしい》




　ふいに声──イースターからの連絡／つっかえつっかえ／泣き声。《ち、ちゅ、ちゅ、中継を、変えたから！　し、侵入も、ふ、防げたから！　も、も、もう大丈夫だから！　い、今、今すぐ、プロフェッサーのいる場所を、し、し、調べるから──》




　二階／燃え盛る部屋、部屋、部屋──火だるまになったジョーイ／のたうち回る／火炎の渦に呑み込まれる／炎の向こうで激しい破砕音──がらがらと何かが崩れる音。

「ホーホッホッホ」ブランドマン──かちゃかちゃ足音を立てて近寄る／ジョーイを探す／火の手の激しさ／何も見えない。

　左手に噴射器を持ったまま、右手に消火器を取り出す。

　噴きかける──みるみる火が消えてゆく。

　床が見える──ぽっかり空いた穴／脱出口／縁に脚をかけて下階を覗き込む。

　ぬっと、すぐそばの炎の中から手が伸びてきて、ブランドマンの首根っこをつかんだ。

　ジョーイ──火まみれ／燃える頭髪・シャツ／体中に火膨れ／強化された筋骨・皮膚の耐久限界まで炎の中に潜む。「つかまえたぞ、ぶっかけ野郎」

　ばたつくブランドマン──その両脚をまとめて踏みつける／押さえる／左手をつかんで噴射器を相手の口の中に押し込む。「てめえで飲みやがれ」

「ホーッ！」奇声／噴射──火が耳の穴から飛び出す。

　消火器を引ったくり、自分の頭から噴きかける。

「良いもの持ってんじゃん。助かったぜ」

　足下に放り出されたブランドマン──体内から煙＝〝焼きごてタイプ〟の末路。




「いくよいくよいくよ！」叫び／蹄の轟き──ホーニーの突進。

　かわすオセロット／追ってくる敵の後ろ脚──旋盤。

　飛び退く──回転する鋸刃のこぎりばが宙を薙ぐ／オセロットがスロープを駆け上がる／外へ。

　ホーニーが追う──外へ飛び出す。

　その頭上から、にわかに凄まじい吠え声。

　くるりと後ろを向き、四つに分かれた後ろ脚で立ち上がる──真上へ角を突き出す。

　全身で垂直に跳び上がる──白熱するトナカイの角が夜空に輝く。

　宙にいるはずの猟犬を真下から串刺しに。

　手応え──なし。

　犬の声／唸り／悲鳴──なし。

　着地──地響き。

　ふと視界の隅に人影──口をすぼめたワイズ＝偽の吠え声。

　にやりと笑う。「ワオーン」

　荒々しく鼻息を洩らすホーニー──その足下──地べたで低く身構えたオセロット。

　猟犬が矢のように跳びかかる／牙を剥く／ホーニーの顔面に食いつく／食い破る／視覚補助装置ごと頬をごっそり食いちぎる。

　叫び──ホーニーが体をくねらせる／倒れる／転がる。

　悶えるトナカイに向けて、にわかに銃撃──ワイズ。「食らえ、この馬鹿ったれ」

　ホーニーが転がり起きる／走り出す──一目散に逃走。




「ブルブルブルブル！」怒りの声／エンジンの咆吼──並ぶ車体の群に這い込んだクルツを探して、スパンカーが見境のない打擲。ハンマーのごとくへし折り、ドリルのごとく削り取る。ひしゃげるリフト機械／叩き潰される車体──天井のパイプが折れ砕け、床のコンクリートが抉れ、両手の鞭で抱擁するように退路を塞いでゆく。

　クルツの行動──ワイヤーの切断機能を落として骨折した脚を縛る／固定する。

　クルツの行動──線虫ワームの拡散／多元的視界／倒れたピエロどもの手元に、輝く粒子。

　クルツの行動──ワイヤーを形成／操作／周囲のリフト機械が下がる──上がる。

　クルツの行動──獣のように這う／機械のように計算する／パニックを拒否する。

　リフト機械の音を聞きつけたスパンカーが躍り出る──猛攻／打擲／車体を支える鉄板がひん曲がって宙を舞う／ボルトが弾け飛ぶ／柱が倒れる。

　クルツの行動──四方の柱に絡みつかせたワイヤーをたぐる／自分の体を引きずる／車体の下から引っ張り出す／スパンカーの背後へ──銃を構える／撃つ／立て続け。

　スパンカーの背に火花／鋼板入りジャケット／防弾タイヤ。

　くるりと振り向き、現れたクルツへ向かって驀進。

　その体／タイヤ／振り上げた腕が、張り巡らされたワイヤーの群に飛び込む──絡まる／引っ張られる。

　そして多数の銃撃──上下左右／ピエロどもの手から引き寄せた銃をワイヤーで周囲に固定／引き金にもワイヤー──スパンカーの全身に火花／引き裂かれるジャケット。

「ブルブルブルブル！」憤激──エンジンの唸り／股間から突き出たユニコーンの角＝その棘が帯電／ワイヤーの形成を阻害──輝ける粒子が弾け飛ぶ。

　ワイヤーの崩壊──這って逃げるクルツ／スパンカーが両手の鞭を掲げて──打擲。

　その頭上──ワイヤーで固定していた車体。

　リフトを下げて宙吊りにしていたワゴン車が、ワイヤーの消滅とともに落下。

　鞭の腹が二つとも、頭上から降ってきた車体の腹にぶつかる／勢いを失う／へたる。

　車軸がスパンカーの脳天を直撃。単輪車が横転／押し倒される／車のタイヤが床でバウンド／けたたましい落下音。

　虚しいエンジンの唸り──車体の下で空転するタイヤ。

　フロントバンパーの下からスパンカーの顔。「ブルブルブルブル！」

　その顔に向かってクルツが引き金を引く──空転／弾切れ。

「仕掛けた罠はこれでお互い五分五分というところか」銃を置く─冷ややかな指摘。「問題は援護だな、オセロット」

　疾風──獰どう猛もうな唸り／突き出されたスパンカーの首を食いちぎった。

　とめどもない血しぶき──スパンカーの頭部が床を転がって壁にバウンド。

　エンジン停止──打擲魔の活動停止。
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　二階／炎の狭間──血の跡。

　ラナ──ジョーイが穿った壁の穴に弱々しく這い込む。

　じりじり近づくピエロども／ニコラス。「そっち側から回んな、野郎ども。囲い込んでありったけの釘を打ち込んでやれ」

　通路の両側からピエロども──一つ向こうの部屋から銃撃。

「くそ」ラナ──苦痛に耐えて掃射／長くは続かず／手が下がる／激痛＝右胸──ベスト＝防弾繊維を貫いて体内に食い込んだ強装弾。肺を踏みつけられるような痛み。

　気道に溜まった血を吐く／肺を庇って小刻みに呼吸する／炎の臭いで朦朧となる。

　揺らめく空気の向こうからピエロどもがやってくる──掃射用意／ボールベアリングの玉／手から零れ落ちる。

　ふいに無線通信。《頭を低くしていろ、ラナ》

「どきな、下手くそども」ニコラスが前へ出る。

　そして突然の爆発──吹き抜け側の窓が粉々に吹き飛ぶ。

　飛び込んでくる大男。

　撃つ──特大の閃光。

　部屋の中央にいたピエロの上半身が破裂した。

　ニコラスが身を低めて後退／通路に出ながら発砲──正確無比／全て重力フロートの盾で軌道を逸らされ壁を穿つ。

　ボイルド──狙い定め、撃つ。燃え盛る炎よりも輝かしい銃火。

　ドアのそばに着弾──壁が木っ端微塵に／入り口の広さが倍になった。

　身を投げ出したニコラス──破片を浴びる／右腕に突き刺さる／ジャケットを引き裂かれる／血／呻き──「なんだあの銃は!?」

　壁を歩いて降りる──ピエロどもが退きながら猛烈に撃ってくる／跳弾の嵐／一人一人狙い定める。ビジョンの遙か彼方から到来する爆撃のイメージ／怪物の叫び──特大の弾丸が人間を吹き飛ばして修復不能な断片に変えてゆく。

　通路へ出る──一撃／ピエロどもが一斉に退散──代わって炎の向こうから放物線を描いて飛んでくる何か。

　球形のぬらぬらした卵のようなものが床で跳ねる──黄色いガスが噴き出す。

　重力フロートの盾を全開に／咄嗟に後退／ガスの下からくねくね近づく真っ赤なラバーマン。

　一つ二つと飛んでくる卵。たちまちガスが充満する。

　部屋に戻る──穿たれた穴の向こうへ／倒れたラナ。「しくじっちまった」

「喋るな」ラナを担ぎ上げる／肩へ──ガスが迫る。

　重力フロートの盾／ぽっかりと球形の空間が出現──ガスを退ける。

　無線通信──イースター／嗚お咽えつまじり。《え、映像の送信先を割り出した。じ、じ、十五階に、通信機器が、あ、あるはずだ。た、多分、プロフェッサーも、そ、そこに──い、急いで。は、早く、早く──》

　銃をかざす──ラバーマンがぴたりと止まる／撃つ──重力フロートの盾で軌道がずれる。

　天井が爆発──砕け散った。

　威嚇＝効果絶大──ラバーマンがくるりと背を向け、ガスの中へ飛び込む／逃げる。

　外へ出る──吹き抜けの壁を走って降りる。

　突然、壁の一部が外側へ吹っ飛んだ。

　壁の穴から火傷だらけのジョーイが飛び出す。一階のエントランスへダイブ──転がる。「ガスも火もうんざりだ」

　ボイルドも跳ぶ──ジョーイのそばに降り立つ。「ラナを病院へ運べ」

　座り込むラナ──ぺっと血を吐く。「ボスを助けなきゃ」

「俺が行く」跳ぶ──頭上へ落下／壁を蹴る／走る──さらなる加速を求めて。




　エレベーター──搬出入用。十五階／ドアが開く。

　ピエロどもがフロアに現れる。

　後ろからぎらぎらした顔のニコラス／埃まみれのジャケット──右手を懐に／血の染み。「そろそろ撤退の頃合いってやつだぜ。拷問に夢中のフリントにも教えてやらにゃあな。兄ちゃんたち、さっさと運び出すもんを運んじまいな」

　ピエロどもが動く──ニコラスが追う。

　通路──ドアのない入り口／壁紙さえ貼っていない作りかけの法廷。

　入廷。

　照明──カメラ。用意された機材／通信機。

　設置中の柵に囲まれた被告席──床に固定された鋼鉄の椅子。

　四肢を固定された裸の男の背。

　キャスター付きのアルミ台に医療器具／薬品の入った瓶／血まみれの道具。

　傍らにフリント──手に漆黒の軍刀サーベル／剥き出しの刃／ピエロのメイク／凍りついたような悽せい愴そうの微笑／微動だにせず虚空を見つめている。

「満足な仕事ができたかい」ニコラスが近づく。

　アイスブルーの目が焦点を結ぶ──ニコラスを振り返る。「負傷したのか？」

「ろくでなしの大男のせいでな」椅子のそばへ──フリントと入れ違いに立つ。「さあ、さっさとずらかろうぜ」

　フリントが刃の血を拭う──ふとその動作が止まる。「ニコラス」

　ニコラスが椅子を見つめる──床に零れた血を睨む。「なんだい」

　フリントがゆっくりとニコラスに向き直る。「カメラに映っている」

　ニコラスがゆっくりと銃を握った左手を出す。「そうかい。だからどうだってんだ」

　ピエロどもが手を止めて二人へ目を向ける。

　フリント──刀を垂らす。「お前は誰だ」

　ニコラス──カメラ目線。「俺はニコラス・ネイルズだ。このくそったれな騒ぎを起こした張本人で、裁判で無罪になったが実は人殺しが大好きなギャングの親玉だ」

　ピエロどもの一人がインカムに手を当てる。「ボスは二階にいます」

　ニコラスが銃を突き出す──切断音が響き渡る。

　刃の閃光──Ｚ字。

　ニコラスの顔をした首が飛ぶ。




　十五階──壁を走る／フロアへ飛び込む／着地するボイルド。

「苦痛の臭いだ」怯えたウフコックの声──走る／銃を握りしめる。

　エレベーターが昇ってくる。

　通路──灯りの点ついた部屋／飛び込む。

　鉄の臭い／血の臭い／立ちこめる苦痛の臭い。

　鋼鉄の内側でウフコックが戦慄する様子が伝わってくる。

　歩み寄った。

　放置された医療器具／配線／照明──通信機だけが持ち去られている。

　こちらに背を向けた鋼鉄製の椅子──被告席。

　足下に死体──腸を零した人の下半身／上半身／首なし。

　目を見はって立ちつくすボイルド──言葉もなく、声もなく。

　入り口に足音──ワイズ。

　部屋に入り、ひざまずいた。転がった首に手を伸ばす──すすり泣き。

　力を失った〝砂男サンドマン〟レイニーの顔──皮膚がさらさらと音を立てて崩れ落ちる。

　さらに部屋に飛び込んでくる疾風──オセロットが姿を現す。

　その体がきらきら光る粒子をまとっている。クルツの線虫ワーム──多元的視界。

　オセロットがワイズを見つめ、それからボイルドの傍らに来て、椅子を見上げた。

　死体──頭頂部から股間まで、椅子ごと真っ二つになったクリストファー。

　手足──指／刺され、引き裂かれ、潰されていた。

　腹部──断面から千切れた腸が零れ出していた。

　顔──かろうじて判別がつく／ごく短時間の拷問。

　クルツの無線通信。《なんということだ。私は、この最悪の光景を見るために今日まで生き延びたのか》

　ワイズはレイニーの首を抱えたまま顔を上げようともしない。

　ウフコックは鋼はがねの奥で震えたまま出てこない。

《ああ、プロフェッサー。ああ、プロフェッサー……》イースターの嗚咽が無線通信にノイズのように響いている。

　沈黙──ラナもジョーイも何も言ってこない。

　オセロットが、赤黒い血がこびりついたクリストファーの手のひらを舐めた。

　クリストファーの爆心地グラウンドゼロ──ハザウェイの死よりも苦痛に満ちた惨むごたらしさ。

　冷静さの限界値クリテイカルを超える光景。

　虚無が音を立てて膨れあがった。
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　血なまぐさい夜が明ける──その代償が支払われる。

　０９の過失＝市の要請を拒否／暴動鎮圧に参加せず。

　０９の過失＝市の施設への電子的侵入。

　０９の過失＝重大な保護証人の失踪。

　０９の過失＝メンバーを失う──ボスを失う。

　連絡──暴動に参加した労働者たちの頭を夜通し叩き割り続けたフライト刑事。「悪いニュースだ。最悪だ。例の証拠品が──銃が消失した。メラニーの音声記録に検屍記録、それに指紋のデータもだ。根こそぎやられた。おそらく警察署が襲撃を受けた際、何者かが全て持ち出したんだ。すまない。本当にすまない」

　連絡──フライト刑事。「ショーンは生きている。留置所は無事だった。不幸中の幸いと言えるのかどうかわからんが、〝バック〟を特定した際には照会に協力することを示唆している」

　連絡──フライト刑事。「あんたのボスのことは残念だった。レイニーとウィスパーのことも。何とか乗り切ってくれ。うちの署長があんたらをむやみに非難しないよう、できるだけのことはしておく」

　報告──イースター。「あの案山子スケアクロウだ。ウィスパーに侵入してデータを操作スナークしたんだ。やられた……何も残ってない。音声記録も検屍記録も銃や指紋のデータも全て消えてしまった」

　報告──イースター。「やっぱりだ、ボイルド。ウィスパーを通して君の車の端末にも侵入されてる。どのデータもない。ただ例の銃の詳細なデータだけは残ってた。僕がウィスパーを……止めたとき、ちょうど削除しようとしてたんだ。悔しいけど……残ったのはこれだけだよ」

　ニュース──〝マルドゥック市シテイで大規模な暴動。大資本家の命が奪われる〟。

　ニュース──〝自動拳銃と火炎瓶で武装した労働者たちが、帰宅途中のオクトーバー一家の乗る車を襲撃。運転手は即死。ファインビル氏とその息子夫婦は重体〟。

　ニュース──〝医師たちの懸命な努力も虚しく死去。オクトーバー社創業者ファインビル・ノーマン・オクトーバー氏と、その息子夫婦であるミスター・ゴールドウィンとミセス・レジーナが救急治療室で息を引き取る〟。

　ニュース──〝悪夢──０９法案の創始者クリストファー・ロビンプラント・オクトーバー氏が惨殺体で発見〟。

　ニュース──〝あの夜のことは決して忘れられないだろう。事態の全容解明と労組の早期再建を願う。協議再開に異論はない。むろんお互い銃を持たずにだ──オクトーバー社ＣＥＯにして一族の長男グッドフェロウ氏、涙と怒りの会見〟。

　ニュース──〝やるべきことが山積している。悲しむのは一番最後に回そうと思う──オクトーバー家の次男ファニーコート地方検事補〟。

　ニュース──〝暴動に参加した労働者たちを多数起訴。労組幹部に逮捕状。急がれる労組の再編成〟。

　ニュース──〝このような事態が引き起こされた原因はいったい何だったのかと私は考えている。偶発的な惨事なのか、あるいは意図された悲劇なのか、といったことを──ヴィクトル・メーソン氏〟。

　被害──意図された悲劇。

　被害──負傷者たち。ジョーイ──全身火傷。ラナ──胸部被弾。ワイズ──左目を失明。クルツ──右大腿骨骨折。オセロット──背部に軽傷。

　被害──オフィス。地下検診室の火災／システムの損害。

　打開案──フレデリック連邦検事から打診。０９メンバーを連邦捜査官として迎え入れる。連邦検察局の管轄に組み込む。連邦検察局の主導に切り替える。

　イースターの返答──「ノー」「ノーサインです」「ノー」

　責任の追及──市議会の召集。聴聞会。

　イースターの対応──奔走／やつれる／耐え抜く。「ノーです」「ノーサインです」

　警察の追及──ウィスパーの遺体。誰が殺したのか？

　イースターの対応──逃げも隠れもせず。〝敵意を持った何者かによる重ハッキングを未然に阻止するための必要にして不可避の行動〟──サム・ローズウッド弁護士。

　被害──暴動による多数の死傷者。

　被害──死体安置所モルグ／いまだ電力が完全には復旧せず。冷凍保管庫の中身が溶け出す。

　運び込まれた遺体──労働者たち／市民／資本家たち。

　クリストファー。

　ウィスパー。

　レイニー。

　カトル・カールのメンバー。

　応対──マスクをしたワン・アイド・モス。「どんどんひどくなる。数が多すぎて腐敗を止める手だてがないのだよ」

　応対──ワン・アイド・モス。「まさか君たちのリーダーや仲間が、こんな姿で運ばれてくるとは……。残念だ。とても残念だ」

　所見──ワン・アイド・モス。「きわめて少人数による拷問だ。意識を失わせないため、短時間内に複数回の薬物投与が行われている。大急ぎで肉体的苦痛を与えようとしたのだろう。よほど聞き出したいことがあったか、ただただ復讐心のなせるわざか。私には、どちらとも判断がつかない」

　所見──ワン・アイド・モス。「この拷問官たちの遺体だが、指紋もなければ眼球も機械化されている。ＤＮＡ検査でも該当者は出ない。完璧なまでの身元不明体だ」

　所見──ワン・アイド・モス。「君たちに銃とデータをもたらしたロビンソン・レザー氏だが、頭部の弾痕の位置に僅かに手術痕が見られた。おそらくＡ10エー・テン手術を受けたのだろう。手術痕を消すようにして撃ったのかどうかは不明だが、どうやら手術が原因で知的障害を負った人物のようだ」

　所見──ワン・アイド・モス。「ここは閉鎖されるかもしれない。暴動で電力システムが壊されたせいで腐敗による悪臭が止められず、市民の苦情が殺到しているのだよ」

　死の臭いが満ち溢れて今にも都市中に広がりそうだとウフコックは言った。




　中央公園セントラルパーク──いつか待ち合わせた場所。

　聴取──ブレイディ／シザースの片割れ。

　ボイルドとウフコック──死と負傷を免れた者たちの捜査ハンドル。

　ミラーハウスで花々の防壁を跳び越えた夜からの巡りめぐった変転。

　完成間近の陸橋──交わらずすれ違う道路群。

　都市住民の棲み分けのための入念な設計。

　金持ちは金持ち同士、貧乏人は貧乏人同士、お互いの顔しか見えない鏡の中の世界。

　公園沿いの通りに車を停めて外に出た。

　左手──手袋姿のウフコック。

　僅かに遅れてブレイディの到着──数メートル先で停車。降りる／向き合う／無言で見つめてくる。

「クリストファーが拉致された病院で何をしていた？」

　黙っている。

　一歩近づく。「お前たちがナタリア・ネイルズを確保したのか？」

　こちらの戦意を感じ取ったブレイディが、ゆっくりと口を開いた。「クリストファー教授から何も聞いていないようだな」

「なに？」

「私をあの病院へ呼んだのは、クリストファー教授だ。そこで私はいくつかの協定を申し込まれ、サラノイ教授の代理人として受け入れた。協定の内容は、主にナタリア・ネイルズの安全性と自由に関してだ」

　咄嗟に信じがたい言葉。「協定だと？」

「万一の事態に備えてナタリア・ネイルズを安全圏に逃しておくとともに、彼女を連邦検事へ引き渡すことを拒否するため、クリストファー教授が打った手だ。連邦検事は０９が彼女を独占的に拘束していることを不服に思っていた。クリストファー教授は、連邦検事に対しても独立かつ中立を保とうと画策していた。ファニーコート地方検事補や、オクトーバー社に対しても。サラノイ教授はその案を受け入れた」

「ナタリアは今どこにいる」

「私たちにはわからない。クリストファー教授が彼女に金と車のキーを渡した」

「連絡手段は？」

「ない。クリストファー教授が、彼女からしか連絡しないよう指示していた。０９側に再び迎え入れる用意が整えば、彼女から連絡が来るだろう。もし０９側が間に合わない場合、彼女はサラノイ教授に連絡し、出産の準備を整えることになる」

　ショック──ボスの暗躍。目め眩まいがする思い。「全てクリストファーが決めたのか」

「そうだ」

「サラノイ教授がナタリアを保護した場合、我々に連絡されるのか？」

「ナタリア・ネイルズが望めばそうするだろう。私たちもサラノイ教授も、彼女の意志に反して何かを強要することはない」

「ニコラスやオクトーバー一族が、ナタリアを拘束する可能性は？」

「私たちが全力でそれを阻止する」

「信じがたい。お前たちの背後には、今もファニーコート検事補がいるはずだ」

「オクトーバー一族とはあくまで契約関係にある。彼らがナタリア・ネイルズを手に入れることで、シザースの発展が左右されることをサラノイ教授は警戒している。クリストファー教授が連邦検事に引き渡したくなかったのと同じように、サラノイ教授も彼女や私たちシザースを第三者に引き渡すことを望んでいない」

「ナタリアはそれを受け入れたのか」

「そうだ。彼女は、クリストファー教授とお前たちを信頼していた」

「ナタリアは──俺たちにも何も言わず、あのとき、病院を去ったのか？」

「そうだ。クリストファー教授がそうするよう指示していた」

「ナタリアは今、安全なのか？　暴動に巻き込まれたのでは──」

「彼女が暴動で被害を受けていたなら、すでに判明しているだろう」

　ぐずぐずと同じ話題を続けたくなる。振り払う。切り替える。「お前たちも、あの暴動に関わっていたのか。オクトーバー家の護衛を、なぜよりによってあの晩だけ外れた」

「暴動もクリストファー教授の件にも、関与していない。私たちにはそれとは別にやらねばならないことがあった」

「それはなんだ」

「私たちシザースの存続のための働きだ。ナタリア・ネイルズが姿を消すことはわかっていたので、オクトーバー一族との契約関係に歪みが出ないよう、我々自身の有用性を強調する必要があった。それ以上のことは言えない」

「有用性？」咄嗟に思いつくもの──情報収集。だが狙いがわからない。

　ブレイディの黙秘──方向を変える。

「サラノイ教授の契約相手はファインビル氏だ。彼が死んだ今、お前たちはどうなる」

「私たちもサラノイ教授も、契約相手はオクトーバー社だ。今後も契約に従って活動を続けるだろう。ただし、現ＣＥＯのグッドフェロウ氏は、私たちシザースをあまり好んでいない。共有人格者ユニツトは、個人の力を弱めると考えているからだ。彼が望んでいるのは強力な個人だ。それゆえ彼からはそれほど重要な働きを任されることはない」

「有用性を証明したというのは、ファニーコート検事補のためか」

　沈黙──徹底した守秘。

「サラノイ教授はナタリアをどうする気だ。本当にオクトーバー社から守れるのか」

「オクトーバー社のために開発しているものは、ナタリア・ネイルズがいなくても可能だ。それに０９側にいない限り、彼女がターゲットになることはない。彼女を独自に保護する場合も、サラノイ教授はそれほど重大なリスクを背負わずにすむだろう」

「ナタリアの失踪はすでにオクトーバー社側にも伝わっているんだな」

「もちろんだ。イースター博士が市議会へ提出した書類に明記されている」

「お前たちはどこまで知っている？　ニコラスの〝バック〟はオクトーバー一族なのか？　あの暴動はクリストファーやファインビルたちを抹殺するための〝バック〟の指令だったのか？　お前たちがあの暴動のことをクリストファーに事前に教えたのか？」

「私たちもサラノイ教授も、お前たちが解明しようとしている陰謀とは関わりを持とうとしていない。もしオクトーバー社の一員が組織的犯罪を先導しているとしても、それはお前たちが問題にすることであって、私たちは関与しない」

　共有人格者ユニツトが主張する縄張り──安全圏から全てを見ているという態度。

「我々０９メンバーのデータが流出した。お前たちは関与していないと言えるのか」

「クリストファー教授との協定に基づくまでもなく、私たちの研究データは政府の管理下にある。サラノイ教授もクリストファー教授も、全研究データを持ち出すことは認められなかった。それにサラノイ教授にはお前たちの研究データは必要ない」

「ニコラスの〝バック〟が政府に働きかけて、研究所のデータを提供させたのか？」

「私たちには関係のないことだが、もしそうなら、よほどの権力者だということになる。先年の法案見直しによって研究所の成果は全て禁じられた技術とみなされた。政府や議会、もしくは連邦司法局の承認がない限り、データを閲覧することさえ不可能だ」

「すでにイースターが全ての申請を調べた。我々のデータ提供の要請は皆無だ。サラノイ教授は本当に、我々のデータを保持していないんだな？」

「もし保持が露見すればサラノイ教授は連邦法違反に問われてしまう。何のメリットもなく、そんなリスクを背負う必然がない」

「研究所と連絡を取ったことは？」

「ない。現在、研究所の全ては建前上、チャールズ教授の所有となっているが、実質的には政府管理下にある。もし連絡を取ったとすれば記録に残っているはずだ」

「チャールズ教授が非公式にデータを渡したのではないのか？」

「我々には想像もつかない。チャールズ教授がそのようなリスクを背負う必然がない」

　行き詰まる──冷静さが欲しくて拳を握る／冷静さでは越えられない壁を感じる。

「ブレイディからは、どんな匂いがする？」

「嘘をついている匂いはしない、ボイルド」ウフコックの声──悲しげな響き。「ナタリアのことも、本当のようだ」

　ブレイディは言った。

「我々にとっても０９側の打撃は予想を超えて深刻だ。一日も早く立て直し、今の事態を乗り切れ。ナタリア・ネイルズも、それを望んでいるはずだ」




　捜査ハンドル──闇雲。あてもなく。

　全てのカードを失ったまま。

　責任の追及──市議会から０９へ。要請無視へのペナルティ。交通管理局への電子的侵入のペナルティ。イースターの奔走──いっそうやつれ、痩せてゆく。

　運ばれてゆく遺体──ウィスパーとレイニー／政府管理。

　埋葬──クリストファーのみ。

　葬儀──遺書＝生前に指示──マスコミを集めて０９のボスの死を公開。

　イースターの宣言──〝僕らはここに告げる。僕らの誰かが復讐のために違法行為に手を染めることは決してないと。心を傾けるべきなのは僕らの有用性の証明であって、闇雲な市街戦ではないと。それらのことを誓った上で僕らは約束する。この仇は必ず討つ。暗黒街のやり方でではなく、僕らのやり方で、正しい治安をもたらしてみせる〟。

　墓標──三人分。ハザウェイの墓標の周辺。

　再三にわたるフレデリック連邦検事の要請／打診／懐柔／脅し／怒り。

　全て「ノー」──イースターの頑かたくなな拒絶。あらゆる書類にサインせず。

　フレデリック連邦検事はメンバー全員に、引き抜きの書類を個別に送りつけてきた。

〝特別連邦捜査官としての待遇〟──全員がそれを無視した。

　全員が０９の存続に賭けた。

　金庫＝さらに遺言の発見／クリストファー所有の土地、建物、証券の譲渡──イースターが全て売り払った。市議会が提示する高額の罰則金への用意。

　ウィスパーの射殺について、イースターの起訴が見送られる。

　警察／検察との取り引き──サム・ローズウッド弁護士の働き。

　０９の立て直し──クリストファーが事前に残した手。

　ナタリア喪失の巻き返し──ケイト・ホロウの証人としての有効性の証明。

〝ロック・ネイルズの殺人ポルノに協力していたカメラマンの存在〟が示唆される。

　ペナルティの渦を跳び越えたウルトラＣ。

　ケイト・ホロウを０９側独自の保護証人として事件成立──フレデリック連邦検事を完全に締め出すことに成功。

　削り取られてゆくイースターの腹──伸びきった髪。

　ある朝、市の聴聞会を前にしてスタイルを一新。フラクタル理論に基づいて髪をまだらに染め、ジャケットにじゃらじゃらキーホルダーをぶら下げる。

「僕は信者として立つ！」宣誓──聴聞会の真っ最中に立ち上がって叫ぶ／〝偉大なるクリストファーの遺志を継ぐ男〟イースター博士。

　過失を認めず──あくまで〝暴動を引き起こした陰謀の解明〟を主張。

「我々は０９法案に基づいた厳正中立なる法執行機関として、一連の悲惨極まる事件がいかにして発生したかを解明し、市民の重大な危機を未然に防ぐべく準備を整えている!!」

　市議会はその根拠を期限内に提出するよう命じた。

〝０９の存続は風前の灯火〟──フレデリック連邦検事の捨てぜりふ。

　フライト刑事は、０９との合同捜査を署長が露骨に渋るようになったと言った。

　あてもない捜査ハンドル──ボイルドとウフコック／ワイズ＝左目に眼帯／クルツ＝松葉杖／オセロット＝背部の皮膚と体毛が回復。

　ラナとジョーイ＝いまだ入院中。

　オフィス──システムの復旧／イースターの入念な作業＝ストレス解消。

　そして変転。

　通信システムを完全に一新した日──イースターが、いつの間にか送られてきていたフリーメール・サービスの登録通知を発見した。

　罠かいたずらか間違いか──確認するために独立した端末を用意。

　暴動が起こった夜の日付──新規サービス申し込みの直後に、複数のファイルを受信。

　ファイル──市内のどこかの建物の画像／地図／設計図。

　ファイル──ある通信記録／その改かい竄ざん痕跡の解析結果／詳細な一覧。

　ファイル──いかにしてオフィスが電子的侵入を受けたかの詳細な解析＝証明。

　イースターは活動可能な全メンバーを召集した。

　フリーメール・サービスに保存された複数のファイルを見せた。

　ファイルの詳細を説明した。

　誰がそれを送ってきたかを告げた。

　みなが黙ってそれを聞いていた。

　ラナもジョーイもそこにいた。負傷による苦痛をものともせずに。

　かつて研究所が襲撃されて自分たちのキャリアが吹き飛んだときのような無力感が消え、代わって、自分たちでさえ恐ろしくなるほどの高揚感が湧き上がってきた。

　イースターは号泣しながら言った。

「ウ、ウィスパーだ！　か、彼が教えてくれたんだ！　ぼ、ぼ、僕らに！　死ぬ直前に！　し、侵入を受けながら！　こ、こ、これを──カトル・カールの隠れ家を！」
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　暴動鎮圧に参加しなかったペナルティの解消＝警察との合同包囲。

　迅速に／極秘に。フライト刑事が〝戦闘部隊〟の四名とともに殺人課に派遣され、指揮を担当。〝カトル・カール専門〟の刑事──警察を代表して最前線へ送り込まれる。

　ボイルドとウフコック──強引に退院したラナとジョーイの送迎。

　ラナ＝鎮痛剤。

　ジョーイ＝人工皮膚移植／全身に包帯。

　ワイズ＝左目にアイパッチ／縫い傷──クルツとオセロットを送迎。

　クルツ＝松葉杖──受け入れられた主張＝〝走れなくとも何の支障もない〟。

　イースター──却下された主張＝〝自分も敵のアジトに乗り込んでショットガンをぶっ放す〟──オフィスで情報中継／全てを記録。

　午後三時──フライト刑事らと合流。サイレンなし／広報のための記者なし／連邦検察局員の姿なし──警察との合意＝連邦検事の締め出し。

　警官隊──配置へ。

　包囲──Ｔ字型の建物。

　中央に縦長の工場／右に集配所・食材倉庫／左に宿舎・ガレージ・中庭。

　クラウンフード社が百パーセント株を所有していた食品加工工場。

　フリーズドライ／レトルト食品。

　市の福祉政策に従い、身障者を従業員として雇用。

　充実した身障者用の設備──宿舎／救急保健施設。

　肉体を機械化した拷問官どものメンテナンス施設。

　ロック・ネイルズ逮捕時に操業停止──従業員たちの異動。

　無線通信──イースター。《施設全体でかなりの電力消費が見られる。大勢の人間がいるのは間違いないみたい》

　侵入開始──第一組＝フライト刑事と〝戦闘部隊〟／警官たち／０９側＝セカンド・チーム。

　建物中央／工場入り口から建物の中へ。

　薄暗闇──全ての窓のシャッターが閉じられている。

　ベルトコンベアー。プレス機械。包装機械。積み重ねられた車椅子。

　警官たちが奥へ。

　集配所からも侵入──第二組＝さらに警官たち。

　宿舎とガレージへ──第三組＝警官ら／０９側＝ファースト・チーム。

　ボイルド──自分の銃＝ウフコック／工場内を宿舎側へ向かって移動＝狩り出す。

　音──突然の作動。機械の群。シリアルの乾燥機。

　ベルトコンベアーの回転──こけおどし。

　フライト刑事が手を振る──警官たちが操作盤の方へ駆け寄る。

　そのそば──天井から人影が落下。

　糊づけ機械の上──カビの生えたシリアルの箱を蹴散らし、盛大な音を立てて着地。

　野球帽／くちばしそっくりの呼吸器──ダッキー・シューター。

「ゲァゲァゲァゲァ！」

　ロングコートを大きく開いて腰を突き出す──銃口の束。

　ポンプアクション──散弾の連射。火花・火花・尾を引く轟音──警官たちが吹っ飛ぶ／身を伏せる／慌てて撃ち返す。

《カトル・カールのメンバーを確認》無線通信──ボイルド。《撃破する》

　セカンド・チームの散開──ラナの掃射。

　ダッキーがかわす／横へ跳躍／退避／宙で連射。

　ラナが身を低めて走る──追撃。「下品なアヒル野郎！」

　にわかに飛び交う火線の下──疾走するピンクの電動ベビーカー／両手でつかまる黒いドレスの小男──シェイキー・スプラッシャー。

「おーおおーおよちよちよち良いー子でちゅねーええーえ」楔の発射──ワイヤーの乱舞。自動小銃を持った警官がまともに食う。電撃──目から煙が噴き出す。

　ボイルドが天井へ──狙い澄ます／撃つ──特大の閃光が箱詰め機械を貫通／吹き飛ばす／ジグザグ運転でよけるベビーカー。

　奥──悲鳴／警官が宙に放り出される／けたたましい蹄の音。

「いくよいくよいくよ！」白熱する角──ホーニー・ソープレイの驀進。

「おっと、くそ」進路にジョーイ──手近にあった印刷機械を床から引っこ抜いてぶん投げる。

　角を振り立てるホーニー──男性器のキャンドルライトが機械を吹っ飛ばす／バラバラになる──直進。

　ジョーイの横っ飛び──回転するベルトコンベアーの上に身を投げ出す／ホーニーの突進／壁を引き裂く＝焼き焦がす／くるりと振り返る。「いくよいくよいくよ！」

　攪かく乱らん──カトル・カールのメンバー三名。

「撃ち方やめ！　撃ち方やめ！　同士討ちになるぞ！」フライト刑事の叫び。「こっちに固まれ！　奥に向かって撃て！」

　飛来──球形の卵／どこからともなく／床で破裂／濛もう々もうと立ちこめる黄色い霧。

　あっという間に呑み込まれる警官たち／〝戦闘部隊〟の四名。

　誰かの怒鳴り声。「ガスだ！」

　ボイルドが床へ降りる／駆け寄る／重力フロートの盾を全開に──フライト刑事の肩をひっつかむ／後ろへ押しやる。「下がれ、俺がやる！」

「退避！　退避！」フライト刑事──火災警報機に飛びつく。「水を出せ！　スプリンクラーを回せ！　何名かガスを浴びた！」

　頭上から雨──放水。

　ボイルドが黄色い霧へ飛び込む──狙いをつける。

　壁の空気孔に滑り込む赤い手足──ラバーマン・ポイズンスター。

　撃った──空気孔の入り口が倍以上のでかさに。

　ラバーマンの逃走──仕留められず。

　ボイルドの無線通信。《次々に出てくる。ウィスパーの情報に誤りはない。一人残らず狩り尽くせ》




　中庭──複数のエンジン音／タイヤの回転音──地面を抉り逃走をはかる車輛群。

　パトカーの封鎖──衝突／銃撃戦──男たち＝ノーメイクのピエロの集団。

　クルツ。《宿舎から四台出てきた。カトル・カールもニコラスもいない。陽動だ。私たちも工場へ移動する》

　ワイズ。《ガレージで複数のアイドリング音だ。それとボイルド、お前さんのそばのダクトの中を何かが這ってる音がするぜ》




　攻勢──呵か責しやくなく。

「ヘイ、どきな！　あたしの前に立つんじゃないよ！」ラナ──警官たちを蹴散らす／前へ出る／散弾の火線をかいくぐる／追う／Ｚ字掃射。

　ぴょんぴょん跳び渡るダッキー／機械から機械へ──ポンプアクション／股間からそそり立つ銃身を乱射／床を壁を人間を引き裂いて回る。「ゲァゲァゲァ！　ゲァゲァゲァ！」

　掃射──乱射／流れ弾／伏せたまま動けなくなる警官たち。

　積乱雲なみに立ちこめる硝煙・粉塵・訳のわからない破片／火線──横殴り。

　ダッキーが跳ぶ──機械の上から天井のパイプへ／跳ぶ／照明を蹴る／跳ぶ／壁を蹴る／包装機械の陰へ飛び込む。

　ラナの疾走──ベルトコンベアーをハードル跳び／転がり込む／その周囲できらきら光る粒子。

　機械の陰──誰もいない。

　回転するベルトコンベアー──包装機械の中から仰向けに寝たダッキーが飛び出す／起き上がる／胸に「本日配送」のラベル。

　掃射姿勢のラナに向かって腰を突き出す／銃身の束が一斉にそそり立つ。

《そのまま動くな、ラナ》無線通信──クルツ＝元狙撃兵の援護。

　ラナの眼前／輝ける粒子がワイヤー形成──ダッキーの股間に絡みつき、引っ張る。

　銃口がばらばらの方を向く。

　銃火＝一続きの爆風／微動だにしないラナの周囲に小規模の火柱の群。

　天然痘のように広がる弾痕──粉塵／火花／ラナの左手に青白い鬼火。

　ダッキーの下半身／銃器／ベルトコンベアー──ワイヤーが絡まり、縛り付けられ、がたがた軋む。身動き取れず。「ゲァゲァゲァゲァ！」

　手を伸ばせば届く距離──青白い鬼火が放つＳ字掃射／ダッキーの顔面に穴／喉に穴／肩に穴／胸に穴／腹に穴／腰に穴／脚の付け根に穴／穿たれる切り取り線──五体がミキサーにかけられたように飛散──床中にばらまかれる／血みどろの下半身が膝をつく／銃身がへたる／ワイヤーで縛り付けられたままベルトコンベアーで運ばれてゆく。

「地獄でしごいてな、変態野郎」ラナ──ぺっと唾を吐く／メンバーに報告。《ヘイ、人食いどもを一人仕留めたよ》




　疾走するベビーカー──特別仕様のオフロードタイヤ。

　ばらまかれる楔とワイヤー──放水で濡れた床に電撃／火花。

　衝撃で踊り倒れる警官たち──シェイキーの歓声。「おーおおーおよちよちよちよち」

　進行方向にきらきら光る粒子──極細のワイヤーが網を形成──楔が絡まる。

　ベビーカーの猛進／クルツのワイヤーが食い込む／裂かれる──宙でじたばたするシェイキー。「よちよちよちよちおーおおーおよちよちよち」

　ワイヤーの網の向こうからラナの掃射──ピンクのベビーカーが真っ黒い水玉模様に／タイヤが弾け飛ぶ／バッテリーが火を噴く。

　シェイキーの跳躍──パイプにしがみつく／憤怒。「おーおおーお、おーおおーお」

　疾風──不可視の猟犬の牙がシェイキーの喉笛を食いちぎった。下顎が顔面から引っぺがされる／だらんと垂れた首──パイプからぶら下がったままのシェイキーの死体。

　オセロットの無線通信──主人に負けず劣らず冷ややかに。《二人目を始末した》




　立ちこめるガス──降り注ぐ雨。ぽっかりと球形の空間／重力フロートの盾＝分厚くまとう。

　ボイルド──追撃──特大の閃光、特大の轟音、特大の重圧プレツシヤー。

　六四口径の弾丸がプレス機械を貫通、柱を粉砕、ダクトの消滅、壁越しの銃撃。

《たまらん音だな、〝錆びた銃ラステイポンプ〟》無線通信──ワイズのフォロー。《二時から四時の方角へ移動音だ。響きからしてでかい管の中だな》

　撃つ──壁に亀裂が走る／シリアルを流し込むパイプが吹っ飛んで捲めくれ返った。

　パイプからシリアルの攪かく拌はん機へ、赤いガスマスク・手足が飛び出す──ラバーマン。

　ボイルドの接近──壁から床へ──重力フロートの盾でガスを吹き飛ばす。

　相手の眼前へ走り込む／振りかざす──銃のグリップの底。

　ハンマーのような打撃を脳天に叩き込んだ。

　ラバーマンの首が飴のようにねじれる。

　赤いゴムと半透明の卵管に覆われた体がぐにゃりとなって機械の隙間に逃げた。

　まるきり軟体動物の動き／追う──消える／残された卵＝破裂＝噴射されるガス。

《ダクトの中に潜り込みやがったな》ワイズ。《響き具合でわかるぜ。ゼリー野郎め、人の頭の上を動き回って、お前のお株を奪おうって魂胆だ》

　手にした銃＝パートナーへ警告。《外気と接触するな、ウフコック。鋼の奥へ潜れ》

　足を止める／息を止める。

　両手で銃を握る／目の前にかざす／見つめる／目を閉じる──銃弾の軌道を正しく確保するために重力フロートの盾を消した。

　たちまちガスが侵入──立ちこめる／まみれる。

　音──真上の換気口／蓋を跳ね飛ばして真っ赤な軟体動物が落下してくる。

　銃口／頭上。

　引き金──轟音──目を閉じていてもそれとわかる閃光。

　直後に重力フロートの発生──球形の盾で体を覆う／ガスを退ける／目を開く。

　床──ぐねぐね痙攣する腕／脚──頭部の消失／縦に真っ二つになった体。

《ガス男をやった。三人目だ》




「いくよいくよいくよ！」暴れ回る蹄──白熱する角。

　ホーニーの憤激──片っ端から機械を投げつけるジョーイ。

　警官たちも手出しできず／じりじりと建物の隅へ追い込まれるジョーイ。

　ホーニーが突っ込む／ジョーイのフットワーク──かわす／角が壁を抉る／前脚を上げる──棹さお立だち。トナカイの絶叫。「いくよいくよいくよ！」

　ホーニーの両手が展開／後ろ脚が四つに分かれる／猛烈な旋盤の回転音──トナカイが一瞬で雌カマキリに／巨大な黒目──こちらを覗き込む濡れた目。

　左右からコーナーに追い込まれたジョーイ。「おう、マジかよ」

　きらきら光る粒子──にわかに軋み音／ホーニーの手足の旋盤がガタガタ揺れる／火花を上げて止まる／絡みついたワイヤー──全ての旋盤の動作停止。

　ホーニー──構わず抱きかかえに来る。

　ジョーイ──がむしゃらな正面突破／剛腕を唸らせワンツー。

　ホーニーの顔がひしゃげる／角が吹っ飛ぶ。右フック──腹／のけぞるホーニー。

「くたばれトナカイ野郎！」

　連打──ダウンさえ許さぬラッシュ──ふと相手の胸の膨らみに気づく。

「おっと、くそ」

　うっかり繰り出すストレート──ホーニーの巨体が吹っ飛んで宙へ。「女かよ」

　転倒──ホーニーのダウン／震える／起き上がろうとする。「いくよいくよいくよ！」

　フライト刑事の号令。「やれ！　撃ち込め！」

　群がる警官たちの発砲、発砲、発砲──ホーニーの額が抉れる／左の目玉が弾け飛ぶ／首に穴が空く／脳みそが耳から飛び出す。

　暴れまくる──昆虫並みのタフさ／残った目でジョーイを睨む／跳びかかってくる。

　カウンター──拳が顔面に潜り込んで後頭部の向こう側に突き抜けた。

　痙攣──仰向けに倒れる／雌カマキリの動作停止。

《四人目──ああ、くそ、最悪だ、女をやっちまった》




《本当に女かわかったもんじゃねえ》ワイズの情報。《ガレージの車が飛び出すぞ》

《五台の車、八名が武装》クルツの情報。《ニコラスが封鎖線を突破する気だ》

《俺が行く》ボイルド──シャッターを開く／窓を開く／飛び出す／中庭へ走る。

　ガレージから次々に飛びだしてくる車輛──立ち止まって狙いをつける。

　轟音──先頭車輛の左前輪が吹っ飛ぶ。バンパーが地面を削る──横転。

　たった一挺の拳銃が車輛の群を食い止める。

　二台目──後輪／横転した一台目に突っ込む。

　三台目──窓枠ごと運転手の上半身を粉砕／フロントガラスの内側が赤く染まる。

　四台目──フロント／エンジンを破壊／スピン／停止。

　五台目──出てこない。

　停止した車からノーメイクのピエロの集団が飛び出す／警官たちが集まってくる。

「こっちだ馬鹿ども！」「撃て撃て！」「皆殺しにしろ！」男たちの背後から声──ワイズの集極音波／振り返った男が撃ち殺される＝宿舎の脇からワイズの銃撃。

　男たちが前後左右に乱射を始める──警官たちの発砲／銃撃戦。

　四台目の車から両手に銃を持った男──トランクから奇怪ビザールなバレリーナが飛び出す。

　ニコラス──ヒッキー。

　走りながら両手で撃つニコラス──流れるような連射／封鎖しようとした警官たちがもんどり打って倒れる。

　ぴたりと護衛するヒッキー。「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

「ニコラス！」ボイルドの叫び──走る／追いすがる。

　ニコラスが振り返る──剥き出しの怒り／両手の銃を向ける／銃声で応える。

　惚れ惚れするほど正確無比な銃撃──重力フロートの盾が逸らす／肩先を弾丸がかすめる。

　ヒッキーの方向転換──真っ直ぐこちらへ跳びかかってくる。「しゃぶってやるぜ！」

　ボイルドの跳躍──斜め上へ向かって落下。

　めくるめくビジョンとともに自身を投げ込む──投下する。

　一個の爆弾と化した自分──心弾むとき。




「部下がやられた！　救急車が足らん！　最寄りの救命室に連絡しろ！」フライト刑事──屋内から拡声器／通信機＝両方いっぺんに叫ぶ。「ニコラスを逃がすな！　殺すな！　囲い込んで投降させろ！」

　こつこつと松葉杖の音──屋内に入ってきたクルツ／左手に握ったショットガンで集配所への通路を示す。「フライト刑事、この先に地下への入り口が見える。通路の奥まで誰もいない。そこまでは安心して突入できるだろう」

「あんたらが同じ側にいてくれて心底ほっとする」フライト刑事が警官たちを手招く。

「突撃ガン・ホーかい」ラナ──警官たちを押しのけて通路へ。「行くよ、ジョーイ」

「クルツの旦那がバックアップしてくれんだろ」包帯だらけのジョーイが駆け寄る／何の躊ちゆう躇ちよもなく駆け込む。「怖いもんなしだ」

「地下に灯りだ。人影が見える。警戒を怠おこたるな。付き合ってやれ、オセロット」

《了解コピー》疾風──不可視の猟犬がラナとジョーイの後を追う。

　フライト刑事たちが後に従う。「まったく怖いものなしだ」

　通路──閉め切られたシャッター──じめじめ蒸し暑い。

　地下へ──ひんやりした空気／清浄／換気扇とエアコンの稼働音。

　天井を埋め尽くすケーブル──複雑怪奇な配線。

　地下通路──宿舎へ続く道。

　いくつかドア──開けっ放し。放置されたデスク。帳簿。

　奥のドアだけが閉じている──隙間から灯り。

《待て。奥の部屋へ線虫ワームを潜り込ませる》クルツの無線通信。

　ラナ──ふと頭上を見上げる。監視カメラ。「ヘイ、覗かれてるよ！」

　いきなりドアが開く──光が溢れる／小柄な人影が飛び出す。

　跳ねる──天井・壁・床／ラグビーボールのような動き──両手にフックの切っ先。

　ホッパー・スクラッチャー＝喉に手術跡／人工呼吸器。「カリカリガリガリ！」

「伏せな！」ラナ──Ｗ字掃射／通路中に火花／突破するスクラッチャー──ラナの頭上を跳び越える。ジョーイの右フック──空振り。オセロットの牙──かわされる。

「ジョーイ、部屋へ入んな！」ラナ──奥へ背を向ける／スクラッチャーを追撃／掃射の嵐／頭を抱えて床を這うフライト刑事たち。

　ラナとすれ違うジョーイ──部屋へ。入ったところでぎょっとなる。

「おう、勘弁してくれ」猛烈な勢いで後ろへ跳んで逃げる。

　突風──漆黒の刀とう尖せん──閃光＝Ｖ字／ドア枠が切断される。

　ぎりぎりでかわしたジョーイ──泣きっ面でファイティングポーズ。

　微笑み──元は整った容貌──額や頬に潰されて腐った果物のような黒や紫の火傷跡。

　ノーメイクの人間黒豹──フリント。




　躍り出る──宙へ／ボイルド──斜め下から鮫のように迫るヒッキー。

　重力フロートの方向を変える＝横へ軌道がずれる／脇腹のそばで鋼鉄の顎が虚空を咬む音。

　身をひねって握った銃を振り抜く──グリップの底／ヒッキーの側頭部。

　強打＝金属音──ボーリングの球でも殴ったような手応え。

　小柄なバレリーナがくるくると宙を舞う──ボイルドが重力フロートの方向を変える。

　軌道修正──真正面に仁王立ちのニコラス＝両手の銃の目覚ましい連射。

　全開の重力フロートの盾──軌道を逸らしきれず／銃弾が二の腕を抉る／肩の肉を削そぐ／頭髪が焦げる。

　着地＝勢いに任せた渾身のショルダータックル──ニコラスの胸元。

　ニコラスが大きく後方へ投げ出される。

　転倒──後転。鮮やかな動作で起き上がる──流れるように銃を構え／狙い澄ます。

　その動作を目で追い／一瞬前に狙いをつけ／重力フロートの盾を解除し／引き金を引いた。

　何か巨大なものの登場を告げるような轟音。

　銃声──その音が呑み込んだように、ニコラスの右足首が消滅した。

　がくりと前のめりに倒れるニコラス。

　素早く走り寄る。

　銃を握っていない右拳──ニコラスの顔面を迎え入れるように振り上げられる。

　殴打。ニコラスの首が跳ね上がって顔が真上を向いた。半回転して仰向けに倒れる。

　右手の銃を蹴る──ＭＯＷの刻印＝〝俺の唯一の流儀マイ・オンリー・ウエイ〟。

　左手首を踏む──ＷＯＭの刻印＝〝俺しかいない道ウエイ・オンリー・ミー〟。

　銃を向ける──血まみれの顔が無言で睨み返す。

　その体から憎悪がアルコールのように揮発してこちらを包み込むのを感じた。

　純然たる憎しみ──大きく吸い込んで告げた。「釘打ちは終わりだ、ニコラス」
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　ラナ＝青白い鬼火──ばらばらと降り注ぐ雹ひようのような掃射＝跳弾／フライト刑事たちの退避＝開けっ放しのドアから埃の積もった事務室へ転がり込む。

　スクラッチャー──かいくぐる／跳びはねる／ふいに戻ってくる／接近＝フック。

　ガード＝ラナの右腕／火花──フックが義手の人工皮膚を削ぎ取った。

　唸り──不可視の猟犬がスクラッチャーの右肩に食いつく／もぎ取る／放り出す。

　転倒＝右腕が床に転がる。

　跳躍／スクラッチャー──その体にきらきら光る粒子＝ワイヤーの形成／蚤の右足に絡みつく──また転倒／起き上がる。

　左足だけで跳ぶ──地下室の出口＝ワイヤーの形成＝網。

　正面から突っ込む──絡みつく／また転倒──暴れる／ワイヤーを引きちぎる。

　跳ぶ──絡みついたワイヤーが呼吸器を引き裂く──外れる／床に転がる。

　ぜいぜい喘あえぐ／喉に空いた穴──呼吸器を取りに戻る／ワイヤーが絡みつく。

　転倒──這う／悶える／左手のフックで呼吸器を拾おうとする／がりがり引っ掻く。

　その後頭部に全体重を掛けたショットガンの銃口が突き込まれる。

　松葉杖をついたクルツ＝冷ややかに。「お前たちには過ぎた慈悲をくれてやろう」

「カリカリガリガリ！」絶叫──床に押さえつけられた頭部が粉微塵になった。

《五人目を仕留めた。サーベル男を逃がすな》




　閃光──Ｌ字。ジョーイの慌てふためくバックステップ。

　背に壁──フリントが通路へ飛び出す──人間黒豹の微笑みが急接近。

　ジョーイのやけくそ＝身を低めて踏み込む──軍刀サーベルを握る両手だけを見つめる。

　刃の閃光──相討ち覚悟の左フック＝柄を握る両手を狙う／外れ──刀の鍔つばもと。

　牛の角のように硬化したジョーイの左拳に、刃が縦に食い込んだ。

　渾身＝刀の勢いを殺す／そのまま拳を突き出す。

　絶叫。「クリストファー先生の仇だ、くそったれ!!」

　フリントの体が浮く──腕全体で軍刀サーベルを横へ倒す。

　刀の尖端と柄が、ドア枠につっかえる。

　衝撃──刀身が軋む／みしりと音──ジョーイの手の甲にまで刃が食い込む。

　フリントが身を沈める──刀を滑らせる／ジョーイの拳から引き抜く。

「くそっ、痛ぇっ!!」ジョーイの悲鳴。

　すれ違う──走り出しながら柄頭を後方へ突き込むフリント──振り返ったジョーイの顔面にまともにヒット。

　ジョーイの転倒／フリントの疾走──前方からかすかな足音。

　閃光──Ｗ字。

　跳びかかろうとした不可視の猟犬──かわす／刃がかすめる。

　追いすがる──脚に食いつこうとするオセロット──牙が肉を削ぐ。

　止まらないフリントの疾走──ラナの叫び。「伏せてな、オセロット！」

　掃射──８の字／フリントの跳躍──空中で身をひねる／背に掃射を浴びる。

　ものともせず着地／追撃──掃射／フライト刑事たちの発砲。「撃て撃て！」

　銃弾を浴びながら疾走──出口へ。

　閃光──Ｚ字／形成されたワイヤーをまとめて掻き切る。

　刀を振り上げながらさらに速度を上げて疾走。

　正面にクルツ──ショットガン＝発砲。

　フリントの上体が沈む／左肩の肉が削がれて塵と化す──刃の閃光／ショットガンが真っ二つに。

　身を投げ出してかわすクルツ──その上を跳び越えるフリント／疾走──全身から出血／工場内へ──進路上にいた警官たちがぎょっとなる。

　窓とシャッターをまとめてＸ字に切断──外へ飛び出す。

　集配所の前／警官たちとパトカーを跳び越える／通りへ──疾走。

　そのそばにヒッキー──影のように並んで走る。

　フライト刑事の叫びが尾を引く。「追え！　追うんだ！　くそっ、化け物どもめ！」




　拳を縦に割られたジョーイ──出血／シャツを脱いで拳をグルグル巻きに。「ちくしょう、痛えよ、くそったれ」

「外にいる連中に言って救急車に乗せてもらいな」ラナ──部屋の奥へ／積み重なった機材。「この辺りにハッカーがいるはずだよ。生かして捕らえるんだ」

　足音──姿を現すオセロット。《あっちの方に人の臭いだ、ラナ》

　猟犬の先導──足早に追う。天井まで積み上げられた機材をよけて部屋の奥へ。

　ふいに声。「おもちろぉおおーい、おもちろおおぉーい」

　床から生えた金属の柱──配線の束／その上に接続された腹から上しかない小男。

　つぎはぎだらけの丸っこい顔──にこにこ笑い。白濁した両眼。歯のない口。

　腕──なし。両肩に球体型の光学通信機。

　髪──なし。頭からドレッドヘアーのように伸びたコード。

　背に点滴の束──栄養源。

　カトル・カール側のハッカー──プッティ・スケアクロウ。

　扇状に積まれたモニター＝バラバラの方を向いている。

　モニターの群──どれも同じく初期化中の表示。

「くそっ」ラナの舌打ち──駆け寄る。目の高さにある腹に左右のワンツー。

　電撃──スケアクロウの全身が痙攣／全ての機材が強制終了。

「おもおもおもおも──」

「ウィスパーとイースターの分だよ。くそったれ」

　がくりと気を失うスケアクロウ──唾を吐きかけるラナ。《六人目、生け捕りだ》




　ガレージ──ワイズが踏み込む。

　飛び出さなかった五台目の車。

　暗闇で低いアイドリング音──走り出すタイミングを失ったまま震える車体。

　運転席に坊主頭の痩せた中年男──穏やかにワイズを目で追う。

　ワイズ──銃を向ける。「パーティが終わる前に、もうひと踊りしたい口か？」

　男──取り澄ました顔で両手を挙げる。「いいや。投降する。私の名はエルマー・プリッツ。職業はカメラマン。お前たちが私を捜していることは新聞で読んで知っている」




　二挺の銃──二つの証拠品。

　ニコラス──二度目の逮捕。

　手錠／救急隊員が右足を止血／担架で運ばれてゆく。

　見送るボイルド──睨み続けるニコラス。

　フライト刑事が歩み寄る。「サーベル男と、ローラーブレードを履いた化け物が逃げた。何発も食らった状態で一キロ先の海岸まで走って海に飛び込んだそうだ。信じられん怪物どもだ。海上警備隊に捜索を頼んだが、見つかるかどうか……」

　うなずく──地面を指さす。「やつの銃だ。詳細に調べて、公判まで記録を取り続けてくれ。また撃発フアイアリング装置に細工を施しているかもしれない」

「わかった。地下にいたハッカーをラナが捕まえたが──」

「通信で聞いている。０９側で拘束させてもらう」

「取り引き通りだ。カトル・カールが所持していたデータも自由に持って行け。うちはニコラスとその手下どもを締め上げる。お前が尋問に立ち合えるよう用意を整えておく」

「敵を二人も逃がしたか。我々はつくづく情けない男たちだな」不敵な声──松葉杖をついてやってくるクルツ。

　フライト刑事が大げさに肩をすくめる。「ダークタウンの怪物どもの巣を特定して五人仕留めたんだ。あんたらは誰もやれんことをやってのけた。これでやつらも終わりだ」

　ふいに無線通信──ワイズ。《例のカメラマンを押さえた。今そっちへ向かう》

　クルツが顔を上げる──ガレージの方を向く。

　珍しい動作──息を呑んだように立ちつくす。

「痛えよ、乗せてくれよ」ふいに大声──ジョーイ。救急隊員に泣きついている。

　血まみれの手／ミイラのような姿──優先。みなが道を開ける。救急車に乗る。

　クルツが肩をすくめて歩き出す。

「苦痛の臭いだ」声──ウフコック＝懐に収めた銃。「脚が痛むのか、クルツ」

「心配ご無用だ。ワイズの車の中に鎮痛剤が置いてある」

　背を向けたまま手を振るクルツ。

　その傍らでオセロットが姿を現す──寄り添う／ゆっくりと一緒に歩む。

　元狙撃兵と猟犬のコンビ──一心同体の一人と一頭が車に乗り込む。
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　包囲戦──その戦果。

　逮捕者──ニコラス・ネイルズとその部下たち。

　逮捕者──プッティ・スケアクロウ。

　逮捕者──エルマー・プリッツ。

　戦死者カジユアルテイーズ──カトル・カール側＝五名。ダッキー・シューター、シェイキー・スプラッシャー、ホーニー・ソープレイ、ラバーマン・ポイズンスター、ホッパー・スクラッチャー。

　逃走者──二名。フリント・アロー、リッキー・ヒッキー。行方はわからず。

　被害。

　戦死者カジユアルテイーズ──警官七名。

　負傷者──〝戦闘部隊〟の四名＝神経ガス。うち二人は回復の見込みなし。

　負傷者──警官多数。治安機構の威信のために投入され、打撃を被こうむった兵士たち。

　負傷者──ジョーイ＝左拳を手術／針金とギプスで固定／翌日退院。

　戦果。

　即日──ケイト・ホロウによる顔写真の照会。

　一瞥＝〝イエス〟──エルマー・プリッツが殺人ビデオのカメラマンであると確定。

　誇示──警察の勇猛さ。ニコラスとその部下たちの尋問は警察が主導。

　取り引き──０９の生命線。エルマー・プリッツは０９側が拘束・尋問。

　警察と０９がともに掲げるトロフィー──プッティ・スケアクロウ＝幼児並の知能しかない電脳戦士。精神病院に収監。頭部に埋め込まれたハードの解析データを共有。

　大ニュース。

〝類たぐい希まれなる銃撃戦──ウェストサイドの暗黒に立ち向かう勇士たち!!〟

　フレデリック連邦検事の猛烈な抗議──イースターが全て突っぱねる／袂たもとを分かつ。

　イースターの奮起──聴聞会。「信者たちの成果をとくとごろうじろ！」

　市議会は０９法案とその執行機関の権限存続および拡充を承認──起死回生。

　市長選は佳境に。

　圧倒的優勢──ヴィクトル・メーソン＝最有力候補者から０９法案の執行者たちへ激励。〝冷酷無慈悲な者たちによる一連の非合法な活動が、これ以上無む辜この市民を脅かすことなく、正しい者たちの手で解明されることを願っている〟

　ニコラス・ネイルズ──弁護士を通して右足治療のための手続き延期を申し出る。

　スケアクロウ──点滴と流動食。「ママ」を連呼──おそらくフリントのこと。

　エルマー・プリッツ──保護拘束を受けることに同意。生命保全プログラムの成立。

　警察からの派遣。「カトル・カールの専門家にして外交官」フライト刑事が０９と都市治安機構の間を取り持つ。

　分け与えられるトロフィー。

　押収データ──０９側で解析＝警察側にも提供。カトル・カールの雇用者に関する情報は見当たらず。大量の殺人ビデオ。数々の拷問。ウィルバート。メラニー。どちらも音声が消されている。

　イースターの解析──ラナとジョーイとワイズが駆り出される。

　クルツ──自宅療養。オセロットを〝派遣〟──保護証人の護衛／監視。

　ボイルドとウフコック──保護証人の尋問。

　保護証人＝カトル・カールの〝専属カメラマン〟──十三人目のメンバー。

　エルマー・プリッツ。

　落ち着き払ったインテリ。「〝銃撃シユート〟は私の仕事ではない。私の役目は〝撮影シユート〟することだ。本当の価値を知る者へ、貴い歴史的資料を正しく届けるために」

　要求。「私は自害などしない。それより安全かつ快適に語ることができる環境を与えて欲しい。私にはカトル・カールの功績を語るという、後世のための重要な使命がある」

　要求。細かい食材指定──肉類の拒否＝ベジタリアン。毎食ごとに無添加の野菜ジュース。〝魚は食べ物ではない〟〝乳製品はチーズ以外歓迎する〟

　要求──小型ビデオカメラを所しよ望もう。

　一人でいるときも延々と語り続ける。キーボードを拒否／ペンとインクを拒否／レコーダーを拒否。

〝書類は許そう。だが出版などは言語道断だ〟〝私の表情も言葉の一つ〟

　狂信的──使命感をもって語り尽くそうとする。

　ボイルドとウフコックが聴取を、オセロットが護衛を担当。

　暗い聖域から響く声。

　耳を傾ける──冷静さを張り巡らせて。




　保護証人の合同尋問。

　午後一時──フライト刑事の到着。

　新たに購入された檻──小さなビル。

　玄関と窓に二重の防弾──各種警報装置／強固な電子ロック。

　三階──特設スウィート。

　取り澄ました変態。

　カーペットの上であぐらをかいて座っているエルマー・プリッツ。

　ソファもベッドも使用せず──床で寝起きすることを好む。

　肩に掛けた毛布。まるで修行僧気取り。「座ってくれ。さっそく始めよう」

　フライト刑事がキャスター付きの椅子を転がしてきて着席。そばにあるカメラのスイッチを入れる。ライトの点灯──エルマー自身が配置した照明。

　ボイルド──エルマーの斜め横／ソファに着席。

　その左手袋──ウフコック。エルマー・プリッツについて──〝テープレコーダーの臭いを嗅いでいるようだ。全ての発言が確信に満ちている。虚偽の臭いが全くしない〟。

　猟犬の眼差し──部屋の隅に姿を現しているオセロット──じっとエルマーの挙動を見つめている。

　フライト刑事がスタートを切る──一日ごとに聴取を交代。

　書類の束を床に放る。「お前が撮影した十四人の子供たちについての証言をまとめたものだ。お前の趣旨に反するだろうが──」

「君たちが私を理解する手引きになるものだから仕方がない。事実の列挙においてのみ文章化を許すが、意味づけは歪んだ解釈を招く。それは耐えがたいことだ」

「お前が撮影したという事実が判明しただけだ」うんざりした顔で足を組むフライト刑事。「喜んでいいぞ」

「安心した。私の活動については？」

「お前が従軍カメラマンとして、長期間にわたって複数の地域に滞在したことも全て裏が取れた。それにしても七種類もの偽名を使い分けた理由はなんだったんだ？」

「正しい記録を志す者は常に権力者による迫害の対象になる」

「現地で命を狙われたのか？」

「常にそうだった」

「あちこちの機関でブラックリストに載ったんだな？」

「そうだ。多くの出版社やテレビ局も私の成果を受け取ることを拒んだ」

「だが、次々に違う名前で似たような映像を送りつけたな？」

「そうだ。また、複数の名前を持つことは、私を個人であることから解放させる極めて重要な手段でもあった」

「多重人格者になりたかったのか？」

「君は今、解釈しようとしている」

「確認したいだけだ」

「被写体を複数のカメラで撮影することで、全貌を明らかにするのと同じことだ」

「わかったわかった。納得だ。それで戦時中の蛮行を撮影して回ったんだな？」

「現象だ。解釈してはならない。ハリケーンが通り過ぎたあとを蛮行とは呼ばないのと同じことだ」

　やれやれという顔のフライト刑事。「戦争とハリケーンは確かに似てるな」

「肉体に害を与える加工食品が大量に都市に出回ることとも似ている」

「ハンバーガーやフライドチキンはお前にとって拷問か？」

「同じ現象だ。極めて長期間にわたって撮影し続ければわかる。植物的な現象だ」

「なにを言ってる？」

「時間の長短による認識差異の問題だ。動物的な認識において破壊は短時間で収束する現象だが、植物的な認識でとらえても同じものだということがわかる。二年間にわたって樹木がコンクリートを破壊し続ける様子を撮影したものを、一分間に縮めて見てみたまえ。明らかに爆弾と同じだ」

「実際に撮影したのか？」

「ファイル番号３２０Ｓの１１３２から６４までのデータを参照して欲しい」

「退職後の楽しみに取っておくさ。それで、大量のフライドチキンを撮影したデータで商売を始めたきっかけは？」

「隠喩はできるだけ避けて欲しい。あらぬ誤解を招く」

「殺人ポルノを商売にする前に、戦時中の拷問ビデオを都市に持ち込んだんだな？」

「マスメディアは巨大な個人たちの影だった」

「なに？」

「一般市民に記録を届けることを好まない、巨大な個人たちが私のデータを欲した」

「つまり、大金持ちどもが、お前の趣味に金を出した？」

「彼らは名前を消すことで巨大な個人として記録を独占することを欲した。私は記録が公おおやけのものとなる前段階としてそれを許容した」

「誰がデータを買ったか証言してくれ」

　テーブルの上に積まれたデータスティックの束を指さす。「私が認識する限りのことはすでに記録してある。Ｄ１からＤ４を参照して欲しい。記録を欲した本人たちが、どのファイルに〝出演〟しているかも語られている。それが〝誰であるか〟という卑俗な調査は君たちがすればいいことだ。私にとって〝誰であるか〟はあまり問題ではない」

「こっちにとっては大問題だ。ロック・ネイルズ以外にお前を雇った者は？」

「私は誰かに雇われたことがない。記録を巡る契約を交わしただけだ」

「カトル・カールとも契約したのか？」

「彼らの司祭とだ」

「司祭？　カトル・カールのメンバーのことか？」

「いいや。彼らを教化した人物だ。私は、彼らを教化する一環として撮影を許された」

「いつどこで？」

「戦時中、ある戦場で」

　フライト刑事が視線を送ってくる──ボイルドの分野＝身を乗り出す。「詳細を話せ」
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　語る──具体的な日付、具体的な地名、具体的な人名──一切なし。

　戦場が生み出す数多あまたの〝現象〟を追う。それがどんなものであれ解明する意志はとっくの昔に放棄した。

　ただ求める──これはと思えるものを探して回る。見つめる。記録に残す。

　これはと思えるもの＝ある噂──破壊された町の住民の囁き。

〝ひどい拷問をする連中がこの辺りを根城にしているらしい〟

　拷問──あるいは見せしめ。目的不明。

　同じ手口──両手足の切断。高度な医療技術。

　徹底して破壊された精神と肉体が、一帯に恐怖を伝染させる。その源を追った。

　発見──地雷に囲まれた土地。廃墟と化した競技場のシャワールーム。

　部分的に復旧している水道・電気・ガス。医療器具。拷問器具。弾痕だらけの選手控え室──積み重なって防腐剤をまかれた切断済みの手足。

　撮影した──隈なく。

　撮影されていた──闇に潜む拷問官たちに。

　そのとき雇っていた助手＝現地の元タクシー運転手が忽然と姿を消す。

　発見──汚水処理施設で溺死。

　急いで現地からの逃亡を図る──つかまる。空港に向かう途中、顔に袋をかぶせられ、薬を射たれ、縛られ、運ばれ、閉じ込められる。

　大量の撮影データを奪われる。

　歪む時間──窓のない部屋。

　やがて一人の男が現れて、エルマーのデータを全て見たと告げた。

　男はエルマーの身元を調べたと言った。エンジニアを目指して工科大学へ。中退──カメラへの傾倒。映画会社が経営する専門学校へ。中退──放浪。独自の路線。係累なし。恋人なし。パパラッチ。戦場カメラマン。誰も買い取りそうにない画像や映像ばかり収集し続ける。実入りの良いアルバイト──恐喝。不特定多数の資本家やその係累を追いかけて全てを映像に収める。

　男の問い──死体の撮影が好きなのか。

　できればそれが生まれる過程を撮りたいが、上手くいくことは少ないと答える。

　お前を拷問にかけて本当の目的を聞き出そうかと脅される。

　そうであれば一部始終を自分のカメラで記録してくれと頼む。

　男の哄こう笑しよう──祝福。

　男は自分を「司祭」だと告げた。

　男はエルマーが気に入ったと言った。

　男はエルマーに仕事を与えると言った。

　エルマーは男に惹かれるものを感じた。

　口頭で契約を交わした──エルマーの記憶力。

　男＝司祭から、その教え子たちを紹介される。

　十二人の兵士たち／訓練生／士官候補生。

　憲兵部隊──極秘任務。

　連邦政府が特別に許可した「二十四項目からなる特殊な尋問技術」を駆使して、ありとあらゆる情報を収集し、効果絶大の後方支援を担う。

　エルマーは、彼ら全員が、自分が属する国の兵士たちであることを知った。

　全ての拷問が公務として行われていたことを知った。

　男＝司祭の方針──拷問が娯楽化することを許さない。

　男はエルマーに、拷問官たちの活動を全て記録するよう命じた。

　ストイックな拷問官たち──規律／相手に屈辱を与えるためにしか笑わない。

　娯楽を怠たい惰だとみなす──まるで戒律主義者たちの群。

　男は帰国した──拷問官たちは着々と任務をこなした。

　エルマーは全てを記録した。四百日以上にもわたる秘密施設での生活。

　毎月、男が視察に訪れた。どこからともなく運ばれてくる犠牲者たち。複数のルート──複数の施設。敵にも味方にも知られることなく成果を挙げ続ける。確かな情報を手に入れ、不確かで強烈な恐怖をまき散らす。

　意図的に洩らされた部隊名／他国の言葉を選んで名づける──カトル・カール。

　誘拐／拷問／暗殺／脅迫──四分の一ずつカトル・カールこなすエリートたち。

　司祭──その教区。暗黒に満ちた王国が築かれる。

　拷問の犠牲者は敵ばかりではなかった。味方──敵の捕虜だった者。救出し、治療し、どれだけの情報を敵に喋ったかを聞き出した。口を閉ざしたがる者たち──拷問し、口を割らせ、殺し、敵の仕業に見せかけて広範囲に死体を遺棄した。

　あるいは部隊の運営に支障をきたす〝問題のある〟兵士や指揮官を始末した。軍需物資を横流しする者、テレビ局に軍の内情をリークする者、強盗や強姦にのめり込む者。

　許されない堕落を犯す者はみな調査され、誘拐され、引き裂かれ、恐怖を広めるための素材の一つとして遺棄され、自軍や敵軍によって回収された。

　きたるべき必然＝問題提起──拷問に関する調査団が結成され、派遣された。

　その追跡をかわした。

　だが、あるとき味方の偵察ヘリが紛れ込み、拷問施設の一つが発見された。

　撃墜──ヘリの搭乗員を短期間で素早く拷問した。敵味方定かならぬ〝ならず者の傭兵たち〟を演じた。フェイク──急場しのぎ。施設を派手派手しく焼き払って、わざと近辺の味方に察知させた。拷問の犠牲者たちが救出される──〝ならず者たちによる非人道的な行為〟が明らかになり、本格的な調査が行われた。

　暗闇に覆われた教区──誰もその正体を見抜けなかった。

　やがてエルマーは、男＝司祭から帰国を命じられた。膨大な映像データ──全て男の手で管理された。エルマーと男の間で、新たな契約が交わされた。

　商品化＝一部の大金持ちたちがエルマーの記録を欲しがった。

　カトル・カールは現地で活動し続けた。調査団が彼らに迫っていた。

　男の判断──効果的な隠蔽／教え子たちに試練をもたらす。

　統括指揮司令部に働きかけて、現地一帯の爆撃を敢行させた。

　そのために、わざと疲労の著しいパイロットたちを選ばせた。

　彼らに興奮作用をもたらす薬品を投与させた。

　彼らを立派な麻薬中毒者にした。

　彼らを出撃させた。

　爆撃──双方の陣営が入り乱れる区域。

　敵味方定かならぬ施設／行為／姿＝カトル・カールの常套手段。

　爆撃手たちは見事に任務を実行した。

　敵も味方も吹き飛ばした。

　複数の拷問施設も全て炎に包まれた。

〝ならず者たち〟はその噂ごと焼き払われた。

　男は、炎をもたらしたパイロットたちのことをマスコミにリークした。

　パイロットたちは麻薬中毒者として治療され、転属になった。

　優秀な兵士たち──十二人の教え子たちは苛烈な爆撃で引き裂かれ、瀕死となりながらも全員が生き延びた。

　男は彼らを回収した──全員の死亡記録を作らせ、密かに帰国させた。

　男は彼らに第二の生を与えた。彼らを治療し、機械化し、薬物投与を施し、訓練を施し、真に自分に仕える正しい信者へと教化していった。

　奴隷に等しい兵士たち──十二人は生まれ変わり、そして都市に連れてこられた。

　アンダーグラウンドの傭兵──培つちかってきた技術を存分に発揮するために。




　立ち上がる──よろめく。

　ビジョン──炎／醜い生存者たち。

　分厚い冷静さの壁を、狂信者の言葉が貫いてくる。

「大丈夫か」フライト刑事に肩をつかまれ、支えられる。

　耳鳴り──爆弾の投下音。そのとき自分の口から迸ほとばしった歓喜の叫び。

（おお、炸裂よエクスプロード──！）

　呆然となって目を戻す──修行僧気取りの、取り澄ました傍観者の顔。

「隠蔽するための爆撃だった……？」

　エルマーは穏やかにボイルドを見つめた。

「そうだ。君だから話したのだ。君のことは知っている。爆撃の使徒──創造の仲介者だ。カトル・カールは君がもたらした炎によって第二の人生を得た」

　ぐらつく──ビジョンに襲われる。

　フライト刑事の声。「しっかりしろ」

　エルマーの囁き──間延びしたように響く。「どうか君も、私とともに証人となり、カトル・カールの功績を語る役目を担って欲しい。君が投下した爆弾が契機となって、彼らはあのような姿を獲得したのだから」

　恐怖──暗い聖域の扉が開く。醜い生存者たちの祝福。

　エルマー──真顔で告げる。「司祭も彼らも、君に感謝している」

　懐──自分の臭いを嗅ぎ取ったものの叫び。「よせ、ボイルド！　やめるんだ！」

　跳びかかった──フライト刑事に脚を払われた。

　転倒──設置されたビデオと照明器具がなぎ倒される。

　肩を強くつかまれた。フライト刑事の声。「お前は退場しろ、ボイルド。とても冷静になれんなら、ワイズかクルツに尋問を代わってもらえ」

　動悸──徐々に収まってゆく。

　オセロットが無言でこちらを見守っている──任務に忠実な猟犬の姿に見習う。

　身を起こす──大きく息をつく。

「おい、ボイルド」

　フライト刑事の手を押し返した。「あと一つ、今すぐ聞き出したい」

　なけなしの冷静さをまとう──邪悪な傍観者の顔を見つめる。

「オードリー・ミッドホワイトを戦地で拷問したのはカトル・カールなんだな？」

「その名は大いに覚えがある」エルマー──落ち着き払って微動だにしない。「カトル・カールの領地に迷い込んだ者の一人だ。偵察ヘリの侵入がカトル・カール隠蔽のきっかけとなった。彼女はいわば、そのための供犠として、しかるべき処置を受けたのち、自軍によって保護され、君がいた施設の住人となった。そしてそののち、カトル・カールについて執拗に調査し続け、司祭の危機感を煽った」

「研究所にカトル・カールが入り込んで彼女を暗殺したのか？」

「それは違う。そのときは私の方に、素材があった」

「素材？」

「私はカトル・カールと出会う以前から、多くの現象をとらえていた。その一つに、ちょうど良いものがあった。上官を射殺する男のビデオデータだ。彼のことは戦地で死んだとばかり思っていたが、君が収容されていた施設で生きていることがわかった」

　度重なる衝撃──冷静さを求めて喘ぐ。

　冷静さでは越えられない壁──手が届かない敵の影を感じる。

「お前が被験者の誰かを脅迫して、オードリーを殺させたのか」

「いや。私はその素材を、司祭に提供したに過ぎない。司祭は彼を楽園の蛇と呼び、映像のコピーとともに正しい働きをするようメッセージを送った」

「誰だ」近寄る──迫る。「オードリーを誰に殺させた」

「〝誰であるか〟は君たちの問題だ。そのことについてはＣ４の３２から──」

　胸ぐらをつかんで高く持ち上げ、壁に投げつけた。

　激しい音──傍観者がテニスボールのように床を跳ねた。

「ボイルド！」ウフコックの制止に、それ以上は何もせず相手を見下ろした。

　フライト刑事が倒れたカメラのスイッチを切った。「やれやれ」

　猟犬が身を起こして事態の推移を見守っている。

　咳き込むエルマー──フライト刑事が間に入って言った。「今すぐ自分の口で答えたほうが身のためだぞ」

　エルマー──破れたシャツ。壁に背を預けてボイルドを見上げる。

　自分自身がカメラそのものになることを願う男。

　その虚うつろな顔──虚ろな声。

「両眼を失った元狙撃兵だ」
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　玄関前──ごみごみしたビルに囲まれた狭い通り。

　フライト刑事──自分の車に寄りかかっている。「とても信じられんな」

　オセロットは玄関口で周囲に注意を払っている──やりきれないほどの忠実さ。

　ボイルド──冷静さで自分を覆う──覆いきれないものを感じながら無表情を保つ／手袋を見る。「エルマーからどんな臭いがした？」

「虚偽の臭いはしなかった……」おろおろしたようなウフコックの声。「でも、彼が強い思い込みを抱いているだけかもしれない。病的な、根拠のない確信かもしれない」

　かぶりを振るフライト刑事──エルマー・〝人間カメラ〟・プリッツが妄想に駆られた人物であるということは、証人としての効果の消失を意味し、尋問の成果に重大な疑惑をもたらす。

「ともかくは、裏を取るしかないだろうな。どうやる？」

「直接本人に訊く。オードリーの死に関しては全て０９でけりをつけたい」

「オーケイだ」両手を挙げるフライト刑事──話のわかる元コーチ。「俺は何も聞かなかったし見てもいない。今日の分のビデオデータはお前が処分しておけ。それで仕組まれたかもしれん一級謀殺罪が警察に漏れることはない。こっちはニコラスが殺人ビデオの売買に関わっていたかを調べる」

「頼む」

「本当に何かの間違いかもしれん。でなければよほどの事情があったかだろう」車のドアを開く──溜息。「穏便にやってくれ。お前らが仲間同士でトラブルを背負い込むところは見たくない」

「ああ」うなずく──あてもないまま。

　フライト刑事の車が去る──ボイルドも自分の車へ。助手席のドアを開いてオセロットを招き入れる。クルツとオセロットが互いに何千回となく繰り返してきた気遣い。人と犬の交流が身に染みる思い。

《クルツが応答しない。寝ているのかもしれない》オセロット──真っ直ぐな目。《彼を逮捕するのか？》

「わからない」ドアを閉めて運転席へ回る──猟犬の目が追い続ける。

《クルツは抵抗するだろうか？》

「わからない」冷静さをまとう──脳裏を巡る危機感。

　クルツが命令すれば、オセロットはこちらに牙を剥くだろうか。

「ともかく他のメンバーにはまだ知らせるな」車を出す──クルツの自宅へ。

　ボイルドからオフィスに連絡。ジョーイがこちらへ移動中＝エルマーのガード。

　途中、ステッカーだらけの車とすれ違う。

　運転席のジョーイ──頬にテープで留めたガーゼ／包帯だらけの両腕／左拳。

　無線通信。《急いでどこ行くの、リーダー。なんか情報が取れたの？》

《それを確かめに行く》

《オセロットがいたみたいだけど》

《俺たちと一緒に行動する》

《せっかく牛の骨を持ってきてやったんだけどな》

《あとでいただく、ジョーイ》オセロットの返答。《歯ごたえがあるものを、思いきり噛み砕きたい気分だ》

《おっかねえな》ジョーイの笑い。《到着。中に入る。俺、あのおっさん苦手だよ》

《隣の部屋で待機していろ。放っておけば一人でカメラに向かって喋っている》

《了解コピー》

　車のスピードを上げる──闇雲な加速。思案を巡らせる。何も思いつかない。

　オフィスへ連絡──確認。《イースター、クルツは自宅から動いてないな？》

《うん。間違いないよ。でも無線通信をオフにしてる。寝てるんじゃないかな。緊急回線でコールする？》

《必要ない。これから直接向かう》

《じゃあ、連邦の書類についても訊いておいてもらえるかな》

《連邦？　なんのことだ？》

《奇妙な書類がさっき届いたんだ。今、確認を取ってるんだけど。連邦の特別捜査官に就任するって書いてあって……》

《フレデリック連邦検事が送ってきた、例の引き抜き工作の書類か？》

《うん。なぜかクルツがサインした書類のコピーが添付されてるんだ》

　暗あん澹たんたる思いに襲われる。

　転属＝引き抜きに応じる──逃走経路作りか、別の意図か、何かの間違いか。

《俺が確認する。クルツの位置を特定し続けてくれ》

《例のカメラマンの尋問で、何かわかったのかい？》

《まだわからない。これから確かめる》

　すぐそばで猟犬の静かな息づかい──恐怖で鳥肌が立ちそうになる。

　ウフコックも沈黙している──言葉にならない失望と緊張が車内にみなぎる。

　選挙パレード──終盤戦。壮絶な舌戦。ヴィクトル・メーソンの陣営。労組に対する資本家側の候補。野心的な他の立候補者たち。互いに非を責め合っている。なぜそうなったのか、本当のところは誰もわからないまま。

　ふいに無線通信＝クルツ。《私に何か用かね、ボイルド？》

　限定チャンネル──ボイルドのみへ。《エルマー・プリッツの尋問で、あんたらしき人物について言及された。そのことについて──》

　冷ややかな声音こわね。《誰かが誰かを殺害したといった話題かね？》

　言葉に詰まる──相手の冷静さが危機感を刺激する。

　思いきって訊く。《オードリーを殺したのは、あんたなのか？》

　その気配＝匂いを察知される。オセロットがこちらを向く。ウフコックがこちらのチャンネルを傍受する。

《ウフコックとオセロットもいるようだな。それで、ボイルド。私とお前との間では、どんな取り引きが可能かな？》

《まだ答えを聞いていない》

《私は去る。それが答えだ》

《なぜ──》

《連邦検察局は私が力を持ち続けることを認めた。連邦の特別捜査官として０９法案に準拠した状態で活動可能だ。機会さえあればお前たちを支援することもあるだろう》

《答えになっていない。説明してくれ。なぜ──》

《あのカメラマンは知っている。私が戦地にいた頃、部隊にへばりついていた厄介者だ。許可なく兵士たちを撮って問題になり、追い払われた。まさか生きていたとはな》

《あんたは脅迫されたのか》

《オードリーのことは、いつか告白のときが来ることを願っていた。予想外に早くそのときが来てしまったが、受け入れねばならないだろう。連邦との間での免責事項の設定はこれから──》

《なぜだ。どうしてやった？　エルマーは戦場であんたが上官を撃ち殺したと──》

《刑事から実地訓練を受けたわりには、ずいぶんと下手な尋問だな、ボイルド。私が戦地でひそかに無能で危険な人物を抹殺したのは事実だ。部隊の予算を掠かすめ取って軍需物資を横流ししておきながら、まさか敵の猛攻を受けるとは予想もしていなかったそうだ。だがその結果、私たちは弾薬が決定的に不足して壊滅的な打撃を受け、多くの犠牲が出た。それなのにその人物だけ生きて帰国するというのは、少々不公平ではないかと思い、しかるべき報いを与えたというわけだ》

《その瞬間をエルマーに撮影されたんだな》

《誰が撮影したかはわからなかった。だが、あのカメラマンが生きてカトル・カール側にいたのを見て、合が点てんすることがあった。これは告白の必要が出てきそうだと》

《だが、あんたがオードリーを殺害できたとは──》

　死を見つめ続けてきた男の冷えきった返答。《動機の次は手段かね？　簡単なことだ。お前のその警察らしさに合わせて答えるならば、こういうことだ。日数をかけてオードリーの所持品の一つ一つに私の線虫ワームを仕込み、不活性の状態にしておいた。用意が整ったところで二十五メートル離れた場所からワイヤーを形成し、女子棟に戻ったオードリーの周辺に散在する線虫ワームと連結した。そしてできるだけ自然なかたちで息を引き取るよう、手足を拘束し、呼吸器官を圧迫して死に至らしめた。そののち体の拘束を解き、ワイヤーは全て回収し、現場に線虫ワームが残らないようにした》

《なぜやった。なぜ脅迫に屈した──》話し続ける──相手を引き止めるための虚しい努力。

《どうやら相手は、軍司令部と親しくしている人物らしいと推測できた。となれば私の上官殺しの罪は、可能な限り情状酌量の余地のない戦中事件として扱われるだろうということも推測できた。となれば私は、一体化したこの力を全て奪われ、再び光を失い、永遠に投獄されるだろうということも容易に推測できた。私には罠も援護もなかった。相手だけがそれらを持っていた》

《今はある。釈明しろ。許される可能性は──》

《ナタリア・ネイルズのようにかね？　保護証人になれるならまだしも、単に操られた哀れな奴隷では何の価値もない。私は断罪され、免責を求めながら光を失うだろう》

《やめてくれ》ふいに介入──ウフコック。《オセロットはどうするんだ》

《私のトラブルに相棒を巻き込む気はない。オセロットのような相棒を持てたことは、私の厄介続きの人生で唯一最良の幸福だった》

《なら──》

《お別れだ、オセロット》

《クルツ》オセロット──揺るぎない忠誠に満ちた声。《俺はお前のパートナーだ》

　沈黙──言葉を呑み込む暗い穴。

　通信が切れた。

　再び応答をオフに──通信不可。

《苦しい》唸り──うなだれるオセロット。《とても耐えられそうにない苦痛だ》

「オセロット……」

《教えてくれ、ウフコック。俺はどうすればいい》

「クルツを行かせては駄目だ」ウフコック──身を振り絞るような声。「ボイルド。行かせないでくれ。俺も協力する」

「俺がクルツを拘束する」ボイルドは言った。言葉の虚しさの臭いを、自分でも嗅ぎ取れそうだった。

「頼む、ボイルド」今にも泣きそうなウフコック。

　懇願──裏切られたものの唸り。その二つを乗せて走る。




　到着──クルツの自宅。いまだに相手は動かず。

　不安を抱えて飛び出す──落ち着いた雰囲気のマンション／四階建て。

　各階に七部屋ずつ／廊下──階段を駆け上がる──二階。

　オセロットが付き従う──クルツは相棒の忠誠心を利用するだろうか。

　拭えない危機感──不可視の猟犬の牙。

　ドア──鍵はかかっていない。ゆっくりと開く。トラップの名手──最大限の警戒。

「血の臭いだ」ウフコックの声──歩み入る。

　がらんとした空気。

　家具に「処分依頼」の札。引き払われた後。

　テーブル──鏡。注射器。モルヒネ。ガーゼ。包帯。消毒剤。

　血がこびりついた送受信用チップからコードが伸びて、テーブルの上の通信機材に接続されている。

　自分で摘出した──メス＝ワイヤー。

　ぞっとなって身を翻ひるがえす。

　車に戻る／オセロットが乗り込む──強引にＵターンしながらオフィスへ緊急連絡。《ラナ、ワイズ。大至急、保護証人のいるビルへ向かってくれ。俺もすぐに向かう》

《大した慌てようだな、ボイルド》ワイズ。

《ちょうど退屈してたところだよ。カトル・カールの生き残りが出たとか？》ラナ──どちらもイースターの解析補助。

《いや……クルツが現れたら拘束してくれ。クルツは……連邦検事の引き抜きに応じるつもりだ》

　ワイズ。《さっきもそんなたわごとをイースターから聞いたところだ。うちのリーダーがなんだって、そんな──》

《カメラマンが喋ったからだ》ふいに介入──オセロット。《オードリーを殺したのはクルツだ。捕まえてくれ。クルツはカメラマンを殺して逃げるつもりだ》

　愕然──ボイルド。

　衝撃──特大の。

　茫然とした声＝イースター。《なんだって……？》

《先ほどクルツと話した。クルツは認めた。脅迫されてやったと言った》オセロット──立て続けに喋る。

　やめろと言うこともできない。

　ワイズ。《おい、くそっ……ラナが飛び出していきやがった。待て、ラナ！　くそったれの馬鹿げたニュースだぜ。本当なんだろうな、オセロット》

《そうだ。ラナ、クルツは後悔している》暴露──弁護／オセロット。

　返答──なし。

　殺意をみなぎらせてモンスターバイクに飛び乗るラナの姿が目に浮かぶ。

《なんてこった、くそっ。今すぐビルに向かう。待ちやがれ、ラナ！》

《そんな……なんで、訳がわからない》おたつくイースター。《ま……待って。落ち着いて。駄目だ、こんなのって……みんな、落ち着いて》

　衝撃──沸騰。何もかも焦げついてゆく。

　止められない。止められる者がいない──クリストファーはもういないということを思い知らされる。

「なぜだ……なぜ喋ったんだ、オセロット」ウフコックの悲しい声。

《ボイルドが、俺を警戒しているからだ》オセロット──忠実／忠誠。その鑑かがみ。《だから……俺から喋るほうが良いと思った》

　図星を衝かれて言葉を失う──力任せにハンドルを握りしめる。

《苦しい》オセロット─進路から目をそらさない。《息が止まりそうだ。とても苦しい》
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　軌道──逆らえない速度。

　ビルの三階──部屋／玄関。監視カメラに映る人影──盲目の男が突く松葉杖の音。

　ジョーイの呻き。《来た、クルツの旦那が来ちまった。キーを持ってる。どんどん入ってくる。やべえよ》

《チェーンをかけろ。入り口を塞げ》ボイルドの無線通信。

　ジョーイ──言われた通りチェーンをかけ、すっ飛んで部屋に戻る。

　エルマーはガラス戸の向こうでカメラに向かってぶつぶつ呟き続けている。

　ソファを引っ担いで戻る──がちゃりといくつもの音／全てのロックが開かれる。

　ドアが僅かに開く──鎖に止められる。

　慌ててソファを放り投げる──ドアが押し返される／がつんと何かが挟まれる。

　ドアの隙間に銃口──ショットガン。

　声──冷ややかな元狙撃手の囁き。「ここを開けてくれないか、ジョーイ」

「いや……待ってくれ。その、誰も入れるなって言われたんだ。ボイルドから──」

「私が何をしに来たか聞いたか？　では他のメンバーにも伝わったと見るべきだな」

「いや、その、待ってくれ。ラナがあんたを殺すって言ってるけど、俺には訳がわかんねえんだ。なんだってあんたがオードリーを──」

「急がねばならんな」

　きらきら光る粒子──ドアの隙間から侵入／ジョーイの周囲でワイヤーを形成。

「待って──」ジョーイ──全身にワイヤー／体に食い込む。

「私からの頼みだ。どうか、そのまま大人しくしていてくれ」

　銃口が僅かに引っ込む──発砲／轟音。チェーンが吹っ飛んだ。

「くそったれ、クルツ！」踏み込む──もがく──限りなく強化された筋骨がワイヤーを食い止める。ワイヤーを引きちぎる／引き裂かれる──包帯とシャツが切り刻まれる。右の耳たぶが切り落とされる。

　ソファを踏みつけ、力任せに右拳をドアに叩き込んだ。

　弾け飛ぶ蝶番ちようつがい──ひしゃげたドアが向かいの壁に叩きつけられる／転がる。

「本当にあんたが！　あんたがオードリーを殺したのかよ！」ジョーイの絶叫──血だらけになって飛び出す。

　誰もいない──探す。

「そうだ。私がやった」声──天井／クルツがワイヤーで自分の体を吊り上げている。

「くそ──」銃撃──胸に食らって吹っ飛ばされる／壁に背を打ちつける。

　クルツが廊下に降りる──銃を構える。両顎にテープで留めたガーゼ＝摘出跡。

「大人しくしていろ。お前まで殺させるな」

　咳き込むジョーイ──きらきら光る粒子／大きく息を吸い込んで立ち上がる。

「ふざけんな、クルツ！　こんなもんで俺がやれるかよ！　ぶっとばしてオフィスに連れてってラナに謝らせてやる！」

　呵責ないインファイトスタイル──跳びかかる──体内に突然の衝撃／異様な痛み／拳が空をないで壁を削り取る。

「あれ……？」

　よろめく──目を見はる。

　口から細い光──何本ものワイヤー。

　血が糸をつたわって雫を垂らす。

　ジョーイがぽかんとなってクルツを見る──冷ややかな無表情さ＝殺人者の顔。

　口腔から侵入した線虫ワームが体内でワイヤーを形成──主要な臓器を切断。

　ジョーイ──ごぼっと血を吐く。

　どっと前のめりに倒れる。

　血の海──のたくる。

　死の痙攣──動かなくなる。

　盲目の殺人者──その悔悟。「生き延びるほどに最悪の光景を見る。それでも生き延びることを、やめられんとは」




　松葉杖の音を立てながら部屋に入った。

　奥──床に座ってカメラと向き合っているエルマー。

　やってきたクルツを振り返る。虚ろな目。「私は関係ない。記録しただけだ。私には使命がある」

「そうかね」

　きらきら光る粒子──ワイヤーがエルマーの両眼を真横に切断した。




　タイヤが金切り声を上げて停止＝モンスターバイク。

　先行──到着＝ラナ。

　玄関へ。《ジョーイ！　返事をしな！　ジョーイ！　くそったれ!!》

　エレベーターが下りてくる──ドアが開く。

　問答無用のＳ字掃射──エレベーター内が真っ黒い弾痕で塗り潰される。

　無人──左右を見る。「くそっ」

　階段──さっと人影が動く。

　掃射──めくるめく火花の乱舞。走り込む。駆け上がる。

　ぼろぼろになった布きれ──ワイヤーで吊られたジャケットが踊っている。

「くそっ、どこだ！」猛然と階段を駆け上がる。《あたしがやつを狩る！　邪魔すんじゃないよ！》

　すぐ外で停車──ワイズの無線通信。《ラナ、待て。エレベーターで足音だ。箱の上に乗ってやがる》

「小狡いんだよ！」ラナ──素早く回れ右──きらきら光る粒子。

　階段を駆け下りる──エレベーターに向かって両手を突き出す。

　にわかにワイヤーの形成──両手首をまとめて縛り付けられた。頭上に引っ張られる──上階の階段の手すりから吊り下げられたようになる。

　かろうじて足が床につく──手のひらからボールベアリングの玉が零れてばらまかれる。

「くそったれ！　クルツ！」叫び──その首にちくちくする感触＝ワイヤー。

　エレベーター内で着地する音。

　松葉杖──クルツが出てくる。ショットガンを玄関の外へ向けている。「ラナが戻ってきたということは、ここにいる私の位置を知らせた者がいるということだな。ワイズ、どこにいる」

　返答なし──クルツが銃口を左右へ向ける。「出てこい、ワイズ。ラナの首が胴から離れるかもしれんぞ」

「やってみろってんだ、この裏切り者！」ラナの絶叫──涙が零れ落ちる。「ずっと騙してたんだ！　あたしたちをずっと騙してたんだ！　卑怯者！　地獄に落ちろ！」

　クルツの斜め後ろから声──ワイズ。「逃げられるもんじゃねえ、リーダー」

　振り返らないクルツ──また別の方向から声。「後生だぜ。あんたのそんな姿は見たくねえ。見たくねえんだ」

　クルツ──動じず。多元的視界。「出てこないのか、ワイズ。ならば私が見つけよう」

　ふいに声＝エレベーターの中。「ラナの首にワイヤーだ。まずそいつをつかめ、ジョーイ」

　クルツ──玄関へ歩み出す。「はったりはやめろ。ジョーイは死んだ」

　にわかに凄まじい落下音。

　エレベーターの天井をぶち破ってジョーイが現れる──床に叩きつけられる。血を吐きながら起き上がる──飛び出す／宙に手を伸ばす／つかむ／引っ張る。

　よろめくクルツ──ワイヤーを切り離す／ショットガンを構える。

　ジョーイの接近／果敢な拳／右フック──クルツの脇腹／肋骨をまとめて粉砕。

　吹っ飛ばされるクルツ──宙へ──玄関から外へ／道端に投げ出される。

　ショットガンが転がる／松葉杖が転がる。

　ジョーイがくずおれる。

　ラナがワイヤーを振りほどく。「ジョーイ!!」

　クルツが這う──身を起こそうとする。

　ワイズがビルの陰から飛び出す──銃を構える。「動くな、クルツ！」

　きらきら光る粒子──ワイズの全身にワイヤー。

　クルツが宙を仰ぐ──ワイズに向かって手をかざす。

　ビルの前で車の音──急ブレーキ／ボイルドが外へ飛び出して駆け寄る。「よせ、クルツ！　ワイズ！」

　疾風がボイルドのすぐそばを通り過ぎる。

　不可視の猟犬の牙──その一撃。

　クルツの喉笛が破裂した。

　ボイルドが足を止めた。

　ワイズが顔を歪ませた。

　どちらも凍りつく──動けず、ただ見つめる。

　きらきら光る粒子──ワイヤーが飛散して宙を舞った。

　クルツが血を弾かせながら倒れ、その手が、宙を手探りした。

　ごぼごぼいう声。「何も見えん」

　オセロットが姿を現してクルツの手に顔を押しつけた。

「暗い」

　クルツの手が力を失った。

　ボイルドとウフコック──声もなく動けもしない。

　泣き声──ラナが、破壊されたエレベーターの前で、ひざまずいてジョーイの体を抱えている。

　ワイズ──銃を落とす。両手を額に当ててひざまずき、すすり泣いた。

　クルツの血まみれの頬を、オセロットがそっと舐めた。

　残されたもの全て、何もかも焦げついていった。
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　変転──軌道。

　三階の特設スウィート──血の海。

　顔面と四肢を切断されたエルマー・プリッツ＝到着時死亡。

　その〝記録〟──植物的爆弾。

　証人死亡ののちも事件の継続的発展が認められた。

　殺人ビデオの売買──逮捕者多数。

　特筆すべき購入者──〝グランタワーの噴水を作った人物〟。

　ファインビル・ノーマン・オクトーバーが戦地の拷問記録を金で買ったことの示唆。

　当事者死亡──尋問不可能。訴追不可能。係累に責任なし。

　ニコラス──公判。

　０９側が証拠を提出──ビデオデータ。切断されたクリストファーの遺体の横で叫ぶニコラス＝カメラ目線。「俺はニコラス・ネイルズだ。このくそったれな騒ぎを起こした張本人で、裁判で無罪になったが実は人殺しが大好きなギャングの親玉だ」

　ニコラス＝レイニー──本人そのもの／迫真の演技。

　弁護士の叫び──〝あれは彼ではない。別人が化けたのです〟。

　法的手続き──完璧な声紋合致。

　ニコラス──沈黙／憤怒。

　殺人・誘拐・銃器密売など十九件の容疑──有罪確定。

　終身刑を受けて移送。

　弔とむらい。

　墓石──ジョーイとクルツ。

　殺された者と殺した者と。二つの墓石──空の棺。

　遺体は運び去られた──政府管轄。

　特例としてさらにもう一つ。

　オードリー・ミッドホワイトの墓。

　ラナがそれを望んだ。長い苦しみに形をつけて葬るために。

　そしてやがて──もう一つ。




　分厚いガラス。市の厚生施設──ガス室。

　オセロット──逃げもせず、抵抗もせず。

　他のメンバーの前で自ら粛々と足を運んでいった。

　連邦検事の報復──〝引き抜きが決まっていた人材を飼い犬が噛み殺した〟。

　市の条令──〝飼い主を殺傷した動物は処分しなければならない〟。

　抵抗。

　イースター──〝人間に等しい知能を持った特殊な存在〟。

　懇願。

　ウフコック──〝こんなひどいことが許されるものか。お願いだからやめてくれ〟。

　規定。

　市の応答──〝動物が人格を持っているという考え方は、この社会では存在しないことになっている〟。

　オセロットは何ら異議を唱えなかった。

　喪失──相棒／主人／親友。

　クルツが連邦検事との契約書にサインした時点で、最後の会話で別れの言葉が告げられた時点で、その命を食いちぎった時点で、オセロットの魂は死んでいた。

　執行。

　オセロットは自分からガス室へ歩いていった。自分からそれを望んでいるようだった。

　都市がオセロットを殺す様子を、メンバー全員が見守った。

　みなの嘆き──オセロットはただじっとこちら側を見つめていた。

　ガラスの向こう側──姿を消して逃げようともしない猟犬。

　その周囲に目に見えないガスが立ちこめた。

　ふいにオセロットが頭上を仰いだ。

　訣別──咆吼。

　凄まじい雄お叫たけび──遠吠え。

　死んだ主人を呼ぶ声。

　魂の死──肉体の死。その両方を告げる声。

　囂ごう々ごうとガス室のガラスが震え、ひとしきり続いた後、やがて唐突に途絶えた。

　みな言葉はなかった。黒い獣が静かに横たわるのを見て泣いていた。

　ボイルドだけが、分厚く固い冷静さで目の前の現実を見届けた。

　オセロットは死んだ。




　並ぶ墓石──七人と一匹。

　ハザウェイ。クリストファー。ウィスパー。レイニー。ジョーイ。クルツ。オセロット。オードリー。

　経過。

　弔い──事件の継続的発展。

　スケアクロウ＝病院で「ママ」を呼び続ける。狂った電脳世界の住人。自分の脳内データを真っ白に。日に日に衰弱──「ママ」は現れず。カトル・カールの生き残りは、スケアクロウを奪還しには来なかった。

　０９側のデータが漏洩した背景──不明。

　仮説＝研究所から流出した。

　検証＝データを要請した記録は見つからず。破棄されたか、もともと存在しないか。

　エルマーの〝記録〟──カトル・カールの誕生秘話。

　裏を取る試み。

　チャールズの言葉──〝民間〟〝悲劇〟。

　サラノイの言葉──〝機械化された兵士の流出〟。

　研究所の資料を開示させる──カトル・カールのメンバー＝特定できず。

　政府に戦死者記録を開示させる──膨大。死で隠蔽された拷問官たち＝特定できず。

　軍に当時の〝爆撃記録〟を開示させる──指令／命令／流れ作業＝多数の関係者＝いずれもカトル・カールにつながらず。

　浮かび上がっては消え去る論点＝誰と誰が同一人物なのか？

　ボクサータイプ──ロック・ネイルズらへの拳による打撃。

　銃の指紋──ロック・ネイルズを射殺。

　ニコラスの〝バック〟──Ｌ４Ｅ。

　司祭──カトル・カールとエルマーを教化／ボイルドへの爆撃命令／クルツを操ってオードリーを殺害。

　状況証拠＝ウィルバート／メラニー／ネイサン──餓死した子供／レズの娘ノーマ。

　示唆＝オクトーバー三兄弟の誰か。証拠──喪失。容疑──定まらず。

　グッドフェロウはオクトーバー社を支配した。ファニーコート検事補が祖父の死を最大限利用して何もかもを洗浄した。

　巨大な影の下をさまよう。

　経過。

　司法取り引き──ニコラス＝応じず／無言の服役／檻の中の王国作りに取りかかる。

　失われた証人──ナタリア＝姿を消したまま。

　確認／シザースの返答──〝彼女は私たちのもとにはいない〟。

　クリストファーが用意した可能性のある全ての物件をあたる──女は影も形もなし。

　経過。

　軌道──市長選。

　勝利者──ヴィクトル・メーソン＝圧倒的人気／支持。

　市議会──第一期予算編成。

　０９法案に基づく執行機関。新たな権限＝委任事件担当官制度の拡充。

　保護証人自身が、生命保全のため０９の管理のもとで武装する権利が認められる。

　残された課題──人数。

　イースター、ボイルド、ラナ、ワイズ──四名／市の規定──公的機関を運営可能なぎりぎりの最低人数。

　ウフコック──畜獣対象／警察犬と同類の扱い＝メンバーの頭数にはならず。

　一般公募──０９法案の従事者を求める。元軍人、元傭兵、元ならず者たち──クリストファーが遺した「審査基準」を誰一人として満たさず。

　四名と一匹──少数精鋭による比類なき成果を目指す。

　成果＝証人の保護／事件の解決──雑多な事件。

　企業倫理法案──新市長ヴィクトル・メーソンの強力な主導。

　あらゆる犯罪を助長する組織や結社や企業に制裁──治安機構の腐敗への抑止力。

　市長＝０９の新たな援護者。

　次々に解決される事件──Ｌ４Ｅにも司祭にもつながらず。

　ラナ──〝同じ人間に二人もパートナーを殺された最低の間抜け〟＝新たなパートナーシップもチームワークも拒否／単独行動／冷たい表情で覆われてゆく優秀な遊撃手。

　ワイズ──チームを丸ごと失う／同様に単独行動を選択／日に日に気むずかしさが増してゆく頼れる斥候。

　ボイルドとウフコック──変わらぬパートナーシップ。

　イースター──０９の総務処理／クリストファーの遺志と財産を継ぐ。動き回り／走り回り／喋りまくる。急激な体重減少＝癌に怯える──検査＝異常なし。

　経過。

　カトル・カールの生存者＝二名──行方知れず。噂さえ消えてゆく。

　ケイト・ホロウ──定期的なセラピー／エルマー・プリッツに関する事件解決報酬／福祉保障＝市の財産管理人＝サム・ローズウッド弁護士の紹介／将来の確実な支給。

　ショーン──服役／父親は存命。

〝戦闘部隊〟の刑事たち──神経ガスの後遺症／難しい手術を何度も繰り返して生き延びる。

　法務局のビル──落成式。クリストファーが拷問され、レイニーが死んだフロアは、法廷として機能するようになった。

　ナタリア──行方をつかめず。

　出産予定日を確かめる──近づく──迫る──過ぎ去る。

　やがて経過した時間がこう告げた──女は去った。別れの言葉もなく。

　都市とビジョンの彼方──半ば受け入れる／半ば別の答えを探して回る。

　経過。

　軌道──四名と一匹。

　戦いの日々。

　生存者たちの日々。

　０９は生き残り続ける。
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　ビルの三階──特設スウィート。

　保護証人には不評＝〝誰かが殺された場所〟。

　独立したデータ保存施設──証人保護用には別の部屋を購入。

　壁一面にラック──外部からの干渉が不可能な機材／記録媒体／資料の山。

　月末──いつものミーティング＝ボイルド、ウフコック、フライト刑事。

　これまでの全ての事件／全ての資料／全ての情報を突き合わせ、巨大な影の向こう側にいるはずの者を追い続ける。

　午後八時。先に来てフライト刑事を待つ。

　ボイルドとウフコック──別々のビデオデータ。

　デスクの上に座るウフコック──ボイルドはソファで、何度となく見返した〝記録〟を眺めている。エルマー・プリッツの抽象的で錯綜した独白。示唆──カトル・カールが自然発生的な〝ならず者集団〟ではなく、専門に訓練された存在であるということ。

　その指導者＝司祭──ターゲットは集団から個人へ。

　仮説──Ｌ４Ｅと司祭は同一人物？

　検証──両者の間で見え隠れする流儀の違い。

　司祭＝カトル・カールを組織／誘拐・暗殺・脅迫・拷問。その変遷──戦場から都市のアンダーグラウンドへ。ギャングの世代交代を助け、一部の資本家のスキャンダルを考え得る限りの大げさな手段で揉み消す。

　Ｌ４Ｅ＝いまだ明かされざるニコラスの〝バック〟／メラニー・スタントン殺し／ショーンを二重スパイ＝暗殺者に仕立てる。

　両者をつなぐもの──奪われた『銃』と指紋／餓死した子供の検屍記録／レズ同士の音声記録／ギャングを使った大停電＝暴動──オクトーバー社の創始者と息子夫婦の殺害／０９への打撃／労組の刷新／あらゆる証拠を湮いん滅めつ。

　Ｌ４Ｅと司祭が別の人間である場合、どちらが証拠品を根こそぎ奪わせた？

　どちらも自分より遙かに巨大な壁に覆われた相手──常に軌道を逸らされ続ける。

　どこか一カ所でも突き崩せれば、全て暴けるのではないかという期待の念──それが、この都市で生きる自分を支え続けているという気分。

　ボイルドが多数の〝記録〟に目を通している間、一方でウフコックはただ一つのビデオデータを繰り返し見ることを望んだ。

　０９メンバーの誰もが見たがらない映像──声。

　ニコラスの裁判時にあらゆる角度から解析された代物。

　クリストファーの拷問時のビデオデータ。

『〝苦痛する価値〟がかつて果たした役割は、今も全ての犠牲者にやどっている』

　ウフコックは瞬きもせずモニターと向き合っている。

　惨たらしく死へと向かうクリストファーの姿──その言葉の意味を知ろうとしている。

『拷問は苦痛が英雄的儀礼であったことの愚かな残ざん滓しだ』『その犠牲者は恐怖であり忌避の念を喚起する装置だ。犠牲者は自分ではなかったという矮小な救済だ』『我々０９は決して犠牲者によって救済されない。個々人が隷属から解放される機会を保証し、個々人にその回転軸の獲得を促す』『社会の歴史的推進力をもってしても左右されない個々人の救済の試みこそ０９法案の使命』『私の信者たちは武力のみならず、その社会的役割において君らを駆逐する』

　声──苦痛を我がものとするかのように朗々と響く。

　死を賭した道化の笑い──血に染まったおどろおどろしい相貌さえ滑稽に見える。

　他のメンバーにとっては、苦痛に耐えるためだけの〝たわごと〟──だがウフコックはそこから何かを手に入れようとしていた。他のメンバーが、考えようとはしなくなった何かを。

『犠牲者によってのみ救済される拷問官どもも、その背景も恐れるに足りん』

　冷ややかな声。

『時間切れだ』

　フリント──刀を振りかぶる。これまでに知る限り最も乱暴な動作。急いで相手の言葉を断ち切ろうとしたようにも見える。そして、もはやクリストファーは何も言わない。

　黒い刃の閃光──脳と心臓を両断──苦痛の終焉。

　その死が慈悲であったかどうか、クリストファーは告げない。

　ボイルドは立ち上がってウフコックを振り返った。

　ウフコックは小さな足でキーを踏んで、またデータを最初から再生しようとしている。

　真剣な顔──初めはクリストファーの惨たらしい姿を見ただけで泣き震えていたのに、今は直視することを恐れず、学び取ろうとしている。

　名付け親──その理念。持ち前の煮え切らなさで。

　０９の有用性──ボイルドや他のメンバーのようには解釈せず、ウフコックはただ受け入れようとしていた。

　個々人の救済──途方もない道化の言葉を。

　ウフコックがこの都市で生き続けるための何かを。

　モニターに向かうその姿を見るたびに、ボイルドはオセロットの亡なき骸がらを思い出した。

　ガス室──その中央で気味の悪い黒いものが横たわっている光景。

　まぎれもない恐怖──都市に殺されたものの姿──犠牲者。

　いずれ自分もああなるという予感めいた思いが、ビジョンとともにちらついた。恐怖と忌避の念──悲しみよりも強く。保たれる冷静さ──それも感情を喪失した賜物に過ぎないという思いを抱かせられる。

　眠らない男──その検診の後遺症。助長される無感動。

　あるいは都市への適応。心の働きが極端に鈍くなってゆく。

　目の前にいるちっぽけなネズミに訊きたくてたまらなくなる。

　自分がこの都市になろうとしているように思えるとき、自分からどんな匂いがするか。

　冷静さでは越えられない都市の暗黒──きわめて単純な原理。

　個人よりも遙かに巨大であるという事実がその源泉なのだと思い知らされる。

　グッドフェロウなら、虚無を育てるすべについて肯定してくれるだろう。

　クリストファーではなく──おそらくその死に関わっているであろう男なら。

　虚無──それ以外に救済はないと思えることで安心できる瞬間を告白したくなる。

　ちっぽけなネズミの鼻を恐れて口を閉ざす。

　いつか裏切り者と呼ばれることを恐れて。

　やがて、ジャケットの懐で携帯電話のコール音──午後九時少し前。

　ウフコックがデータの再生を止めて振り返った。

　電話＝フライト刑事の声。「遅くなってすまん。今、〝資料室〟か？」

「ああ。どうした？」テーブルへ手を差し伸べる──ウフコックが飛び乗る。その温もり──一瞬、ウフコックの亡骸を想像する／脳裏から追い出す。

「興味深いものが見つかった。ミッドタウンの救命室だ。来られるか？」

「俺たちの事件に関係しそうか？」

「物事を素直に受け入れづらい世の中だからな。調べてみんとわからんが、わざわざ管轄外の俺が呼び出される程度には関係しているということだ」

「すぐに行く」

　以心伝心──ウフコックが左手袋に変身ターン。「犠牲者が出たのか？」

「かもしれん」

「やりきれない。犠牲になるかもしれなかった相手を見過ごしていた気分になる」

「被害を受ける可能性のある人物を事前にマークできるのは、よほど幸運に恵まれた場合だけだ。被害を防げなかったとしても、犠牲者は敵の足跡を追う手がかりになる」

「犠牲になった誰かを、そんなふうにとらえるしかないことが、俺には悲しい。きっとクリストファーもそう感じていたんだ」

　手袋を撫でてやる＝励まし──あるいはウフコックが抱き続けている何かを、まだ分かち合えるかどうか確かめるように。

　一人と一匹──ちっぽけな冷静さとちっぽけな煮え切らなさを抱えて部屋を出る。

　四重のロック／塗り替えられた床と壁＝ジョーイの血痕は跡形もない。

　修復されたエレベーター──玄関。

　狭い通り──クルツが死んだ場所を歩み、車へ乗り込む。

　ふいに呟き。「クリストファーにとっては、俺もお前も、みんな犠牲者だったんだ」

　真実の言葉──ボイルドにとっては逃れられない軌道。だがウフコックにとって、それは新たな軌道の入り口なのだろうか。

「クリストファーはいつも俺たちに、犠牲者ではなく別のものになって欲しがっていた。自分だけでなく他者をも救済する力を持った存在に」

　怪物という言葉がよぎる──言い換える。「悪運によって造り出された生存者だ。生き延びる素質にだけは長けている」

　その素質を求めた女を思い出す──どこか遠くに置いてきた悲しみ。

「生存者か……。一人でも多くそれが増えて欲しいということしか、まだ俺にはわからない」ウフコックの真摯な呟き──失われないその温もりを手にして車を走らせる。

　移動──都市東南に開設された高速道を経由／中流階級の通り道。

　経済格差を恒常的なものにすることを目もく論ろむような道路群──用意された軌道を意図して逸脱する努力が、年月とともに難しくなってゆく街並み。

　到着──ロビーでクレア刑事が出迎える＝管轄。「フライト刑事は病室にいます」

　ベンチで身を寄せ合っている者たち──こちらを見ている。「彼らは？」

「被害者の家族です」変わらない、きびきびしたクレア刑事の返答。

「被害者の意識がないのか？」

「はい」

　軽くうなずき返す。今後の手続き＝家族が被害者の立場と事件成立の可否を決める。

　あるいはすでに事件成立を求めている。

　彼らを一瞥／灰色の髪をした父親──重油の中を泳いできたように日焼けした肌。

　母親──人の好さそうな雰囲気／顔にハンカチ。妹──ハイスクールの制服。弟──ライダージャケット／突っぱった髪型。

「フライト刑事に話を聞かせてもらう」

　病室へ──大部屋。カーテンで仕切られた意識不明の重体患者たち。

　その一つ──フライト刑事の手招き。前置きなし──見てくれとも言わない。

　見る──昏睡した青年／ブロンド／細ほそ面おもて＝知的な風貌。

　側頭部にガーゼと包帯／首筋に痣あざ──予想外にまともな状態。顔にマスク＝呼吸器／四肢の損傷なし／目立った外傷なし／ただ眠っているように見える。

　フライト刑事の説明。「ジム・ラッセル。二十一歳、カレッジの学生。経営学専攻。意識不明の状態で路上に放置され、市民の通報でここに運び込まれた」

「恐怖の臭いはしない」左手＝どこかほっとしたようなウフコックの声。「かすかに怒りの臭いがするが、それほど強くない」

「意外な診断だな。全身こっぴどく痛めつけられている。リンチされたのか、一発食らって坂道を転げ落ちたのかは、はっきりせんがな」

　ボイルド──患者から目を離してフライト刑事を見る。「暴行された可能性が？」

「家族の話じゃ、ガールフレンドに麻薬を売りつけていた売人に、話をつけに行ったそうだ。この坊やの様子からして、穏やかに話し合ったとは思えんよ」

「麻薬事件だから、あんたが呼ばれたのか？」

「とびきりの麻薬事件だからお前たちを呼んだんだ」フライト刑事──ポケットから小さなビニール袋を取り出す／ボイルドの目の高さで軽く振ってみせる。

　中身──白い錠剤。

　いびつな円盤型。慣れない道具を使った誰かの手作りといった印象。

「ジム・ラッセルの手に握られていた。覚醒剤だ。売人から奪ったか、ガールフレンドから取り上げたか、たまたま落ちてたものを拾ったかだな」

「これがどうした？」

「誰かのサイン入りだ」

　顔を近づける。

　にわかに鼓動──錠剤の一面に刻印。

『Ｌ４Ｅ』

「これが俺たちを呼んだ理由か」

「これが俺が呼ばれた理由だ。何しろカトル・カールは二名生き残っているし、やつらの巣を襲撃したときの戦闘は語りぐさになってる。俺の部下は全員、復帰の見込みもなくいまだに郡の施設で治療中だ。このサインが本当にカトル・カールに直結するかはともかく、もしものことを想像した所轄の連中が慌てて俺を呼んだってわけだ」

　願ってもないこと。「警察が我々に事件を手渡すのか？」

「これを機会に、お前たち０９にカトル・カールに関する全てを潰してもらいたいというのが署長と俺の本音だ」フライト刑事──錠剤をポケットにしまい込む。「Ｌ４Ｅとカトル・カールが飛び出すという前提で０９に被害者の身柄を渡す。俺と麻薬課がお前たちの捜査情報を共有し、学生相手に商売をしている売人どもを一網打尽にする」

「そういう取り引きか」

「昔ながらのな」

　青年を見る──穏やかに眠る物言わぬ犠牲者。

「事件成立を望むか、家族に話を聞こう」
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　翌朝──オフィス＝メンバー全員でブリーフィング。

「ジム・ラッセルが、生命の安全を脅かされていて、いつか意識を取り戻す可能性を持ち、重大な事件の証人となるという前提で事件を成立させることは十分に可能だ」イースターの歌うような説明──樽のようだった腹は見る影もない。まだらに染めた髪／陽気な言動＝クリストファーのまがい物コピーキヤツトを自認。「それに、いざとなれば識しき閾いき検査で彼の記憶を分析することも可能さ。電子的に再現された脳内記憶が、法廷で証拠能力を持つとみなされる判決が続いたしね」

「その坊やの家族が、トラブルの種にならなきゃ良いけどね」ラナ──デスクに座って腕組み／身についた冷ややかさ／突き放すような態度。「解決報酬の額を上げろって言い始めるんじゃない？　でなけりゃ自分たちも保護してくれって言い出すだろうね」

　肩をすくめるイースター。「どちらもすでに要求があったよ。何しろ事件にする気まんまんだからね。父親はセメント建材の工場経営者だけど、建築基準法の改正でかなりのコストアップを強いられて赤字が続いてる。経営に参加してくれるはずだった〝優秀な息子〟を奪われたことで、深刻な経済的打撃を被ったし、さらに被るかもしれないって主張してる。ま、それは僕の方で処理するよ」

「金になる事件ってのは、まったく、ろくでもないね」ラナ──冷笑。

「事件当事者の代理人が単純な人間なのは悪いことじゃねえさ」ワイズ──両手をポケットに突っ込んだ前屈みの姿勢／左目の傷痕＝電子義眼が鈍い光を帯びている／もはやどんなときもキレることはなくなり、代わってますます気むずかし屋の顔／声／口調に。「事件の目的が浅けりゃ浅いほどいい。ネタがＬ４Ｅなら、なおさらだ。なにせ俺たちは、その三文字に関しちゃ、そうそう単純な人間になれやしねえんだからな。しかもそこの大男ときたら、とっくに罠を承知ってつらでいやがる。ええ、ボイルド？」

　ボイルド──うなずく／うっそりと／長年まとい続けた冷静さの賜物＝無機的な仕草。「罠であればまだいい。ターゲットであるＬ４Ｅと無関係である可能性の方が高い」

「まだ誰も嘘はついちゃいないんだろ？」ラナ──ボイルドの肩の上へ目を向ける。

　ウフコック──きっぱりとうなずく。「ああ。家族の誰からも虚偽の臭いはしなかった。彼らは長男があんなことになってしまって、とても傷ついている。金銭は感情的な代償に過ぎない。しかも事件の核心が麻薬であるということは、同じように傷つく人々が他にもいるということだ。俺はこの事件を担当したい」

「あんたはどんな事件だって担当したがるだろ」ラナ──淡々と。「あたしはＬ４Ｅに借りが返せるってんなら乗る。無関係だってわかった時点で降りる」

「俺も条件付きで同意見だ」ワイズ──いつも暗いものを見ているような肉眼／義眼。

「罠と援護が前提だぜ、〝徘徊者ワンダー〟。敵の罠に対しちゃ全員のバックアップを、敵の援護に関しちゃ事前の罠を。くたばるときを遅らせるに越したことはねえからな」

「一人でもくたばっちまったら、例の人数規制で、警察の小間使いに逆戻りさ」ラナ──イースターをじろりと睨む。「さっさとメンバーを増やしな。人手が足んないって、いつも言ってんだろ」

　困り顔のイースター。「技術を使いこなせる人間という前提が難しいんだ。肉体を改造される可能性と、法のもとでの管理を示唆された途端、みな尻込みしてしまうから……と言っても事務員やなんかを雇って頭数にすることもできないし」

　にやりとなるワイズ。「無理もねえぜ。なにせ説明する本人が、人体実験の罪で刑務所行きにされかけた人間なんだからな」

「近いうちになんとかするよ。いざというときの目星はついてるんだ。安心して」

　ラナ──笑い。「安心してくたばれってことかい、ヤブ医者ダツク。ついでに、あたしが抱えてる事件の書類を片付けといてくれると、もっと安心するんだけどね」

「オーケーさ」イースター──腰に手を当てる／結論を告げるときのポーズ。「今みんなが抱えてる事件は全て書類作業が残ってるだけだからね。僕が代行しておくよ。今回の法務局への申請は、ボイルドの名前で出すから。後でサインをよろしく」

　ボイルドがうなずく──メンバーを見る／消えぬ焦げつき／癒せぬ傷を抱えた生き残りたち──その代償を求めて告げる。「全メンバーで事件にあたる。迅速に解明し、確実に解決する。これまでの全ての借りを返せることを祈ろう」

「了解コピー」二人と一匹の返答──ラナとワイズが立ち上がる。

　初動。

　振り分け──昔ながらのチームワーク＝つかずはなれず／同時侵攻。

　ラナ──フライト刑事と協力し合って大学内の麻薬売買を洗う。

　ワイズ──ジム・ラッセルのガールフレンド／交友を探る。

　ボイルドとウフコック──ジム・ラッセルの発見現場から遡さかのぼってその足跡を追う／警察との連携／Ｌ４Ｅがターゲットである根拠を求める。

　イースター──０９の権限確保。成果＝成長──捜査権／拘留権／尋問権──法務局で手続きをすれば警察同様に判事から令状を引き出すこともできる。

　車内電話──フライト刑事と頻繁に連絡を取る。

　捜査ハンドル＝フライト刑事。「大学内のゲイ・サークルや同性愛者の人権擁護団体の人間でＬ４Ｅの意味を知る者はゼロだ。ゲイの売人が潜り込んでいるという線も望み薄だろう。ましてやジム・ラッセルが実はゲイだったという説は早くも瓦が解かいしたしな」

　麻薬売買──ニコラスが刑務所内から組織の立て直しを指示しているという噂／かつてのギャングが解体され、素人同然の売人が闊歩／学生間で頻繁に売買／オクトーバー社が販売する多幸剤ヒロイツク・ピルの普及にもかかわらず撲滅に至らない麻薬ビジネス。

　読み＝フライト刑事。「倫理法案のおかげで、麻薬に関する刑罰がさらに厳格化される見通しだ。モルヒネの扱いを許可された医療機関や、根っからの売人どもが、今のうちに売り捌さばこうと必死になってる。もし錠剤のＬ４Ｅに商売上の意味があるとしたら、どこかに存在する元締めが〝バック〟をちらつかせて効果的に売買ルートを支配しようとしたんだろう。俺はこれからブラウネル・ファミリーがこの件に絡んでるか探ってみる」

　死体で栄えた街──棺桶／死体保存／戦争／銃／麻薬──変わらぬ本質。

　夜──ウフコックの眠り／眠らない兵士の活動時間。

　午後十一時三十二分。

　ビジョン──死んだ仲間たち、消えた女の面影が炎とともに通り過ぎてゆく／生まれたはずの子供＝想像することさえ難しい。

　オフィスで検討──若者たち＝麻薬売買の細かな根／その根幹を追う。

　ネイルズ・ファミリーの残党の力＝脆ぜい弱じやく──合法的なビジネスの陰で、細々と活動。

　ブラウネル・ファミリー＝すっかり影をひそめた暗黒街の女帝。

　ふいにワイズからの無線通信。《ニュースの時間だぜ、〝徘徊者ワンダー〟。ダンスクラブで坊やのお姫様がめそめそしているところを捕まえた。中継してやるから聞きな》

《記録する》端末からイースターのシステムにアクセス──イースター本人＝睡眠中。

　頼もしい解析手──ウィスパーはもういない。

　間──やがて若い女の声。《ええ。リンダ・シムズ。それって私だけど……え？　ジム……うん。知ってるわ。もちろん。でも私、迷惑になると思ってお見舞いに行けなくて。その、私……。私のせいで……》

《別に、おたくを逮捕しようってわけじゃない。この文字に心当たりは？》

《Ｌ４Ｅを知ってるかってこと？》

《何か知ってるって顔だな》

《私……。それ、デウィットが売ってるやつだってことしか知らない》

《デウィットってのは、あんたのお友達か？》

《うん。でも、ジムがこんなことになって……。ジムはとってもいい人よ。私は魚じゃないって言ってくれたの》

《魚？》

《クスリで釣られたんじゃないってこと。ドラッグをやめるためのセラピーも紹介してくれたし。ジムは……》

《とってもいい人で、あんたを魚扱いしなかったし、現在は意識不明の重体で、俺と俺の仲間に保護されているってわけだ。デウィットについては？》

《あなた、警察の人？》

《いいや。だがいつでも警察に協力してもらえる。デウィットについて教えてくれ》

《デウィット・ハミル。私と同じ大学。二つ年上》

《そいつがＬ４Ｅの刻印が入ったクスリを売ってたんだな？》

《そう》

《ジム・ラッセルは、そいつとトラブルを起こして、ああなったのか？》

《ええ、そう。そうよ。私のせいなの。私……ジムがこんなことになるなんて……》

　ボイルド──端末を操作／０９権限で市民登録にアクセス。

　デウィット・ハミル──登録用の顔写真・住所・係累・所属大学を特定。

　立ち上がる──記録を継続させてオフィスを出る。

　懐に銃＝眠れるウフコック。

　咄嗟の疑問──今の安心感は、パートナーが懐にいてくれることによるものか、それとも眠っていることによるものか。

　益やく体たいもない皮肉──虚無感への傾倒をどこかで後ろめたく思っている自分への。

　車を出す──車内の端末で中継＝ワイズとリンダ・シムズの会話が続いている。

　デウィットがどこからクスリを仕入れているか聞いたことはあるか？＝ノー。

　あんたの他にデウィットからクスリを買っている人間を知ってるか？＝ノー。

　デウィット以外からクスリを買ったことはあるか？＝ノー。

　デウィットはクスリを売りつけることを釣りに喩えてるのか？＝イエス。

　デウィットはゲイか？＝ノー。

　デウィットにギャングの親戚はいるか？＝ノー。

　ジムはデウィットとその仲間にリンチされたと思うか？＝わからない。考えたくない。

　泣き出すリンダ・シムズ。《私……もう家に帰りたい》

　質問を続けるワイズ──空振り。やがてリンダを置いて店を出る。

《ひとまずニュースの時間は終わりだ。お姫様の身元は押さえたな？》

《ああ。こちらは、じきにデウィット・ハミルの住居に着く》

《俺の車に住所のデータを転送しな。バックアップに回る》

　従う──送信。《俺が先行する。おそらく末端の売人だろう》

《あんまり甘く見るんじゃないぜ、〝錆びた銃ラステイポンプ〟》

《わかっている》

　到着──イーストヴィレッジのごみごみした町中にある新築アパート。

　一人暮らし＝親の仕送り。表通りから部屋を確認。

　灯り──カーテン／人影は確認できず。他の部屋に灯りなし。

　端末から市のデータベースにアクセス──建物と住民のデータを引き出す。

　危険人物なし──組織的な活動の場所ではない。

　車から出る──玄関へ／新奇なデザイン＝やたらと長くて急な階段。

　エレベーター──なし。待ち伏せされている気配──感じられず。

　階段を昇る。廊下──デウィットの部屋＝ドア下の隙間から光。

　表通りで車の音＝ワイズ。《物音はなしだ。部屋には誰もいないか、息を止めてお前を待ち伏せてるかだ、ボイルド》

《呼び出してみる》ブザーを鳴らす。二度。反応なし／物音なし。ドアノブに手を掛ける──そっと動かす／鍵はかかっていない。ゆっくりと開く──かすかな軋み音。

《無反応だな。寝息も聞こえねえ》階下からワイズが昇ってくる。《どうする？》

《外を見張っていてくれ。入って調べる》

《だったら法律面での言い訳ってやつを考えておくんだな》

《デウィット・ハミルが未成年に麻薬を売っていた場合、福祉法違反で令状なしでも家宅捜査可能だ。十九歳のリンダ・シムズの証言で十分適用される》

《先生も納得の優等生ぶりだ。行きな。見張りは俺の二番目の天職だ》

　部屋に踏み込む──臭気＝床に転がったアルコール飲料の缶。ガラスの破片＝壁から落ちた時計。止まった時間──七時過ぎ。

　床に脱ぎ捨てられたパーティ用のジャケット──袖が破れている。襟に血痕。

　しゃがんでひっくり返す──ポケットを探る。学生用のメンバーカード──ダンスクラブ＝手書きで『ジム・ラッセル』の名前。

　周囲を見回す──壁紙に擦れたような傷。床──零れた酒／靴跡。

《ジム・ラッセルのものと思われる衣服だ。周囲に争った形跡がある》

《現場が特定できたのは僥ぎよう倖こうだが、そのまま放置されてるってのは気にくわんな》

《同感だ》奥へ──灯りの点いた部屋。雑然──ベッド／デスク／端末。

　壁にいくつもの写真＝パーティ。その一枚にリンダ・シムズとジム・ラッセル。

　別の写真──リンダ・シムズともう一人の青年＝デウィット・ハミル。

　部屋を見渡す──そこら中から酒の臭い。空き缶。床に落ちた携帯電話──酒を浴びせてある。データを読むこともできない。

　そのそばに錠剤──刻印＝『Ｌ４Ｅ』。

　さらにその先に同じ錠剤。その向こう──バスルーム。

　入って灯りをつける。

　洗面台──血まみれ。乾いた血がこびりついた飛び出しナイフが床に落ちている。

　咄嗟にカトル・カールの拷問施設を連想する──だが凄惨さでは足元にも及ばない。

　天井──排気口の蓋に僅かなずれ。壁に足をつけて外す──覗き込む。

　プラスチックシートで包装された錠剤の束＝『Ｌ４Ｅ』／ゴムバンドで束ねた紙幣＝二万ドル相当。両方ともそのままにして部屋に戻る。

　デスクの端末──起動／モニターに並ぶファイル。

　リンダ・シムズの証言──〝私は魚じゃない〟。

　デウィット・ハミルは薬を売ることを釣りに喩えていた。

　ファイルを検索──〝魚〟〝釣り〟。

　ヒット──〝フィッシャーマンズ・クラブ〟。

　ファイルを開く──何かのリスト／暗号化された品目と数量──おそらく麻薬売買に関する帳簿や客の名簿。解析手が欲しくなる──イースターとウィスパーのコンビ。失われたバックアップ。

《Ｌ４Ｅの刻印つきの錠剤を大量に見つけた。デウィット・ハミルの麻薬所持と売買に関する証拠だ。壊れた携帯電話と、血まみれのナイフ。それに、ジムとデウィット、そしてリンダが写っている写真が飾ってある》

《実に気にくわんな。ジム・ラッセルがデウィット・ハミルと話をつけに来たとして、そのデウィットもまた誰かと話をつけなきゃならなかったってことかもしれん》

《両方とも連れ出されたか、あるいは一方だけ逃げたか……》

　ふいに無線通信──ラナ。《ヘイ、兄さんたち。ラッセル家から通報ありだよ》

《通報？》ボイルド──ゆっくり部屋の外へ向かう。

《ジムの妹のメグが、学校からの帰り道で脅迫されたって。捜査をやめないと痛い目に遭うとか何とか。怖くて今まで家族に話せなかったんだと。で、ジムの弟のピートってのが頭に血を昇らせてる》

《ぬるいな。本気で脅迫してるとは思えん》ワイズ──訝いぶかしげ。《事件解決時の報償金の増額を狙った狂言って可能性は？》

《どうだかね。少なくとも弟の方は相当頭に来てる。危なっかしいったらないね》

《ただの挑発だ。家族に大人しくするよう言い含めろ》ボイルド──玄関を出る。

《もう言ったけどね。あんたら、どこでピクニックしてんのさ》

《Ｌ４Ｅの錠剤の出所を見つけた。フライト刑事に連絡して警察で物品を押収してもらう》ドアを閉める──ふと階段の前で立ち止まる／俯ふ瞰かんする／凝視する。

《そいつは何よりだね。今日のところは眠んない男に任せて、いったん寝に戻るけど》

《了解だ。ゆっくり休め》階段際でしゃがみ込む──靴跡。はっきりとした痕跡＝酒で濡れていた＝その染み跡。さらに一段ずつ見つめてゆく──ふいに染み＝血痕。

　下からワイズが昇ってくる。「どうした、ボイルド」

「部屋にあったのと同じ靴跡だ。それと血の跡がある」

　ぴたりと止まるワイズ──階段を上から下までゆっくりと眺める。「一人が逃げて、一人がとっ捕まってぶちのめされたって可能性もありだな」

　うなずく。「フライト刑事に連絡して、警察にここを封鎖してもらう。デウィット・ハミルの端末に〝フィッシャーマンズ・クラブ〟というファイル名でリストが作成されていた。麻薬売買に関するものだろう」

　ワイズの笑み。「例の魚か。データの解析はイースターと警察に任せて、Ｌ４Ｅに関連しそうなものだけ報告して欲しいところだぜ」

　二人とも慎重に階段を降りる。新たな痕跡──なし。

「よし。俺はもう少し、そのクラブについて聞いて回ろう。敵が本気なら、誰かが脅しに来るかもしれんからな」ワイズ──自分の車へ／すぐに走り出す＝根っからの斥候。

　車を出す＝オフィスへ向かいながら車内電話で連絡──フライト刑事。「ボイルドか。ちょうど連絡しようと思っていたところだ」

　切迫した様子のフライト刑事の声──慌ててどこかへ行こうとしている。

「何があった？」

「死体だ。ついさっきワン・アイド・モスから連絡があった。若い男で、胸にＬ４Ｅの焼き印があるそうだ」
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　イーストサイド──新設された死体置き場／倉庫を改築＝新調・拡充された施設。

　旧安置所は、過去の停電による悪臭騒ぎで閉鎖。

　夜間受付口から地下へ──晴れて主任検屍医となったワン・アイド・モスが出迎える。「やあ、ミスター・ボイルド。深夜にもかかわらず素早い来訪だな。私の最新の話し相手に代わって感謝する」

「フライト刑事は？」

「じきに来るだろう。間違って古い方の施設に行ってなければ良いがね。困ったことに、あそこを引き払ったは良いものの気味悪がって誰も再利用してくれないのだよ。いまだに空っぽのまま放置されている状態で、更さら地ちにする予算もないし、どうせなら君らのオフィスとして買い取って欲しいものだ」

　いつものジョーク──やんわり返す。「イースターなら喜ぶでしょう」

　背後から足音──フライト刑事。「先を越されたな」

「まだ紹介は済んでいないよ、ミスター・フライト」ワン・アイド・モスが剖検室へ手招く。「さ、こちらへ。私の話し相手に、どうか君たちも耳を傾けてやって欲しい」

　入る──解剖台の上に、ビニールを掛けられた遺体。

　ワン・アイド・モスがその顔をあらわにする。

　赤茶の髪／青年──つい先ほど写真で見た顔／げっそり痩せこけている。

「デウィット・ハミルだ」すぐさまワイズに無線通信。《デウィットが死んだ。今、ワン・アイド・モスの所にいる》

《くそったれのニュースだな。こっちも大いに用心して動くとしよう》

《バックアップ可能な状態を保て》

《言わずもがなだぜ。死人が何を囁いたか知らせてくれ》

　フライト刑事──遺体から目を離さない。「例の文字は？」

　ビニールが外される。

　切り傷／小さな火傷──手足・胸・腹。古いものも新しいものも無数にある。

　左胸──焼きつけられた三つの文字＝『Ｌ４Ｅ』。

　フライト刑事の唸り声。「ショーンと同じだ」

「焼かれた皮膚の周辺の具合からして、過去一年以内につけられたものだろう」ワン・アイド・モスが頭部を指さす。「死因は脳挫傷。今から二時間半ほど前にイーストヴィレッジの陸橋から落下し、通行中の車と激突したそうだ。頭骨に車のフロントガラスの破片が食い込んでいた」

「ここに来る途中、現場の報告を聞きました。撥はねた人間は無関係な第三者でしょう。自分から落ちたか、誰かに突き落とされたか……この手足の傷は？」

「どれも、一年か二年の間についた傷だ。数百カ所あるが、どれも傷は浅い。自分でやったのか、誰かに傷つけられたかは断定できない」

「先ほど行った本人の部屋に、血のついたナイフがあった。彼の部屋は？」

「所轄の連中が封鎖しにかかっている。血痕を分析して彼のものか特定させる。しかし、それにしても、この焼き印は驚きだ。アンダーグラウンドと縁のない学生が、何だってこんなものを体に刻み込んだんだ？」

「それと、彼の血液から麻薬が検出された。恍惚に浸った状態で死を迎えたようだ。それが幸いであったかどうか、判断はつきかねるがね」

　うなずくフライト刑事。「まったく、何もかも判断がつきかねます。拷問されたのか。自殺なのかそうでないのか。ともかく、この焼き印は決定的だ。連絡を下さって感謝します、ミスター・モス」

「死者の声に耳を傾け続ける君たちに幸いあれだ」

　地上へ──自分の車にもたれかかるフライト刑事。

「やれやれ、どう思う？」

「もしＬ４Ｅが仕掛けてくるとしたら、デウィット・ハミルをスパイか暗殺者に仕立てた上で、こちら側の保護証人にさせる可能性があるとは予想していた。だが彼の焼き印も死も、正直、予想外だ」

「ニコラスもショーンも失ったＬ４Ｅが、新しいフリーラバーを求めたと思うか？」

「かもしれない。ただしデウィットはゲイではないとリンダ・シムズが言っていた」

「ショーンだって根っからのゲイってわけじゃなかった。相思相愛よりも一方的に押しつける偏愛の方がＬ４Ｅらしい気がする。だがこのやり口はどうもおかしい」

「同感だ。材料が欲しい。〝フィッシャーマンズ・クラブ〟の全容を解明し、Ｌ４Ｅとのつながりを検証したい」

「それしかあるまい。こうまで何も判断がつかんとはな」

「リズ・ブラウネルに何か動きは？」

「表立っては皆無だ。デウィットについて聴取しようにも、何も裏が取れていないんじゃ意味がない。俺はデウィットの部屋に行く。何か出てきていないか見てこよう」

「彼の端末のデータはこちらでも解析する」

「そうしてくれ。所轄の連中にデータを送らせる」車に乗り込む──走り去る。

　ボイルドも自分の車へ。思案──目の前に並ぶ証拠の群。手応えがあると信じたくなるもの全てに、Ｌ４Ｅの烙印よりも、その変わらぬ流儀を感じ取る。




　翌朝──シャワー／食事／目覚めたウフコックに事の次第を話す。

「そうか。犠牲者が出たのか」しょんぼりとなるウフコック──悲しくてたまらないといった様子＝今や他のメンバーには滅多に見られない態度。「せめてこれ以上の犠牲が出ないよう、できる限りのことがしたい。今度こそＬ４Ｅを追いつめよう」

　手のひらに飛び乗る──温もり。ちっぽけなネズミの良心と煮え切らなさが、どんな優れた武器より頼もしく思える瞬間。

　事件への没頭──虚無を求める後ろめたさを消してくれる。

　オフィスへ──昨夜の件を報告。

　ラナ──デウィットの死に舌打ち。「昨日の今日でさっそく始末されちまうとはね。ジムとデウィットってのは顔見知りだったってことだろ？　二人ともリンダって娘が引き金になって、自分たちでトラブルを背負い込んだって感じがするね」

　ワイズ──怪け訝げん。「相手がぬるいのかそうでないのかわからん。手口が一貫していないって印象だ。ショーンのときのように焼き印に必然性がないのも気にくわんな」

　押収された端末のデータ──イースターの手慣れた解析。暗号化されたリストが学生間に浸透する麻薬売買の摘発に直結。

　メンバーの行動──フィッシャーマンズ・クラブを追う。

　報告＝フライト刑事。「もとは悩みを抱えた生徒に、そうでない生徒が協力する相互カウンセリング・グループだったらしい。一年前まではデウィットがグループの責任者として登録されている。興味深いのは同時期にジムとリンダも所属してたってことだ」

　報告＝ラナ。《街の売人にも、そのクラブを知ってるのがいたよ。素人のガキが、どっかから材料と道具を揃えてきて自前で作ったものを、値もわからず売ってたってさ。そのうちプロに潰されるか取り込まれるかするってのが連中の見方だったみたい。問題は誰が潰しにかかってたかってことじゃない？》

　報告＝ワイズ。《迷える魚どもが悩みを打ち明け合うためのグループが、麻薬取り引きの温床になったってことだ。釣りってのは麻薬で女を引っかけることの隠語で、てことはリンダ・シムズが他にクスリを買ってた人間を誰も知らないってのは納得がいかんな。どうやら、また話を聞いて、色々とニュースの誤りを質たださんとならんな》

　クラブの解明＝裕福な家の子供たち向けの高価な麻薬──Ｌ４Ｅの刻印＝独占市場。

　ラッセル家の福祉賠償金の請求先が拡大する。

　子供同士が作っては売る麻薬の地図を警察と共同で作成。

　焦点──自家製の錠剤＝その製造場所／原料の入手先／機材の入手先。

　変転──ワイズからの報告。《リンダ・シムズが行方不明だ。俺が話を聞いた後、母親の車に乗って出掛けたまま帰宅しなかったらしい。彼女の両親が捜索願いを出したが、警察は失踪後七十二時間が経過しなけりゃ捜査はしない。事件との関連を主張するってやつでもって代わりに俺が動くとするぜ。まったく気にくわんタイミングだからな》

　疑念──ボイルド。《消える理由が不明だ。誰かが何かを彼女に背負わせて消すつもりかもしれん》

　懇願──ウフコック＝両親に代わって。《彼女を無事に見つけてくれ。これ以上の犠牲はどうしても防ぎたい》

　返答──ワイズ。《ネズミがそう言っていたとお姫様に伝えてやるとしよう》

　事件成立から四日後──悪いニュースと良いニュース。

　悪いニュース──夕刻＝ラナ。《ヘイ、またくそったれラッセル家から通報ありだよ。妹のメグがオフィスに電話してきた。ピートが街の売人から銃を買ったって。それでメグを脅したやつを捜して回ってる。やれやれだよ》

《彼らは武装を許可された保護証人ではない。すぐにやめさせろ。もしピートが誰かを死傷させた場合、ジム・ラッセルの法的価値も揺らぐ恐れがある》

《わかってるって。兄妹思いの頭の足らない馬鹿なあんちゃんをとっ捕まえて、たっぷり説教してやる》

　次善策──イースターに法務を頼む＝家族の武装を戒いましめる／同時にその根拠を設定させる。いざというときの抜け道。

　良いニュース──夜＝フライト刑事。「今、同僚から連絡が入った。フィッシャーマンズ・クラブのメンバーの一人が吐いて、デウィットの仕入れ先の〝工場〟が判明した。所轄の連中はカトル・カールの影に怯えてる。元コーチのよしみだ。援軍を頼む」

「望むところだ、コーチ。住所を送ってくれ」

　端末にデータが飛び込んでくる。

　それを見て、思わず目眩に襲われたようになった。

　移動──指定された場所。

　チェルシー通り──ミラーハウス。

　車を降りる。

　真実の声──〝また会ったわね〟。

「ボイルド……」左手袋＝ウフコック──こちらの動揺を素早く嗅ぎ取る。

「大丈夫だ」軽く左手を握る──同時にビジョン。

　通りに佇む緑の目をした女──去っていった女の面影を冷静に見る／すぐに消える。

　覆面パトカーの列──フライト刑事が歩み寄る。「こちらはいつでも突入可能だ」

　五階建てのビルを見上げる。「ここはネイルズ・ファミリーの所有では？」

「クラウンフード社の所有する物件は、大半が売却された。かつてのノミ屋に娼婦斡あつ旋せん所が、今や薬物工場だ。時代とともに物事が変わると言っても、実際ろくでもないことの方が多いという気分になる」

「目標の階は？」

「最上階と屋上だ」

「俺が上から先行する」

　建物へ歩みながら、また軽く手袋を握る──戦意を伝える。

　ウフコックの変身ターン──手袋からボイルドの銃が現れる。

　六四口径──何の後ろめたさもなく握ることができる虚無。

　その確かな重みを握りしめながらビルの裏手へ。

　ローチーが虚無に還った場所──綺麗に舗装されて痕跡は全くない。

　壁に足をつけ、最上階へ向かって歩み出した。

〝なんてこと〟女の笑い声──〝星がこんなふうに見えるなんて〟。

　今は、底なしの真っ黒い巨大な何かに向かって進んでいるように思える。












24






　屋上──鉄柵を越える。花々はなし。ペントハウスは別物になっていた。嫌になるほど真新しい壁材。窓の代わりにシャッター。まるで倉庫。

　ふいにウフコックの低い声。「死の臭いがする。それと有害なガスの臭気だ」

「外気との接触を断て、ウフコック」重力フロートの防壁を張り巡らせる──脳裏にカトル・カール＝自分が撃ち殺した化学兵器の使い手。

　小窓──遮光カーテンで仕切られている。入り口に回る。ドア──ゆっくりと開く。

　マスクをつけたまま死んだ男が二人──まるで毒を投げ込まれたネズミの巣。

　長テーブル──調合器具。試験管の群。薬剤の入った瓶。電子秤。粉末を固める機械。

　そして小さな白い錠剤の山──刻印器の型＝『Ｌ４Ｅ』。

　部屋を出る。屋上の出入り口には鍵もかかっていない。

　携帯電話──フライト刑事へ。「死者二名。有毒ガスが蔓延している。屋上には誰もいない。五階へ向かう」

　応答。「我々も突入する」

　階下で怒声──階段を降りて五階へ。狭い通路から、がらんとした部屋に入る。

　ブラックアウトしたモニターが数台。端末。床に積もった埃。

　積み重なった段ボール──原料／商品。ガスマスクをつけた警官たちが銃を降ろす。フライト刑事がマスクをつけたまま部屋を眺める。「科学班と鑑識を呼んでくれ。まったく、まるで棺桶の中にいるような気分だ」

　封鎖──洗浄／ガスを採取＝薬物の調合・精錬時に発生する有害な気体。

　押収された証拠品が通路に並べられ、運び出されてゆく。

　表通り──マスクを外してもてあそんでいるフライト刑事。「鑑識の印象じゃ、工場というより学校の実験室レベルだそうだ。致死性のガスを封じる設備が全くない。製造技術に関しては素人もいいところらしい」

「化学知識のない人間に製造手段だけを与え、いざというときの犠牲にする気だった可能性もある」

「同意見だ。用意された物品は、どう見ても学生の仕事じゃない。Ｌ４Ｅか、その配下の人間が相当忙しく動き回ってる」

「フライト警部」玄関で呼ぶ声──機材を抱えた鑑識の人間。「こっちに来て、これを見て下さい」

　フライト刑事が大股で近づく。「どうした」

　ボイルドも歩み寄ろうとしたところで無線通信──ラナ。《くそったれのラッセル家に最悪のニュースだよ。ピートが街の売人を撃っちまった》

　思わず足を止めた。

　ウフコックの嘆き。《ああ、なんてことだ……》

　馬鹿げた事態──イースターの慌てふためく姿が目に浮かぶ。《被害者の生命は？》

《生きてる。足を撃っただけ。くそっ、あと一分早けりゃね。ピートと銃はこっちで確保して、イースターとあたしの彼氏に警察と交渉してもらってるところ》

《何としても示談に持ち込めとイースターとサムに伝えろ。撃たれた相手は、メグ・ラッセルを脅迫した人物か？》

《そうみたい。それで、ピートをちょいとぶっちめて話を聞いたら、銃を買ったのは警官からだって言うのさ》

《警官？　特定できるのか？》

《ピートは麻薬課の警官だって言ってる。だから信用して売人を撃ちに行ったとか阿呆なことをぺらぺら喋りやがって。これからオフィスに連れてって警官の顔写真を片っ端から見せて、顔を割らせる。で、フライトの兄さんに心当たりはないか訊いといて》

《わかった》

　フライト刑事が足早に戻ってくる──先に声を掛ける。「ジム・ラッセルの弟のピートが、家族を脅迫した相手を銃撃した」

　あんぐりと口を開ける。「どこで銃なんか手に入れた？」

「あんたの同僚から買ったらしい」

　目を剥く。「なんだって？」

「まだ確認中だが、あんたの方で心当たりは？」

「いや。見当がつかん。くそっ。てことは、ジム・ラッセルの事件が成立することを好まんやつが、うちの身内にいるということか？」

「事実なら、そういうことになる。署内で麻薬の横流しに手をつけている者は？」

「このところの倫理法案の適用で、厳重に管理しているはずだが、正直言ってだ、絶対にないとは言い切れん。もしそうなら、こうも次から次へ、こっちの行き先に死人が出るのも道理だ。この件はくれぐれも黙っていてくれ。急いで割り出して徹底的に監視させる。くそっ、同僚の逮捕はニコラスを最初に捕まえたとき以来だ」

「そちらもピートの身柄を確保したがっている者がいたら押さえておいてくれ。できれば撃たれた方も我々で確保し、示談に持ち込ませるとともに背景を割り出したい」

　暗澹たる表情のフライト刑事。「銃を売った馬鹿者が使っていた情報屋か何かかもしれんということだな」

「そうだ。ひと芝居打たせて売人を犠牲にし、ジム・ラッセルの家族を犯罪者に仕立てるつもりだったのかもしれん」建物へ目を向ける。「あっちは何かわかったのか？」

「ろくでもないものがな。あの薬物製造のための機材だが、製品番号のプレートがそのままになっていた。それで署の人間に管理会社のデータベースにアクセスさせたんだが、すぐに所有者を割り出せた。過去に最もモルヒネが流出したと見られている施設でな。例の多幸剤ヒロイツク・ピルの生みの親がいる──シンフォレスト病院だ」




　ビル・シールズ──墓場へ向かう途中の老いた象の雰囲気。独身／係累なし。弟は顔を食いちぎられて死亡。

　午前六時過ぎ──ウフコックさえ目覚めていない。フライト刑事の聴取は早くとも四時間後。眠らない男と眠れない孤独な老医師の勤務時間。

　病院──研究室。ミラーハウスの屋上で見たものとは段違いに整った施設。

「二年前に盗難届を出した医療用機材だ。当院に関係あることとは思えない」ビル・シールズ──型通りの否認。

　試験管の束に目を向ける──容疑が固まる寸前であるような尋問口調を選択。「この病院はモルヒネの横流しの筆頭と目されています」

「何年も前の話だ」

「では今は何の開発を？」

「意識を拡散し、瞑想状態に導くための薬品だ」

「睡眠導入剤のような？」

「いや。根本的に違う。幻覚剤でもない。甲状腺と脳下垂体に働きかけ、まどろみの状態にする。様々な精神障害や脳障害の治療に効果があると見込まれているものだ」

　何匹ものモルモットが入った仕切り箱。「ネズミで実験しているのですか？」

「まだ小動物でしか安全性は確認されていないが、じきに人間にも使えるようになる」

「多幸剤ヒロイツク・ピルと同じようにストレスを発散してくれると？」

「そういう効果も見込める」

「出資者には莫大な利益をもたらすのでしょうね？」

「かもしれない」

「街の学生に薬物の原材料と調合機械を渡して実験をしていたのでは？」

「馬鹿な。モルヒネとは全く違う薬品だ。覚醒剤の働きを研究したところで、今ここで行われていることの役には立たない」

「スラムの人間にＡ10エー・テン手術を施したのも多幸剤ヒロイツク・ピルの開発のためでは？」

「違う。馬鹿げたゴシップだ」口調は激しいが表情は陰鬱。

「シザースは元気にしていますか？」質問をがらりと変える──急カーブに追い込む。

「いや──私が知るわけがなかろう」宙を見つめている──両手を握り合わせる。

「サラノイ教授と共同開発を行っているはずでは？」

「検診に異常はない。肉体的には健康だ。心理的にどうかまではわからない」

「親しくはないと？」

「むろんだ。私には数多くいる患者の方が重要だ」以前と比べて極端なほど警戒しているという印象──ふいに、ウフコックであれば必ず嗅ぎ取っただろう感情を察する。

　恐怖──老いた象が何かに怯えている。

　じっと相手を見る。コーナーポストで棒立ちになっている相手。

「聴取に応じていただくための書類にサインをお願いします」

　老いてなおトラブルに恵まれたビル・シールズ──無表情でサインに応じた。




　朝──シャワー／ウフコックの目覚め／食事。

　オフィスへ。フライト刑事にビル・シールズの聴取を書面で報告。

　今後のつつき方を一考する。

　ミラーハウスで死亡していた二人の身元──いまだ割り出せず。前科者ではない。

　ラナ──ピートに警官の面を割らせる＝現役の麻薬取締課。撃たれた売人を締め上げる／学生間で蔓延した麻薬／警察の横流し／街の売人グループ／Ｌ４Ｅの関連を洗う。

　ワイズ──リンダ・シムズは見つからず。その足跡を追う／接触した人物を洗う。

　二人とも〝出社〟せず──都市を走り回る。

　イースターが仮眠室から起き出す──ピートに関する失態について。「示談成立は難しいことじゃないと思う。何せ相手は未成年にも麻薬を売ってたわけだし。問題はピートの銃器所持だけど、まあ初犯だし〝何者かによって操作された犯罪〟の線でかわせると思うよ。ショーンの二の舞は避けられるんじゃないかな。警察には、ピートはギャングと何の関係もないことと、警察内部から銃が流出したことを突きつければいいから」

　ひとまずの安心材料。

　さらにウフコックの懇願。「これ以上、ジム・ラッセルの家族が憎しみを育てないようにしてあげてくれ。事件が解決されても怒りを抱いたままじゃ意味がない」

　イースターの了解。「煮え切らないネズミの言葉をそのまま伝えとくよ」

　昼前──街へ。専門の治療施設。フィッシャーマンズ・クラブのメンバーのうち、過去に麻薬中毒の治療を受けた者たちの調査。

　現役のフィッシャーマンズ・クラブの責任者を当たる──学生とセラピスト。

　同時に聴取──両方ともＬ４Ｅの意味さえ知らない／麻薬でガールフレンドを手に入れる〝釣りフイツシング〟＝目を丸くする／デウィットとジムがいつ復学するか逆に質問される。

　証言──ジムとデウィットは昔から仲が良かった／リンダは二人のお姫様だった。

　クラブ──全容解明が進むも、Ｌ４Ｅとの接点なし。

　フライト刑事──警察もビル・シールズを聴取／機材流出／病院関係者に聞き込み。

　ピートに銃を売った警官の特定──フライト刑事がひそかに監視下に置いた。

　ブラウネル・ファミリーの動向──不自然なほど静か。

　噂──リズ・ブラウネルが不在。

　午後──部下に裏を取らせたフライト刑事。「リズもビッグ・ドライバーもつかまらん。ここ数週間のうちに姿を消している。どうもシンフォレスト病院から機材を運び出したのは、ブラウネル・ファミリーの運び屋だったんじゃないかと思えてきたところだ。実に気に入らん。Ｌ４Ｅの件に関係した動きかどうか、続けて探らせてみる」

　夕刻──さらにフライト刑事から報告。「久しぶりの人物から電話があった。フレデリック連邦検事だ。暗黒街の大物を保護証人にするとほのめかしてきた。考えにくいことだが、リズ・ブラウネルが保護拘束に同意したのかもしれん」

「彼女が？　どんな理由で？」

「さっぱりだ。あの女帝が食いつく餌があるなら教えて欲しい。連邦検事は俺に〝将来の協力〟とやらを要求している。話した感じだと、このＬ４Ｅ絡みの捜査情報が欲しいらしい。気をつけろ。俺はもうあの男には何の借りもないが、やつからすると、俺とお前たちの両方にでかい借りがあるってことになってる」

「この街にまだ未練があるらしいな」

「司法の連中にとっては、まだまだ金の卵だからな。それに０９が連邦検察局に後足で砂を掛けたことを相当根に持っている。何か妨害を仕掛けてくるかもしれん。実際、このヤマは次から次に予想外のものが飛び出てくる」

「Ｌ４Ｅが全ての〝バック〟にいるという期待が膨らむな」

「まったくだ。お互い背中に気をつけるとしよう」元コーチの警報──互いに裏を取り合う／出会ったときからの取り引き。

　夜──ウフコックが眠りにつく。

　街へ──フィッシャーマンズ・クラブ／ブラウネル・ファミリーの動向／銃を売る警官について訊いて回る。

　そして夜半──ワイズから待望の報告。《ヘイヘイ、〝徘徊者ワンダー〟。ニュースの時間だ。例のお姫様を見つけたぜ。それでだ。ウフコックは眠ってるか？》

《ああ。それがどうした？》

《ちょいと込み入った話がある。これから指示する場所に来てくれ。他のメンバーはなしでだ。まずはお前にだけ、この件全部のろくでもなさについて話を通しておきたい》
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　変転──暗闇へ。

　西の埋め立て地──放置されたドラム缶や古タイヤの山／違法な廃棄物。

　数百メートル先に建設途中の吊り橋。ゴミの狭間に海の闇／空の闇──深い井戸の底のような暗さ。

　ワイズの声。《ようこそ最果ての地へ、だ。そのまま直進して十メートル先で左へ進みな。車が二台停まってるはずだ》

　言われた通り車を走らせる──明かり。ワイズの車のヘッドライトが、もう一台の車を照らしている。

　車を降りて歩み寄る──照らされた車のそばにワイズ。

　その運転席にリンダ・シムズ──ワイズから渡されたスポーツドリンクを飲んでいる。がさがさに乾いた唇／目の周りが落ちくぼんで鬱血している／亡霊のような姿。

　暗闇／ゴミの山。「こんな場所にいたのか？」

　にやりと笑うワイズ＝斥候兵の顔。「彼女の部屋で日記を拝借してな。厳しい親の目も届かないパーティブース、生まれて初めてハイになった思い出の場所ってわけだ」

「なぜここに？」

　ワイズが屈んでリンダを覗き込む。「約束だ。そこのタフガイに説明してやってくれ」

「私……怖くなって……」しゃっくり＝痙攣／指先の震え。「人からもらったクスリを飲んで、ずっとここにいたの」

「拉致されていたのではないんだな？」ワイズを見る。「なぜ家に帰さない？」

「つまり、話はまだ続くってこった」ワイズ──リンダに向かって顎をしゃくる。「いったいなんだって怖くなったのか教えてやってくれ」

　亡霊の呟き。「私……犯罪者になんてなりたくない。ジムもデウィットも犯罪者になんてしたくない」

　軽い衝撃──足下が揺れる気分。「ジム？」

「私に最初にクスリをくれたのはジムなの」涙ぐむリンダ──すでにワイズから尋問を受けた、諦めきったような口調。「売ってたのはデウィットだけど、作ってたのはジムなの。自分の親がやってる工場の労働者たちを使って。そのことは私とデウィットと、その工場の人たちしか知らない。あと、ジムがクスリの材料を仕入れてる人しか知らない」

　ぐらぐら揺れる──酩酊のよう／ワイズを見る。「つまり、デウィットとジムは共犯者だったのか？」

　ワイズ──笑みが消えている。「つまり、そういうこった。だがそれで終わりってわけじゃねえ。なあ、嬢ちゃん。デウィットの胸にＬ４Ｅの焼き印があった理由は？」

「あれは……デウィットが、ずっと、ジムの言いなりだったからよ。ジムは絶対に自分が仕切ってるってわからないようにしてた。デウィットはずっと使われてたの。それでデウィットは、自分はもうそんなふうでいたくないって思って、それで、ジムがクスリの材料を仕入れてる人と直接話したのよ。自分が作って売るからって。その人はオーケーして、でも条件があるって言って。それが──」

「Ｌ４Ｅの焼き印か？」

「そう。クスリでハイになってて、何も感じなかったって言ってた。気がついたら胸に印がついてたって。それでデウィットは、クスリを作ってる工場の人たちに、ジムが払うよりもたくさんお金を払うって持ちかけて。私、そのこと知ってたけど、ジムには言わなかったの。だって、デウィットのことはずっと可哀想だと思ってたし、ジムにもあんなふうに人を使ってクスリを売らせるなんてやめて欲しかったから。デウィットは少しずつジムの売り上げを自分のものにしていったの。もうじき全部自分のものになるって言ってた。でも、私のせいなの。私、デウィットと寝たことがバレて。それで、私、ジムに喋っちゃったの。それで二人ともおかしくなって……」

「それで、ジムはデウィットの部屋に飛んでいった。二人は口論になり、ジムはデウィットを警察に売ると言い出した。自分が関与した証拠は何もないと確信してたってわけだが、それにしても自分で始末しねえところが甘いったらねえ。で、慌てたデウィットはジムを突き飛ばし、ジムは例のアパートの階段でステップして──意識不明だ。ジムが死んだと思ってびびったデウィットは、ジムの体を七ブロック先の通りまで運んで放り出した。しかしそれでも、びびったままのデウィットは、手持ちのクスリでハイになり、ここのリンダ姫に電話で一部始終を話して姿をくらまし──天国への階段をステップしたってわけだ。自分からな。そしてリンダ姫はその電話の後、ここに来て薬の力を借りて、三日間ほど、三人の思い出にひたってたってこった」

「一つずつ確認させてくれ」馬鹿げた事実──それだけではないという最悪の予感。「まずミラーハウスで死んだ二人は、ジムの父親が経営する工場の労働者なんだな？」

「リンダ？　教えてやってくれ」

「ミラーハウスって、チェルシー通りの建物でしょ。一度しか見たことないけど。二人の男の人たちのことなら、そうよ。ジムもデウィットもそう言ってた」

「デウィットの手足の傷は誰がやった？」

「あれは、デウィットが自分でやってたの。彼、ずっと自傷癖があって。ずっと両親と上手くいってなかったから。それでジムが、フィッシャーマンズ・クラブに入るよう勧めたってデウィットが言ってた」

「デウィットとジムはどれくらい以前から付き合いがあった？」

「ハイスクールからだって」

「薬物を製造する機材はどこから手に入れた？」

「あれは、ジムの工場で働いてる人たちが買ったって、ジムが言ってた。彼らがその機械を使っているところをジムが見つけて、自分のものにしたの。機械を売った人と話をして、クスリを大学で売ることを約束したって」

「機材を売った人間と、薬品の原料を売っていた人間は同一人物なんだな？」

「そう。そうよ。私は、その人しか知らない」

「ここに来るときに、クスリをもらったと言ったな？　それも同じ人物からか？」

「そうよ。同じ人」

「その人物が、デウィットに、Ｌ４Ｅの焼き印を条件として突きつけたんだな？」

「そうみたい。その人以外にも誰かいたみたいだけど、デウィットはハイになってて覚えてないって言ってた」

「その人物が何者であるか特定できるか？　顔写真は？」

「写真なんてない。本名もわからない。その人のことは、ジムもデウィットも、ビッグ・ドライバーって呼んでた。私……それくらいしか知らない」

　ぐらりと揺れる感覚──最悪／今にも地面に穴が空いて呑み込まれそうな気分。

「私、ママに電話しないと。携帯電話はどこ？」

「さあな。そいつはあんたの車だぜ」ワイズ──数歩離れながらボイルドを手招く。「ヘイ、ボイルド。感傷にひたってる暇なんてねえんだぜ」

　リンダから離れる──ヘッドライトの光条から離れる／闇に立つワイズ。「今でも十分ふざけてるが、俺はこの件には、まだまだろくでもない続きがあると思ってる」

　咄嗟にうなずく。「フライト刑事から連絡があった。フレデリック連邦検事がリズ・ブラウネルを保護証人として擁立する構えを見せているらしい。もしビッグ・ドライバーがこの件に絡んでいるとしたら、この事件全てが、我々をターゲットとして仕組まれたものだったのかもしれない」

「この際、ぬるい言い方はなしだぜ、〝錆びた銃ラステイポンプ〟。俺の率直な意見はだ、こいつは全て、リズ・ブラウネルとＬ４Ｅが組んで仕掛けた罠だってこった。そして今のお前の話で、くそったれの連邦検事が絡んでるってこともわかった。ついでに言えば、俺たちはまだ、それが罠であるってことしかわかってねえ。これがどういう仕掛けか、本当にはわかってねえんだ。連邦検事の次に何が来るか？　いったい何が来ると思う？」

「０９を合法的に追いつめる気かもしれない。この件には警察も関係している」

「ピートに銃を売ったってやつだな。さて、俺たちをどう追いつめる？　ジム・ラッセルという素晴らしいクソ野郎を被害者として保護した俺たちだが、実は加害者だったことがわかって大慌てになるだろう。だが事件の内容を百八十度逆転させて、俺たちもペナルティを覚悟し、ラッセル家にババを引かせりゃ一件落着だ。他に何がある？」

「わからない。連邦検事が０９のシステムに執着していて、何らかの手段で奪いにかかっているのかもしれない」

「新たな原理としての利益ってやつだな。実際、連邦検事からすりゃぁ俺たちこそ金の卵だったはずだ。クルツを引き抜こうとしたような工作を仕掛けているのは間違いないだろうよ。だがどうやって？」

「０９の大前提は、戦後に禁じられた科学技術の使用が認められているということだ。つまり、技術を使いこなせる人間にしか０９は運営できない」

「連邦検事が欲しがってるのは、ギャングだろうがカトル・カールだろうがぶっ潰せる力をもった俺たちだ。で、同じ質問だ──だがどうやって？」

「法律面での締め上げを考えるなら、ペナルティとして、運営するための最低人数規制を変更するだろう。現在の四名が五名になるだけで我々の活動権限は大幅に縮小する」

「だがイースターは心当たりがあると言っていた。つまり俺たちみたいに自分の体と技術を一体化させるか、さもなけりゃイースターみたいに誰かの体と技術を一体化させることができる人間が、どこかにいるってことだ。だが、もし敵の仕掛けがそこまで及んでたらどうなる？」

　揺れる感覚がさらに強くなる。「我々の活動を封じるのではなく、０９の新たなメンバーが、敵の手ですでに用意されていると言うのか？　相手がそこまで俺たちの技術を手に入れていると？」

「ヘイヘイ、ボイルド。クリストファーが死んだのはなんでだったと思ってる。俺たちの手の内は一度、敵の手に渡ってるんだぜ。考えられないことじゃねえさ」

「検証が必要だ。裏を取らなければ対処できない」

「当然だ。情報が命ってやつだぜ。でもって、それは敵にも言えることだ」光の方を見る──車の中でおろおろと電話を探しているリンダ・シムズ。

　ボイルド──うなずく。「彼女を保護拘束下におけるようイースターと相談しよう」

　ワイズ──かぶりを振る。「いいや。あのお姫様が言った通りなら、この件についてまともに喋れるのは、ビッグ・ドライバーとお姫様だけだ。そしてビッグ・ドライバーが何を言おうと、それを裏付けるのはあのお姫様しかいないってこった」

　鼓動──ふいに高まる／暗闇に立つ二人の男。「何を考えている？」

「お前なら考えられることをな。イースターもラナもウフコックも考えようとはしねえが、俺とお前なら考えられるはずだ。ちょいと良心を眠らせりゃいいってことをな」

「ワイズ、馬鹿な──」

「難しい話じゃねえんだぜ。俺たちもクルツがしたようにすりゃいいってだけのことだ。いざとなればそうすることもできるってこった。あのお姫様の口を封じるってことは俺たちに相当の余裕を与えてくれるに違いないぜ」叫ばず、怒鳴らず、小声で囁く──表立ってキレなくなったワイズの冷ややかな声／とっくの昔にキレていたような声。「俺たちはすっかり包囲されてる。目には見えないだけでな。俺の耳にはすぐそこまでやつらの足音が近づいてるのが聞こえる。あの娘をここで見つけたときに確信した。全部、罠だとな。話を聞いてその罠が俺たちの想像を超えるでかさだってこともわかった。リズ・ブラウネルが連邦検事と組んで、警察も関わっている。てことはあの、オクトーバー一族の地方検事補も絡んでるかもだ。その全ての〝バック〟にＬ４Ｅがいて、俺たちを罠にかけようとしてやがる。こいつは言うなりゃ都市を相手にしてるようなもんだ。このマルドゥック市が、０９を食い殺しにかかってるのさ」

　息苦しい──冷静さが欲しくて喘ぐ。「クリストファーならノーと言うだろう」

「かもしれねえさ。だが覚えてるか？　研究所で同じ軍の連中をぶっちめたときは、誰もノーとは言わなかったってことを」こちらを見る──白く光る義眼。「俺たちは羊じゃねえ。羊じゃねえんだぜ、ボイルド」

　思わず引き込まれる──地面が揺れる感覚／傾く。

「俺の考えはこうだ。まずあの娘にビッグ・ドライバーを呼び出させる。そして二人とも永遠に黙らせる。その上でイースターや他のメンバーにこの事件のろくでもなさを教えて、さっさと解決させる。その隙に俺とお前でフレデリック連邦検事の手の内を暴きにかかる。そしてもし０９の新メンバーが用意されてるんだとして、法律上、俺たちがそいつらの参加を拒めないっていうんなら、俺とお前でそいつらも永遠に黙らせる。どちらが羊か、相手に教えてやるってことだ」

「いや──」踏みとどまる／懐で眠る良心──いつでも目覚めさせることができる存在が危ういところで支える。「ウフコックに全てを嗅ぎ取られる。俺とあんただけの行動は不可能だ」

「ウフコックを説得するか、ラナかイースターに預けりゃいい」

「いや、どちらも無理だ。あいつは必ず反対する。それに、あいつの嗅覚を甘くみないほうがいい。まず彼女にビッグ・ドライバーを呼び出させるのは賛成だ。裏を取り、それから敵の狙いを正確に探る。その上で、もし二人の口を封じるしか手がないとしたら、改めて取り引きをすればいい。ビッグ・ドライバーは金で動く。リンダ・シムズも両親を使えばいい。娘の麻薬中毒を公表しない代わりに、これ以上の事件への関与をやめさせるんだ。彼女も忘れることを望むだろう」

「俺にわかるのは、それで済むとお前が本気で思ってるわけじゃねえってこった。どうせ二人の身柄は連邦検事か警察に引き渡さなけりゃならなくなるだろうさ。しかしまあ、お前がそれで行こうってんなら、まずはそういうことにしておくとしようか」

　光の方へ歩み出すワイズ──にやりとなって振り返る。声＝暗い切れ者ワイズマンの囁き。

「思った通りだぜ、ボイルド。お前は反対しなかった。お前はただ単に、ウフコックの嗅覚を畏おそれてるだけだ。パートナーのちっぽけなネズミに心を覗かれるのがそんなに怖いってことは、内心じゃ俺の考えに賛成してるってことじゃないのか？」

　立ちつくす──何も言い返せない。

　虚無が膨らむ──音もなく──止めるすべさえわからない。

　ワイズが車に近寄る。「ヘイ、お嬢さん。電話は見つかったかい？」

　運転席でうつむいているリンダ──助手席のダッシュボードが開いている。

　顔を寄せるワイズ。「ママに電話をして家に帰る前に、ちょいと、ここに呼んで欲しい相手がいるんだが──おい、聞こえてるか？」

　顔を上げるリンダ。亡霊のような生気のない顔──目＝涙が光っている。

　手に鈍い光──ヘッドライトの明かり／ワイズの陰──よく見えない。

　そして突然の炸裂音。

　よろめくワイズ──かっと見開かれた目。

　突き出されたリンダの手に銃──リボルバー／その引き金が引かれる／立て続け。

　ワイズの右目が吹き飛ぶ──喉に穴が空く。

　ボイルド──言葉にならない咆吼──駆け寄る／銃口がこちらを向く。

　重力フロートの盾──軌道を逸らすまでもなく大きく外れた銃弾。

　銃を握ったリンダの右手──つかむ／屋根の縁に叩きつける／へし折る。

　悲鳴──銃が地面に落ちる／リンダの右手首がぐにゃぐにゃになって揺れている。

「ワイズ！」

　倒れた切れ者ワイズマン──濁った吐息／ごぼごぼ／ぶくぶく──喉に空いた穴から血の泡。

　破裂した右目が宙を見ている──機械の左目が白く光っている。

「ワイズ！　しっかりしろ、ワイズ！」

　ひざまずいて脈を取る──ウフコックでなくても嗅ぎ取れそうな死の臭いが満ちる。

　ふいに音が消える──耳鳴り／静寂。

　自分の口から迸る叫びが、物音をかき消していることに気づく。

　大きく息をつく──冷静さを求めて喘ぐ／ぜいぜい喉を鳴らす。

　振り返る──折れた右腕を抱えて泣いているリンダ・シムズ。怯えきって助手席まで退き、縮こまって震えている。

　その襟首をつかんで引きずり出した。「なぜ撃った！」

　悲鳴──泣き声。「だって、あの中に、あれが……銃と一緒に……」

　見る──ダッシュボード＝銃が隠されていた。

　携帯電話──メッセージの表示。

『ＳＨＯＯＴ　ＨＩＭ／Ｌ４Ｅ』

　いつか見た罠が再び目の前に現れる。

　襟首を握りしめる。「なぜ指示に従った！」

　弱々しいすすり泣き。「Ｌ４Ｅに従えって、ビッグ・ドライバーって人が……ジムも私も犯罪者にならないようにするって言ってたから……だから……」

　放り出す──しくしく泣きながら床に落ちたハンドバッグを左手で探るリンダ・シムズ。

　錠剤──その手を押さえる。

　中毒者の叫び。「痛いの、とっても痛いの。お願い、飲ませて」

　携帯電話をその顔に押しつける。「今すぐビッグ・ドライバーに連絡し、０９法案の男を銃で撃って殺したと言え。ただし俺がここにいることは話すな。負傷したと言って、相手にここに来てくれるよう泣きつけ。そうすれば好きなだけ飲ませてやる」

　泣きながら従うリンダ──携帯電話を操作／声。「あの……私です……リンダ・シムズ……はい……。その、男の人を、撃ちました、私……」

　運転席付近の地面を覗き込む──すぐに銃を見つける＝拾う。

　安全装置をかけて、ふとグリップについたいくつもの線状の傷に気づく。

　銃──九ミリのリボルバー。

　ショックで手が止まる。立ちすくむ。目が離せなくなる。見つめる。

　グリップの傷──針金で手に固定した跡。

　間違いないという確信。

　ロック・ネイルズを射殺した銃／ロビンソン・レザーが自殺した銃。

　かつて失われた証拠品が、最悪の状況となって返ってくる。
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　ウフコックが必要だった。

　どうすればいいか話し合いたかった。

　自分からどんな匂いがするか訊きたかった。

　変転──考え得る限りの悪化。

　なぜウフコックを呼び覚まさないのか──考えることをやめていた。

　声──囁き＝〝ちょいと良心を眠らせりゃいい〟。

　わかっていた。

　冷静さでは越えられない。

　冷静さでは対処を思いつけない。

　冷静さ以上のものを今すぐ選び取らねばならない。

　虚無──全ての悪徳を呑み込むために必要なものを。

　死体──ワイズの車のトランクの中。

　咄嗟の行為＝暗殺は罠の一部に過ぎない──罠の正体を見極めなければならない。

　自分の車をゴミの陰に移動させ、エンジンを停止して待った。

　ワイズの車──リンダ・シムズの車。

　車内でぼうっとなっているリンダ──錠剤の服用。

　長い長い時間が過ぎる。

　虚無がさらに大きく膨らんでいって自分そのものになる。

　都市に殺されたものの姿が脳裏をよぎる──何度も打ち消す──何度も現れる。

　オセロットの不気味な黒い亡骸。

　ウフコックが同じように廃棄されるところを想像することができた。

　この上なく仔細に、最後に残された自分の良心が死ぬところを想像できた。

　虚無が囁く──ワイズの声で。

〝しっかりと良心を眠らせておくんだな。でないと良心を殺されちまうぜ〟

　冷静さではもう乗り越えられなかった。

　やがてヘッドライト──見知った車が停まる。

　運転席からビッグ・ドライバー──他に乗員なし。

　二台の車に歩み寄る。「死体はどこだ？　おい、殺した男は？　銃はどうした？」

　朦朧としているリンダ──ろれつの回らない返答。

　宙を仰ぐビッグ・ドライバー。「参ったな」

　跳躍──重力フロートを展開／その背後に降り立つ。

　ぎょっとなって振り返るビッグ・ドライバー──その顔面を殴りつけた。

　相手が懐へ手を突っ込む──蹴り飛ばす──その肩をつかんで車の方へ押し出す。

　開きっぱなしのリンダの車のドア──思いきり蹴って閉める＝ビッグ・ドライバーが挟まれて呻く。胸を押さえる。額からしたたる血。「待ってくれ、おい、あんた……」

　髪をつかんで地面に引き倒した。

　千切れた髪を払う。相手の指をつかむ──何本かまとめてへし折る。

　悲鳴──相手の懐から銃を奪い、のしかかってグリップの底で乱打した。

　血の涎よだれ──ぜいぜい喘ぐビッグ・ドライバー。

　相手から奪った銃をこめかみに押しつける。「リズ・ブラウネルは連邦検事の保護証人になることを了解したのか？」

「ま……ま、待ってくれ、俺は……」

　撃鉄を上げる。

　ぎゅっと目を閉じるビッグ・ドライバー。「そ、そ……そうだ！」

　銃をねじこむ。「なぜだ」

「り、理由はわからん……た、ただ、リズは連邦検事の提案が気に入ってた」

「お前にこのＬ４Ｅの仕掛けをさせたのはリズと連邦検事か？」

「い、いや、違う……リズだ。一年以上も前から、俺はただリズの指示に従ってただけだ。これがあんたらから０９法案を手に入れる仕掛けだとわかったのは最近だ」

「０９法案を手に入れる？」

「リ……リズはそう言っていた。た、ただ、リズは連邦検事と組む前に、Ｌ４Ｅと組むことを決めてた。０９を欲しがってるのはＬ４Ｅなんじゃないかと俺は思ってる。俺はただ、リズの言う通り、ヤクの材料を売って、後の面倒を見てただけだ」

　ビジョン──赤い光点ターゲツトの幻がそこら中に見える。

「お前はＬ４Ｅの正体を知っているのか？」

「お、俺にはわからん。リズは知ってるんだろうが誰にも話しやしない」

「なぜジム・ラッセルを使った？」

「そ、それもリズの指示だ。最初は工場で働いてる連中に、ヤクを作らせて売るってだけの話だった。それを工場の主人の息子が横からかっさらったんだ。系列外の、それも素人のガキどもに馬鹿な真似をさせるわけにはいかんが、リズは放っておけと言った。それどころかＬ４Ｅはそのガキどもが気に入ったらしかった」

「気に入った？　自分の恋人としてか？」

「い、いや、違う。そういうんじゃない。ヤクの取り引きが、とんでもなく広がってるように見せかけるのに、ちょうど良いってことだ」

「学生間の麻薬売買が、あたかも警察やＬ４Ｅとも結びつき、グループを形成しているかのように見せかけたんだな？」

「そ、そうだ。で、適当なところで、ヤクを売ってるガキどもの誰かをお前のところの証人にさせようと仕組んでたらしい。でなけりゃＬ４Ｅの錠剤をあんたらが手に入れるよう小細工をするって──」

「自分たちで操作できる事件を我々に投げ与えた？」

「そ、そうだ。そういうことだ」

「ジムもデウィットも動かせなくなり、代わりにリンダを使ったか？」

「そう、そういうことだ。あの娘を本気で捜すのはあんたらしかいないからだ」

「リンダに使わせた銃はどこから手に入れた？」

「リ、リズから渡されたもんだ。俺は知らん。あ……あの銃になんかあるのか？」

　銃のグリップ＝殴りつける──大量の鼻血／眉の付け根が抉れる。

「ま……ま、待ってくれ！　頼む！　勘弁してくれ、本当に知らないんだ！」

「どうやって０９を手に入れる？　リズは何と言っていた？」

　血ち反へ吐ど──苦しげな息。「あ……あんたらは、そのうち兵隊が足らなくなると……。そ、それで、ちょうど良い兵隊がいるってことで、そいつらを使おうって話だった」

「兵隊？　０９の技術を使える存在がいることは確かだな？」

「わ、わからん。も……もともと、あんたらの仲間だった連中だって話だ。俺より、あんたの方が詳しいんじゃないのか。た、ただ、そいつらは結局ダメになったらしい」

　咄嗟の連想──〝仲間〟＝研究所＝サラノイ──シザース。

　胸が悪くなる＝オクトーバー社の巨大な影に覆われる気分。

「ダメになったとはどういうことだ？」

「り、理由を訊かれても俺にはさっぱりわからん。た……ただ使えなくなったとしか聞いてない。そ、それで、その代わり、半分死んだ連中を、あんたらが欲しがるような兵隊にするんだってことを、リズは言っていた」

「半分死んだ連中？　誰のことだ？」

「そ……そいつらも、あんたの方が詳しいんじゃないのか。ほら……フライトの前の部下どもだ。ガスを浴びてろくに歩くこともできんようになっちまったって連中のことだ」

　ぞっとなる。

　イースターの言葉──〝心当たり〟。

　ワイズ──〝とっくに包囲されてる〟。

　憤怒が恐怖をかき消す──かろうじて。「０９の技術を使って〝戦闘部隊〟の肉体を改造し、我々のメンバーとして送り込み、ともに事件を捜査させ、我々を消した後で０９法案のシステムだけを奪う気か」

「い、いや……あんたらを消すとは限らんと言ってた。あ、あんたらが気づかないか、気づいたとしても取り引きができるようなら、そのままあんたらを使うと。け……消すまでもなく、欲しいものだけ手に入れるとも言っていた」

「欲しいものだけ？　我々から０９法案だけを奪うというのか？」

「リ、リズは、法案を割るんだと言ってた」

「割る？　どういう意味だ」

「わ、わからん。お、俺には見当もつかねえ。本当だ、勘弁してくれ」

　立ち上がる。

　怯える男──銃口＝引き金。

〝どちらが羊か、相手に教えてやるってことだ〟

　囁き──一瞬の思案。相手から銃口を外した。

　懐で眠る良心に半ば従う──半ば背く。

「リンダ・シムズを俺の車まで運べ、ビッグ・ドライバー。お前を保護証人として拘束する。命だけは助けてやる」








21






　三階＝特設スウィート。死者の記憶の上に設けられた〝資料室〟＝保護拘束施設。

　リンダ・シムズとビッグ・ドライバーを別々の部屋に閉じ込めた。包帯。痛み止め。リンダが所持していた錠剤。冷蔵庫に二日分の食料と水──それらを分け与える。

　外から鍵──四重のロック。

　急いで現場へ帰還──ワイズの車＝トランクにワイズの死体。

　暗闇で死者の顔が出迎える。

　九ミリのリボルバー＝銃口をワイズの顎の付け根に押しつける。

　逡巡──胸が痛む。

　撃つ──無線通信／位置を確認する手段を破壊する。

　ワイズはもう何も言わない。

　その囁きだけが暗闇にこだましている。

　トランクを閉める──運転席へ／車を走らせる／二キロ先の海岸。

　車から降りる──開いた窓の外からハンドルを握ったまま坂道を転がす。

　ゆっくりとした加速。

　人数規制──一人欠けたことを誰かに悟られるわけにはいかない。

　そして落下──ワイズの爆心地グラウンドゼロ／飛沫／海に沈む車。

　駆け足で戻る。

　夜が明け始める。

　ワイズの死体が発見されるまでどれくらいの猶予があるか目算をつける。

　希望──永遠。期待──数年。現実──数週間から数日。

　リンダとビッグ・ドライバーの車は放置／自分の車に乗り込む。

　街へ──取らねばならない裏を取るために。

　連絡──すぐに出る。

　眠らない男から、眠れない孤独な老医師へ。

　聴取──サインを盾に了解させる。

　午前六時前──シンフォレスト病院に到着。

　受付で書類を見せて押し入る。研究室のドアをノックする。

　ビル・シールズが陰鬱な顔をあらわす。「昨日の今日で、何かあったのかね？」

　大いなる悪化──ありったけの冷静さを分厚くまとう／すり切れたボロをまとう気分。「シザースを０９メンバーとして登録する件について、何か聞いていますか？」

　老医師の顔色が変わる。「いや、私は……」

「あなたにもシザースの管理義務がつきまとう。法令はあなたをも責任者としてみなすでしょう。サラノイ教授からその件について話がなかったはずはない」

　部屋の隅へ行くビル・シールズ──まるきり死を待つ者の歩み。小さな椅子に腰掛け、悲しげにこちらを見上げる。「サラノイ教授は解雇される。聞いていないのかね？」

　衝撃──見たことも聞いたこともない罠に落ち込んでゆく気がする。

「解雇……？　オクトーバー社を？」

「グッドフェロウ氏はその気だ。彼はシザースを廃棄処分にしたがっている」

「廃棄……？」息が詰まる──研究所に関わる者にとって死の宣告に等しい言葉。

「とはいえ、そうそう五体満足な人間を抹殺するわけにもいかないはずだと、私は信じている。具体的にどういう決着になるかはわからないが、サラノイ教授もシザースたちも、もうここに来ることはないし、私が会うこともないだろう。彼らは街を出た」

「どこへ行ったか心当たりは？」

「全てを失う前に、いったん古巣へ戻ると言っていた。君もそこにいたのだろう？」

「研究所に戻った？　なぜ？」

「わからない。彼ら自身の研究に関することだろう」

「なぜシザースを廃棄処分に？」

「突然のことで私も詳しく理解しているわけではない。ただサラノイ教授自身が、いつかこうなるかもしれないことを予期していたと私に言った。シザースにはそれだけの秘密があったのだと」

「シザースの秘密？」

「それが何であるか私は知らないし、知ることが危険につながるような気がしている。君のところのリーダーも、それで命を失ったとサラノイ教授から聞いたが……」

　突然、何かがぴんとくる。

　クリストファーの拷問ビデオデータ──執拗に０９について言及し続ける道化の姿。

　メンバーに遺志を伝えると見せかけて、相手の意識をシザースから逸らそうとした？

　拷問官の問い──〝お前の情報源〟。

「……どうかしたかね？」

「いえ……。では、その秘密が露見しなかった場合は、シザースを０９メンバーにする予定だったんですね？」

「おそらくは。だが、グッドフェロウ氏はシザースについて以前から懐疑的だった」

　弟のファニーコート検事補の影がちらつく──シザースを最大活用したがる集団主義者が、罠の設計役を買って出たとしたら。

「以前、我々が保持する技術が流出したことがありましたが──」

「知っている。だが、サラノイ教授やシザースが関わっているとは思えない」

「新たに設定された０９メンバーに関する技術について、あなたが協力を要請されたことは？」

「いいや。私はもはや、薬品開発と臨床試験で精一杯の人間だ。人体を別のものに置き換える技術を新たに学ぶことも、その際に倫理が犠牲になることにも耐えられない」

　薬品──いくつも小分けされた粉末に目が行く。「意識を消す薬でしたね？」

「意識の拡散だ。昨日も言ったが、眠りではなく、まどろみに導くための」

　ふいに──今度こそ本当に、冷静さが何の役にも立たないことを思い知る。

　懐で眠る良心──その亡骸が今までにない鮮やかさで思い浮かぶ。

　大きく息をついた──虚無を吸い込んだ。自分の中で虚無が膨れあがるのがわかった。パートナーを失う恐怖がそうさせた。都市の全てに恐怖していた。

「どれくらいの時間、まどろみの状態に？」

「最長で二十八時間の効果があることを確認している」

「体重およそ二百グラムのネズミを同じ状態にする上での分量はわかりますか？」

「ずいぶん大柄だな。むろんわかるが……なぜだね？」

「証拠品として預からせていただきたい」

　訝しげな顔。「法執行のためであれば仕方ないが……今、君が言った、二百グラムのネズミに効果があるだけの分量をかね？」

　鼓動──虚無をもってねじ伏せる。

「そうです」

　立ち上がるビル・シールズ──釈然としないまま従う。「最長の効果が欲しい？」

「はい」

　端末を操作する老いた手──体重から正確な分量が算出される。機材がその分量をカプセルに封じ込める。

　僅か数分の作業──あまりに簡単すぎて恐れおののく。

「さあ、持って行ってくれ。ネズミかその他の小動物に投与するなら、水か餌に混ぜるのが良いだろう。無味無臭なので避けられることはない」

　受け取る──手が震えないよう、ゆっくりと。「御協力感謝します」

「なぜそれが必要なのかは知らないが、できればこれ以上、私から何も奪わないで欲しい」

　うなずく──良心を守るためなのだと告白したくなる。

「誰にも奪わせはしない」

　誓い──沈黙の内に全てを隠して。
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　朝──自宅／シャワー。

　死の臭いを落とす／虚偽の臭いを落とす。

　たった一晩で世界が本性をむき出しにして襲いかかってきた気分。

　ビジョン──炎が追ってくる。どこからでも。あらゆる場所から迫ってくる。

　こだまする声──〝羊じゃねえ。羊じゃねえんだ〟。

　すり切れた冷静さが溶け崩れて消え去る。

　ビジョン──暗い心の虫食い穴が広がって、巨大な闇へと変わってゆく。

　今このときの変化ではない。いつの間にか少しずつ加速していた軌道。

〝ハロー、モンスター〟

　真実の声──その罪深ささえ虚無の中に落とし込んだ。

　零れ出す嗚咽を止めることができないまま。

　ビジョン──長いときをかけて落下し続ける一個の爆弾としての自分。

　部屋へ戻った。

　食事の用意──テーブルの上に自分の銃＝ふいにぐにゃりと歪んでネズミの姿に。

　それを見つめる／コーヒーを淹いれたカップを手に近づく。

「お前がそんなに濃い香りのするコーヒーを飲むなんて珍しいな」まだ眠そうなウフコック。「大量のカフェインは冷静さを保つ邪魔になると言ってたのに」

「やる気を出すためだ。思ったより退屈な事件で飽きがきている」

「Ｌ４Ｅ絡みなのに？」眠たげに食事に手をつける──ピスタチオ／パンのかけら／レタス／水に溶かした粉末。

「当てが外れたという気がしている」

「何か新しい事実が？」

「詳しいことはオフィスで皆に話す。早く食事を終えよう」自分も手をつける──パン／ベーコン／サラダ＝香りの強いドレッシング。

「せめて犠牲者の家族にとって少しでも慰めになる解決になればと思う。残された者が希望を抱けるような」

「俺もそう思う、ウフコック」

　ぼんやりとした微笑──まどろむような声が零れ出す。「何となく……もう少しで俺の有用性の意味が、もっとはっきりわかる気がするんだ。クリストファーが俺に何を期待していたのか。個々人の救済……犠牲者の側に立つ武器であることの意味が。それは多分……俺という道具が意志を持ったのは……ただ優れた武力を持ったり提供したりするというより、自分自身が武力であることを体験する者が必要だったからなんじゃないか……。クリストファーは、犠牲者や武力といったものを、もっと別の観念に変えたかったんだと思う。個人の……救済にとって、必要な何かに」

「ああ……俺もそう思う」呟き──唯一の偽りのない返答。「お前は、個人を救済するために生まれてきた。お前の使い手を……お前の存在を求める者全てを救済するために」

　にこりと笑うウフコック──まるで聖なる何か。「なんだかお前から、とても優しい匂いがする。きっと、事件解決の正しい道筋が見えたんだな」

「ああ」折れそうになる心を虚無が支えた──心が虚無になった。「その通りだ」

「良かった……とても嬉しい。……それにしても今日はなんだか体がだるい」ますますぼんやりとする──こちらを見つめる／瞬きを繰り返す。「何だか……ぼうっとする」

「オフィスに行くまで寝ていてもいい」

「そうか……すまない。どうも調子が悪い。気分は悪くないんだが……ボイルド？」

「なんだ？」

「俺が必要なときは起こしてくれるか？」

　ちっぽけなネズミの問い──この世の何よりも重く響く。

「ああ」うなずく──震えないよう、ゆっくりと。「もちろんだ」

　微笑み。「パートナーだものな」

　微笑み──虚無を隠して。「そうだ。お前は俺のパートナーだ」

　小さな目が閉じられる──小さな体がゆっくりと倒れる──手のひらで受け止める。

　寝息──穏やかに。

　干渉する──自分の手のひらに移植された金属繊維＝変身ターンを命令。

　ウフコックがぐにゃりと形を変える／望むものへ姿を変える。

　六四口径の銃──形持つ虚無。

　限界値クリテイカルを突破するために。

　事件──遭遇した悪夢を背負う。




　車を走らせる。加速──可能な限り。

　オフィスへ転送済みの報告書──ジムとデウィットとリンダについて。

　事件を根底から吹き飛ばす爆撃──ただし、０９に関する取り込み工作のこともシザースの廃棄についても伏せたまま。

　郊外へ出たところで車内電話のコール──イースター。「ボイルド？　報告書を読んだよ。これって、本当に本当なの？」

「そうだ。今日中に全ての裏を取り、この事件からできるだけ無傷で撤退する」

「む……無傷ったって、そんなの、全ての事件当事者と関係者が、死亡または失踪するくらいしかないよ。どうしたってペナルティは科されるんだ」

「ならばペナルティを最小限にする方法を考え出せ。それと、メンバー補充に関してお前が言っていた〝心当たり〟とは、誰のことだ？」

「元警察官だよ。フライト刑事の前の部下で、神経ガスの後遺症に苦しんでる。彼らを０９メンバーにするには、警察機関との協調が必要で、それで手間取ってる」

　今日最初の裏づけ──ありとあらゆる場所に敵の手が及んでいるという思い。

　相手の容赦ない包囲殲滅を待つだけだという絶望を、心に満ちる虚無が抑え込む。

「それより君はどこにいるんだい？」

「言った通り、全ての裏を取りに向かっている。明日、オフィスに顔を出す」

「ウフコックと一緒かい？」

「ああ」

「ワイズは？　リンダ・シムズを見つけたのはワイズだろう？」

「連絡は取るな。ワイズはリンダをつれて地下に潜った。情報が集まるまでの潜行だ。ラナにはフィッシャーマンズ・クラブの関係者をリスト化し、Ｌ４Ｅの錠剤の製造機の入手ルートを確定させろ。それが済むまでに、お前は俺たちとラッセル家をこの事件から撤退させるんだ。でなければ連邦検事が隙を衝いて何か仕掛けてくるかもしれん」

「それなんだけど、もう来てるよ」

「──なに？」

「法務局の窓口を通した要請書だ。リンダ・シムズを保護拘束下に置くって。身柄を引き渡せって言ってきてる」

　怒り／恐怖──ビッグ・ドライバーの失踪でこちらが動き始めたことを察している。

「あらゆる手段で拒絶しろ。この事件を誰にも奪わせるな。良いな、イースター」

「う……うん。何とかやってみるよ。ウフコックは何て言ってるの？」

「これ以上、誰も犠牲にならない方法が欲しいと言っている。明日になれば俺がラッセル家に、息子が実は麻薬売買のボスに成り上がろうとしていたことを話してやる」

「わ、わかった。穏便にいこう。なるべくどこともトラブルを起こさないようなやり方で決着をつけられる手続きを考えるよ」

「そうしてくれ」さもなければ死人の山が出るかもしれないという思い。

　車内電話をオフに──アクセル──加速──加速──加速。

　街を離れ、いつか来た道を戻る。

　脳裏──バスの中。

　眠りこけるクリストファー。馬鹿騒ぎするメンバーたち。ウィスパーを気遣うイースター。オセロットとウフコックが近づいてくる街を珍しそうに見つめている。

　希望──十人と二匹の。

　全て奪われた。

　いや、まだだ。

　残された者のために──より多くを残す。

　こだまし続ける声──〝羊じゃねえ。羊じゃねえんだ〟。

　心の底では最初からワイズに賛成していたのだという思い。

　最初からあの娘を射殺しておけば──その償いのために走る。

　途中──文書の転送＝リスト。ラナの経過報告。

　追加メッセージ──冷ややかに。『悪運はいつものこと』

　意外なほど勇気づけられる。

　ガソリンスタンド──給油／食事。

　すぐに走り出す──眠らない男／止まらない男／止められない時間の経過を呪う。

　半日の行程。やがて山岳地帯に入る。

　森──植林／終わった戦争＝無人戦闘機が墜落した跡を木々で覆い隠している。

　そして丘──巨大な施設の姿が現れる。

　永遠の閉鎖を求める楽園──ロータリーに滑り込む。モニター＝警備員の応答。

　事前に要請した聴取──管理者に応じる意志あり。

　車を降りる。分厚い扉が開く──悪運に満ちた者たちを収容する施設。

　歩み入る──突破すべきものの巨大さにおののきながら。

　生き残るために。
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　変わらぬロビー──受付。激減した職員の数。

　管理棟ではなく、研究室の一つへ行くよう指示される。

　そこで得体の知れないものが待ちかまえていた。

「ようこそ、楽園へ。ここでの日々が懐かしくなったかね？」

　チャールズ・ルートヴィヒ──頭部だけ。

　首の下に機材／コードの束／パイプ／栄養素の詰まったタンク。顔の周囲に針金──まるで馬鹿でかい鳥籠の中に入った人間の頭部。

「私の姿に驚いたという顔だな。悪性の癌で、切り離すしかなかった。ちなみに周囲にあるのは私の生存を保つための機材だが、将来は小型化し、移動を容易にする予定だ」

　楽しげ──閉鎖された幸せを誰より感じている、正真正銘の首だけの男フエイスマン。

　被験者を切り刻んできた報いだという思いさえ雲散霧消する。

　礼儀──無難に。「それは……残念だ」

　心外という顔。「まだ生きておる。お悔やみならしばらくは不要だ。それはさておき、君の用件をまだ聞いていなかったな」

「シザースはこの施設にいるな？」

「今少し遅かったな。シザースたちはすでに彼女をつれて出て行った」

「彼女？」

「迎えに来たのではなかったのかね？　あれは君の子供でもあると聞いているが？」

　いきなりのショック──棒立ちになる。

「違うのかね？　０９法案に基づいて、君が、ナタリア・ネイルズに遺伝子を提供したと、他ならぬ彼女から聞いているが……」

　口をついて出る──半ば呆然と。「そうだ……俺が、その子供の父親だ」

「ふむ。彼女たちは実に興味深い存在だ。数十種類もの殺人ウイルスと共存し、独自の神経系統を発達させた、まさに新人類だな。その上さらに重度の妊娠中毒症に冒された彼女を救えるのは、この施設しかなかっただろう」

「妊娠中毒症？」

「やれやれ。彼女の安全のため、誰にも知らせないと聞いていたが、よもや父親である君にも伝えていないとは思わなかった。心配しなくとも、彼女は万全のケアのもと、ここの人間と仲良くやっていた。特にトゥイーたちは彼女の話に興味をかき立てられていたし、彼女の子供のことも非常に可愛がっていた」

「……生まれたのか」

「当然だ。健康な女の子だ」

　ショックを追い払う──動揺が尾を引く。「シザースは、なぜここに来た？」

「なぜナタリア・ネイルズをここに預けたのかという意味であれば、安全であるということもふくめて、ここ以外に彼女の要望を完璧に満たす施設はなかったということだ。また、つい先日シザースたちが訪れたのはなぜかという意味であれば、彼ら自身の存続に関わる問題が発生したからであり、ナタリア・ネイルズとその長女もまたその問題に関係しているからだ」

「存続？　廃棄処分のことか？」

「そうだ。どうやら民間では彼らの存在はまだまだ受け入れがたいらしい。またナタリアとその長女が彼らの存続の鍵となるということで、ここから連れ出した。もともと彼女自身が、いずれここを出ることを望んでいたから、私としては貴重な被験者を失うことは辛いが、当初からの契約に従わざるを得なかった。心配はいらないだろう。すでに彼女たちがここを出たことはシザース同士で伝達されており、上位の者が安全確保に万全を期しているはずだ」

　混乱──ぐらつく。「上位？　あの二人と猿には上下関係があったのか？」

　面白がるような顔。「いいや。なるほど。クリストファーもシザースに関しては君たちにも教えなかったようだ。確かに今の事態を考えれば適切な対処だと言えるだろう」

「クリストファーが……？」

「もともとシザースは、クリストファーとサラノイの共同研究だ。そののち表向きはサラノイが全ての研究を統括するようになったが、その成果は常にクリストファーと分かち合われていた」

　得体の知れないショックの連続。「……それは、ここを出た後でもか？」

「そうだ。もっぱらクリストファーは０９法案の成立と拡充に奔走していたようだが、とはいえシザースの計画については逐次報告を受けていたらしい。そうそう、クリストファーのことは、こちらこそお悔やみを申し上げねばならんな」

「いや……」またもや呆然となりかける──裏づけを求めて口を開く。「シザースについて、クリストファーが俺たちに教えなかったこととは？」

「シザースは二人と猿一匹ではない。私が知る限り、百五十名を超す集団だ」

　戦慄──唖然となる。

「長年、その事実はこの研究所内においても伏せられてきた。表向きはエッジスとブレイディとスクリュウのみがシザースであるというように。理由は、今の君の反応を見ればわかる通り、シザースではない者からの拒絶反応があまりに激しいからだ。シザースがシザースであるというだけで、全世界から孤立しかねない」

「シザースの存続に、ナタリアが関係しているというのか？」

「彼女たちの神経系統が素晴らしく特殊なものであることは君も知っていると思うが？　彼女もその長女も、シザースの上位に属している。特に長女は、将来的にシザースたちを統すべる存在になるからだ」

　ぞっとなる。「ナタリアがシザースだと？　なぜだ？」

「さて……。彼女とシザースたちとクリストファーが話し合った結果、彼女が決めたことだ。私になぜと聞かれても困る。私はただ、彼女の望む通りの万全な態勢を整え、その健康を最大限保持しただけだ」

　怒りが湧き起こる。「彼女を被験者として扱ったのか」

「街の病院に預けたほうが良かったかね？　それがナンセンスであることはわかっているだろう。それに、ここに来たことも彼女の意志だ。少なくとも私は彼女からそう聞いている。彼女は、君がどんな施設でどんな日々を過ごしたかを知ることができて良かったと言っていた」

　怒り──悲しみ──どちらも呑み込む。「シザースは０９メンバーになると目もくされていたが、ある秘密が露見したことで中止になった。その秘密というのは……」

「たった今、私が話したことだろうな。集団としてのシザースは、実に多大なる拒否反応を引き起こす」

「なぜ露見した？　それほど厳重に隠されていた情報が漏洩した理由は？」

　溜息──この研究所の外にある世界全てに呆れたような口ぶり。「０９法案を適用する上で、連邦司法局がデータの閲覧をはかったのだろう。サラノイ教授が全力で防ごうとしても、国家的なシステムの前ではなすすべもなかったに違いない」

　はっとなる──にわかに盲点に気づく。「司法局を通してか……」

「うん？　どうしたね？」

「以前、クリストファーが敵に拉致された際、我々のデータが敵側に洩れたことがある。この研究所からデータが渡ったかと思っていたが……」

「ここの基本原理は閉鎖だ。そうそうデータを渡すはずがない。もしどうしても過去の研究データが欲しければ、すでに政府に提出されたものがあるはずだ」

「そのデータを司法局の権限で閲覧させたということは……」怒り──本物の／あらゆる報いの焦点が定まる。「我々０９側のデータを敵に流したのは、この研究所ではなく、フレデリック連邦検事か」

　咄嗟の推測──連邦検事はクリストファーの独立を阻止したかった。

　根拠──こちらが追跡できないほど完璧に痕跡を残さずデータを手に入れられた。

　推測──クリストファーもまたフレデリック連邦検事の動きを察していた。

　理屈──クリストファーは０９メンバーの知らないところでシザースと連携し、ナタリアの安全確保をはかった。

　想像──フレデリック連邦検事も、まさか部下やクリストファーが殺害されるとまでは思っていなかった。

「ふむ。何やらこの研究所に対する君の疑いが晴れたようで何よりだ」

　なおも疑念──長年のボスの暗躍。

「クリストファーがシザースの研究から降りた理由は？」

「サラノイが全てを統括したほうが良いと判断したのだろう。サラノイはシザースをできるだけ地位の高い組織に属させたがっていた。その点でクリストファーと意見が違ったものと私は見ているがね」

「いや……オクトーバー社だ。クリストファーはもともとシザースをオクトーバー社に近づけたかった。そのためには自分がいてはかえって邪魔になるからだ」

「さてさて。世間一般のそうした益のない駆け引きについて、私は無関係であることを主張させてもらおう」

〝厚顔無恥フエイスマン〟の撤退戦術──構わず口に出して追い込む。「クリストファーは、あらかじめカトル・カールとの対決を予期していたふしがある。いや、そもそも自分が拉致されることもふくめてだ。なぜだ？　この研究所がカトル・カールを開発したのか？」

　顔をしかめる──心底から忌み嫌っているという表情。「二十四の特殊尋問に関する技術指導かね？」

「なに？」

「かつてこの研究所が作成を命じられたものだ。戦地の捕虜から最も効率よく情報を引き出すとともに、心理作戦において勝利するための基本方針だよ。私もクリストファーもサラノイも、概要作成に関わらざるを得なかった。他の大勢の研究者たちもだ」

　記憶──エルマー・プリッツ／カトル・カールのストイックな活動＝教化。

「その尋問技術を、誰が使用管理していた？」

「戦略統括部の誰かであるということしかわからない。あの件に関しては、全てがトップシークレットだ。尋問技術についても存在自体もはや抹消されている。だがそれらを戦地で駆使した者たちが、機械化されて都市で非合法な活動に従事していたことは、シザースたちから聞いている」

「この研究所で機械化したのか？」

「いいや。この研究所の初期の成果が、外部機関で適用された」

「あんたが、そうしたのか？」

「そうだ。しかし恥ずべき取り引きを許容したのは私ではない。戦略統括部の判断だ」

「取り引き？」

「戦地で行われた数々の拷問の記録を、ここの研究に役立てるということだ」

　息を呑む。エルマー・プリッツのライフワーク──その活用。

「カトル・カールの誕生に手を貸したのか」

「そういうことになる。それについては当時、ここに所属していた全ての研究者が関係している。私は最初の取り引きだけでその後の関係を全て拒否したが、クリストファーとサラノイは、機械化された兵士たちの追跡をはかっていた」

「追跡？　どうやって？」

「私は聞いていない。馬鹿げたことに関与したくなかったからだ。二人が何らかの手段で、非合法と化した機械化兵士たちの監視を試みていたのは確かだろう」

「その取り引きを提案した人間は特定できるのか？」

「戦略統括部の誰かの命令だ。私たちに与えられるのは命令書であって、軍の人間がわざわざ足を運んで、これこれこうしろと依頼することはない」

　ちらつき始めるビジョン──怒り。「その誰かが俺に爆撃させるよう命じたのか？」

「ふむ。君の失点についてかね？　君が敢行した爆撃が、意図された誤爆であり、証拠湮滅のためのものであったという可能性については、まことしやかな噂として聞いたことがある。もし事実だとして……一切の証拠は残されていないだろう」

　頭部だけの人間が息をつく──小首を傾かしげる。

「さて、他に質問はあるかね？」

「あんたは、まだシザースやサラノイ教授と連絡し合っているのか？」

「私が中立を保てる限り、そうしている」

「俺がここに来たことをシザースに伝えて欲しい。俺にはシザースを迎え入れ、サラノイ教授を保護する用意がある。俺からコンタクトを取るよりも効果があるはずだ」

「彼らを証人に仕立てるつもりかね？」

「悪い取り引きではないはずだ。我々が率先してシザースを０９メンバーとして迎え入れる。そして彼らが知る全てを明らかにし、敵対する相手全てと拮抗する。そうでなければ、あんたを確保して、機械化された兵士について公の場で語ってもらうことになる」

　了承──〝厚顔無恥フエイスマン〟の安全確保。「わかった。すぐに彼らに伝えよう。落ち着いたらいつでもまたここを訪れたまえ。トゥイーたちも君とウフコックのことを懐かしがっている。彼は元気でいるかね？」

「ああ」半ば背を向けながら返す──都市に殺されるかもしれないとは告げずに外へ出た。
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　大勢の人間を永遠に閉じ込める巨大な鳥籠に背を向け、車を走らせる。

　夕暮れ──可能な限りの加速。

　ビジョン──女／その子供／シザース──炎の中に数々の答え＝衝撃／疑念。

　わけを聞かなければならない／借りを返さなければならない。

　生き残らねばならない──これ以上の何かを犠牲にさせられることなく。

　森を出たところで車内電話にコール──見知らぬ番号。出る。「シザースか？」

「そうだ」聞き覚えのある声──ブレイディ。

「チャールズ教授から話は聞いたな？　お前たちを我々が受け入れる。サラノイ教授を保護証人として登録する。それ以外にお互い生き残る方法はないはずだ」

「彼女も私も生き残ることは考えていない」

「……なんだと？」

「サラノイ教授はすでに我々の輪から外れた。彼女の今いる住所を送る。お前たちの保護を受けるかどうかは、彼女に聞いて欲しい」

　受信されるデータ──マルドゥック市シテイの北／別荘地帯。

「待て、お前たちはどうする気だ」

「我々は、我々の原理に従って行動し、結果を受け入れる」

「待て。答えてくれ。サラノイ教授とお前たちは、カトル・カールを追跡していたのか？　そのおかげでクリストファーはカトル・カールの襲撃を予期できたのか？　そのことをカトル・カールの指導者は知っているのか？」

「それについて答えることは我々の原理に外れることになる。サラノイ教授に聞くと良い。彼女はもう我々の輪の中にはいない」

「意味がわからない。お互いに離反したのか？」

「そうだ。我々には守らねばならないものがある」

「お前たちが集団であるという事実を守るためなんだな？」

「答えることはできない。サラノイ教授に聞くと良い。彼女がまだ覚えているのなら。だが私は今のお前に対して、これ以上、協力することはできない」

「どうすれば協力し合える。お互いにメリットはあるはずだ」

「メリットは大きな問題ではない。お前が我々ではないということが最大の問題だ」

　戦慄の提案。「知りたければ、俺にシザースになれとでも言うのか」

「そうだ」

「何を考えている。黙って廃棄処分になる気か。守らねばならないものとはなんだ。俺たち０９が、それを守る」

「沈黙だけが、我々を守るすべになる。お前の質問には答えることはできない。ただし我々にとっても０９の存在は有用だ。可能な限り存続して欲しい」

「ならば協力を──」

「私の同胞たちが、一つだけ答えを与えることを許した。お前たちが抱えている現在の事件当事者全員と、リズ・ブラウネル、そしてフレデリック連邦検事を抹殺しろ。それ以外にお前たちが自由を保てるすべはない」

　さらなる提案──さらなる戦慄。

　ブレイディは狂ったのではないかという思い──相手の冷静な声がそれをかき消す。

「もしお前が、今言った手段で０９の活路を確保し、我々について沈黙を保つなら、協力し合うことが可能となるだろう」

「取り引きか？　お前たちのことを他のメンバーにも話すなと？」

「我々は一度消えなければならない。そのためには沈黙が必要だ。お前が自分の務めを果たしたとき、またこちらから連絡をする」

「待て。ナタリアはどうしている」

「彼女は安全な場所にいる」

「なぜだ……なぜ彼女と子供をシザースにした」

「クリストファー教授が彼女に提案し、彼女がそれを了承した。我々はそれを受け入れただけだ。我々が彼女を変えたわけではない」

「ナタリアとその子供も、生き延びることを考えていないと言うのか」

「彼女たちと私では役目が違う。彼女たちが生存を諦めることはない」

　フェイスマンの言葉──〝シザースを統べる存在〟。

「シザース全員の廃棄を覚悟しているわけではないんだな？　お前たちの目的は何だ。何をしようとしている」

「総和の無ゼロサムだ。それが我々の原理だ。我々はただ受け入れる。廃棄処分は我々にとって大きな問題にはならない」

　混乱──意味不明。「サラノイ教授をこちらで確保することに問題はないんだな？　彼女がお前たちのことを喋りはしないと信じているのか？」

「そうすることは不可能だからだ。彼女は我々にとっても代えがたい存在だった。できれば生存させて欲しいが……おそらく彼女自ら命を絶つだろう」

「なんだと？　彼女に何をした？」

「答えることはできない。生き残るための務めを果たせ」

　通話がオフに──リダイヤル／拒否される。

　埒らちが明かない。

　切り替える──受信した住所を検索──電話番号を手に入れる。

　コール──長い長い間／そして相手が出る。「誰かしら？」

　一息に告げる。「ディムズデイル゠ボイルドです、サラノイ教授。あなたの安全を確保する。我々の側の保護証人となっていただきたい」

「それはなぜかしら？」

「あなたと我々が生き残るためです」

「私は命を狙われているの？」穏やかな声／異様な響き──何かが欠落した感じ。

「ええ、サラノイ教授……」

「あなたたちの保護を受けることで余計に命の危険にさらされるのではないかしら？」

　明らかな危機意識──思わずほっとなる。

「その可能性は否定できません。しかしシザースたちを存続させるために──」

「シザース？」ぼんやりした声──〝猿の女王クイーン・オブ・エイプ〟らしからぬ間延びした調子。「なんのことかしら？　〝鋏シザース〟？　あなた、何かのコードネームを口にしているの？」

　全身に鳥肌──正真正銘の戦慄に襲われる。

「忘れたんですか？」

「忘れた……」不思議そうな声。「そうね。そうかもしれないわ。それで、私に何をさせたいと言うの？」

「我々の保護証人となり、あなたが見聞きした全ての個人的または組織的な不正についての証言者になっていただきたい」

「良いわよ」何ともあっさりした返答。「でも、私、しなくちゃならないことがあるの」

「何ですか、それは？」

「クリストファーが呼んでるのよ」くすくす笑い。「久しぶりに会いたくて」

　恐怖──憐れみ／狂った女の声。

　恐怖──怒り／必死に抱いた虚無でさえ、突破できない壁を感じる。

　希望にすがりつく──呼びかけ続ける。「サラノイ教授、あなたが覚えていることの中で、カトル・カールという集団についての知識はありますか？」

「ええ、あるわ」

「オクトーバー社は？」

「もちろん、あるわ。私、そこで働いているんですもの」

「オクトーバー社とカトル・カールをつなぐ人物または情報について心当たりは？」

　沈黙──低く囁くような声。「あるわ。多分。最近、私、あの人がカトル・カールを作ったって確信したの。そう……だって私、知ったのだもの。彼があの爆撃を命じたんだってことを」

「あの人とは？　彼とは誰のことですか？」

「名前は忘れてしまったけど。顔を見ればわかると思うわ」

「あなたを保護したい。我々がそこに行くまで、待っていて下さい」

「でも私……」

「その後でクリストファーに会えます。大人しく、何もせず、我々の到着を待っていて下さい。いいですね」

「そうね。考えておくわ。クリストファーの気が変わらなければ良いけど。あの人、結局は誰かのことなんて考えていられない人ですもの。いつも大きなものばかり見てて。おかしいわね」

　いきなり通話が切れる──リダイヤル／延々と続くコール音。出ようともしない。

　距離を見る──時間を見る。到着まで早くても二時間はかかる。

　データを送る──すぐさま無線通信。《ラナ、今お前の携帯電話に、ある住所を送った。そこにサラノイ教授がいる。速やかに確保してくれ》

《へえ、〝猿の女王クイーン・オブ・エイプ〟をかい？　相手は承知してんの？》

《今、電話で話した。自殺する可能性がある。俺もすぐに行く》

《驚きだね。いったい何だってそんなことになってんのさ？》

《オクトーバー社はサラノイ教授を解雇し、シザースを廃棄処分にする気だ。理由は……不明だ》

《またまた驚きだね。で、このろくでもない泥沼は何とかなりそう？》

《ああ。今の事件から撤退する上でも、より有用な事件が設定できるはずだ。連邦検事の干渉を防ぎ、０９の存続を確かなものにする》

《了解コピー。ちょいと頼みがあるんだけど。何もかもろくでもない気がして仕方なくてね。それで、あんたから〝幸運を〟って言葉が聞きたいところ》

　心から祈った。

《ああ。幸運を──お前とこの件全てに》

《それじゃ、ひとっ走りするよ》頼れる遊撃手のいらえ。

　加速／できる限り。

　夜が降りる──懐で眠ったままのウフコック。

　眠り続けて欲しい良心──せめてこの事態が片づくまでは。

　どんな悪徳を呑み込んででも突破するまでは。

　ビジョン──炎／暗い海／女が何かを囁いている／ワイズの死に顔が見つめてくる／血反吐まみれのビッグ・ドライバーが、フレデリック連邦検事の姿に重なる。

　怒りを保つ──恐怖をかき消す。追いつめられた絶望感を振り払う。

　全ての事実／全ての明かされざる疑念を抱えて──ただ幸運を祈る。

　半時間後──無線通信。《ヘイ、ボイルド。着いたよ。でもって、参ったね》

《どうした》

《天国への階段を昇り切ったみたいだね。頭に一発。ソファの上で気持ちよさそうに死んでるよ》

　ぐらつく──ハンドルを握る手から力が抜ける／なけなしの希望の念を振り絞る。

《遺留品を調べろ。何か残されたメッセージか隠された情報があるかもしれん》

《いつもの悪運ってやつだね、どうにも》醒めた声──笑い。《フライトの兄さんには連絡しなくていい？》

《まだ教えるな。イースターにも言うな。あいつには事件の撤退方法に集中させろ》

《了解コピー。あんた、最近ちょいと秘密が多いんじゃない？　あたしにも黙ってることって何かある？　たとえばワイズの旦那があの娘とどこにしけこんでんのかとか》

《いや。つかんだことは全て話している。それ以上の事実を俺も求めている》滑らかな嘘──これからすべきことが脳裏をよぎる。ブレイディの提案が脳裏をよぎる。死者の山になるのではという予感に打ち震える。

《それじゃ、ここで家捜ししてるから、なんか食い物買ってきてよ》

《了解コピー》

　加速──逃れられない軌道に引き戻される。

　声──〝羊じゃねえんだ〟。

　声──〝お前の務め〟。

　声──〝ハロー、モンスター〟。

　自分から眠らせた良心──今の自分からどんな匂いがするか訊きたくてたまらない。

　ふいに無線通信。《ヘイ、ちょいと本格的に参ったね》

《何か発見したのか？》

《逆みたい。発見されたってところだね》ラナ──冷ややかな緊張の声。《いつかのピエロが、軍刀サーベルを持ってこっちに来るよ》

　恐怖──本物の。

　心が悲鳴を上げる──込み上げてくるもので胸が裂けそうになる。

《逃げろ。援護ができん。一人で戦おうとするな》

《相手も一人みたいだけどね。くそっ、あたしのバイクにとっくに気づいてるよ》

《走れ。今すぐに。一般人がいる場所へ逃げ込め》

《そう言ったって……参ったね。刀を抜きやがった。逃がさないって感じで外をうろついてやがる》

《逃げろ、ラナ。頼む。逃げてくれ》

《信用ないね、本当》笑い──虚無さえ感じさせる声。《悪運なんて、いつものこと》

《ラナ──》

《あたしだって本当は死にたかないさ。あたしの幸運が尽きないうちに、あんたとネズミの援護が間に合ってくれるって信じてるからね。ほら……ピエロが来た──》

　沈黙。

　その向こう側で行われていることが脳裏に閃く／爆発的に／全身が震える。

　焦燥──恐ろしい現実感を伴って絶望がのしかかってくる。

　加速──加速。

　ラナへの呼びかけ──応答なし。

　悲痛──希望。その振り子の狭間に投げ落とされる。どこまでも落下する。

　虚無の果てへ落ちてゆく。

　マルドゥック市シテイの灯り──その北へ。

　海沿いの道──森へ。

　到着──最後の通信から一時間以上が経っていた。

　飛び出す／銃を抜く／握る──玄関先にラナのモンスターバイク／ハンドルが斜めに切断されている。

　玄関のドア──窓。穴だらけになって引き裂かれている──ラナの掃射。

　室内に飛び込む。「ラナ！」

　猛烈な異臭──血／硝煙。

　リビング＝ソファ──目を閉じた穏やかな顔のサラノイ／左手に銃／こめかみに弾痕＝胸元まで流れ落ちた血。

　惨状──倒れたテーブル／切断された家具や壁──そこら中に掃射の跡。

　明滅するシャンデリア──灯りがほとんど吹き飛ばされている。

　キッチン＝床──火花／切断されたラナの左腕。

　おびただしい血──裏口＝バルコニーへの出口。

　外へ出る。

　バルコニー＝血痕／弾痕だらけ。

　破壊された木彫りのテーブル──その陰にブーツ＝切断された右脚。

　切断された柱──その向こうにラナの右腕。

　さらにその先──長く伸びたはらわた。

　庭＝芝生──下半身／上半身。

　庭＝樹木──ピエロの置き土産。

　髪が絡まり、ぶら下がった──ラナの首。

　ひざまずいて絶叫した。
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　ウフコックが必要だった。

　自分からどんな匂いがするか言って欲しかった。

　今のラナからどんな匂いがするか。

　救済はあるのか──自分の行為にそれはあるのか。

　サラノイの所持品──旅行用トランク。中身をぶちまけて空からにする。

　キッチン──ビニールのゴミ袋。

　血が零れないよう、小分けにした。

　ラナの腕──脚。

　切断された胴体／まき散らされた腸。

　頭部。

　見開かれた目──閉じようとしても閉じない。

　全てトランクに詰め込んだ。

　車に乗せた。

　走り出した。

　敵の工作を阻止する合法的な手段──なし。

　事件から無傷で撤退する合法的な手段──なし。

　巻き返しのための事件設定に必要な証人──なし。

　自分の有用性を証明してくれる者──なし。

　パートナーに全てを告白するすべ──恐怖で想像もつかない。

　シザース──連絡取れず。

　声──〝羊じゃねえ。羊じゃねえんだ〟。

　市内へ──イーストヴィレッジ。

　開発が進む地区──消え去る一方のバラックの群。

　その狭間──放置された工場／その地下。

　かつての拷問施設──警察の捜査＝全ての道具が押収された後の暗闇へ。

　トランクを置いた。

　入念に指紋を拭き取った。

　外へ出た。

　車に乗った。

　ドアを閉めた途端、凄まじいビジョンに襲われた。

　空から降り注ぐ炎が車を包んだ。猛火の中で次々に人影が現れては周囲を取り囲んだ。

　死者たち──メンバー／敵たち。みなが車の窓に手を当てた──車体を揺らした。

　亡霊──後部座席＝バックミラー越しにこちらを覗き込むラナ。

　フロントガラス＝右目のないワイズ。

　悲鳴を上げた／涙を流した。

　炎の狭間にちらつくピエロ──アイスブルーの目。

　泣きながら叫んだ──その軍刀サーベルをへし折って貴様の目に突き立ててやる！　必ずこの報いを受けさせてやる！

　胸の中で眠ったままの良心──永遠に消え去ろうとする感情の残滓。

　声──〝お前の務め〟。

　暗い聖所が扉を開く。

　自分は軌道に乗って加速しているのだという思い──恐怖／歓喜。

　どこまでも落ちてゆく──虚無の果てが近づいてくる。

〝自分自身が武力であるという体験〟

　かつてない虚無が到来する。

〝ハロー、モンスター〟

　その真実の声さえ闇に消えていった。

　そして静寂。

　驚くほど静かな呼吸──まるで完全な機械。

　制止した時間──いや、限りない加速。

　全てがはっきり見える。行動──結果。その全てを想像した。

　これからの行動──罪におののくことさえなく。

　消え去った亡霊たち──残された銃の重み。

　取り出して握った──六四口径の銃。

　虚無が告げる。

　これでは敵の追跡をかわせなくなる。

　敵の罠を逆に利用する必要がある。

　車内のデータを呼び出す──銃を変身ターンして接続機器に。

　ただ一つ残った証拠データをインプットする。

　銃──九ミリのリボルバー。

　その完璧な複製が手に握られる。

　操作──眠っていても応じる万能道具存在ユニバーサル・アイテム／鋼の内部から装填される弾丸。

　車を出した。

　眠らせた良心──まだ失われずにいるもの。

　じきに失われるもの──その代償を求めて。

　病院──二ブロック前で車を停めて足早に近づく。

　闇に紛れて壁を走った。

　０９に保護されたことで移動された病室──個室。

　六階／その窓──防犯機能なし。ガラスを割る／開く／素早く中へ飛び込んだ。

　生命維持装置──穏やかな呼吸音。

　眠れるジム・ラッセル。

　枕を抜き取り、顔面に押しつけ、銃を当てた。

　何の躊躇ためらいもなく。

　引き金を引いた──事前に想像していた通り──二度。

　心拍停止──機械の警告音。

　麻薬と恋人と金を同心円上に置く才能に長けた青年がこの世を去る。

　窓から飛び出して走った。背後──部屋に灯りがつく。騒ぎが起こる。

　車に戻った。本当の騒ぎはこれからだという思いを込めてアクセルを踏んだ。

　声──〝羊！　羊！　羊じゃねえんだ！〟。

　リスト──フィッシャーマンズ・クラブ／その麻薬売買の根。

　リスト──ピートを脅した売人／脅させて銃を売った警官。

　ラナが残してくれたリスト──機械のように従った。

　片っ端から自宅に押し入った。

　八人中五人が就寝中──永遠に眠らせた。

　売人──ピート・ラッセルに撃たれた脚を投げ出し、自宅で深夜番組を見ていた／窓から入り／顔を見合わせ／撃った。

　ダンスクラブ──デウィットと一緒に薬を売っていた青年／トイレに押し込んで撃ち殺した。

　警官──データを引き出す／パトロール中／相棒と離れてコーヒーを買いに行った隙に殴りつけて壁面へと引っ張り上げた。フライト刑事がつけた監視さえ気づかぬ早業／ビルの壁を全力疾走──屋上に投げ出し、撃ち殺した。

　ルーチンワーク──一夜のうちにリストにある全ての名を消した。

　車を走らせるうちに夜が明けた。

　振り出しに戻る──〝羊じゃねえんだぜ〟。

　特設スウィート──鍵を開いた。

　ビッグ・ドライバー──腫れ上がった顔／腫れ上がった指。

「頼む、病院に行かせてくれ。何でも喋る。あんたの言う通りにする」

　リンダ・シムズ──麻薬漬け／眠りこけている／糞尿の臭い。

　ビッグ・ドライバーにリンダを運ばせた。後部座席──動く檻。

「頼む……何でも言う通りにする……」

　鉄格子の中ですすり泣くビッグ・ドライバー。

　埋め立て地──リンダの車／ビッグ・ドライバーの車。

　降ろす──リンダを運転席に運んで座らせるよう指示する。

　従うビッグ・ドライバー──本物の怯え／本物の悲痛。

　振り返って嘆願する。

「なあ、頼むから……」

　撃った──頭／胸。二発。

　痙攣──踊るように倒れる。動かなくなる。

　銃を変身ターンさせる──六四口径／懐に収める。

　車に戻り、ダッシュボードの中から二挺の銃を取り出す。

　ビッグ・ドライバーの銃──指紋を拭き取り、本人の手に返してやる。

　九ミリのリボルバー──リンダの頭に当てる。

　リンダ──ふいに目を開く／ぼうっとした顔／こちらを見る。

「ママに会いたいの」

　撃った。

　こめかみに一発──左目が飛び出してハンドルの向こうで跳ねた。

　銃の指紋を拭き取る──無傷の左手に握らせる。

　二人の死者──じっと見つめた。

　ビジョン──かつて麻薬が空けた虫食いのような心の穴は跡形もなかった。

　それは大きな一つの穴となった後で、遙かに巨大なものの一部となった。

　虚無──胸に満ちる力が、まだ足りないと言っていた。
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　朝──自宅＝シャワー／返り血を洗い落とした。

　衣服と靴──全てゴミ袋に入れた。

　外へ──袋をマンションのゴミ缶に放り投げ、車に乗った。

　検索──０９法案の権限＝市内全域の宿泊客から、目当ての人間を探し出す。

　ヒット──連邦検事が押さえているホテルのスウィート。

　ふいに車内電話のコール──出る。

　フライト刑事。「大変なことが起こった。何者かにジム・ラッセルが射殺された」

　返答──ゆっくりと。「何かの間違いではないのか？」

「病院から通報があった。間違いない。それと、さらにとんでもないことだが……」

「どうした？」

「埋め立て地で死体が発見されたそうだ。工事現場の連中が海に沈んだ車を見つけた。トランクの中に射殺体があって、しかもそいつの所持品の中に……０９法案のライセンスがあったらしい。ワイズ・キナード……その、まだ確認はしていないが……」

「ワイズが殺された？」

「その可能性大だ。それで、お前に話がある、ボイルド。電話じゃなく。良いか？」

　はっきりとした違和感──早すぎる対応。「わかった。どこで落ち合う？」

「イーストリバーのサードブリッジ前の広場で」

「人ひと気けのない場所を選ぶ理由は？」

「ナーバスな話題だからだ。ウフコックは目覚めてるのか？」

「いや。まだ眠っている。しばらく起きないだろう」

「そのほうが良いかもしれん。それにしても馬鹿に落ち着いてるな」

「今は何より冷静さが必要だ。十五分で着く。コーチの指示に従おう」

「そうしてくれ。先に行って待っている」

　車を出す──まだその先に続く軌道──加速。

　良心が再び目を覚ますまでの時間を数える。

　海沿いの道に出る──南下する。形を整えるために根底から作り直された街並み。

　広場──半ば作りかけの吊り橋／その巨大な橋桁の下にフライト刑事の車。

　十メートルほど離れたところで停める──外に出て歩み寄る。

　腕を組んで車にもたれているフライト刑事。「電話でも言ったが、ずいぶん落ち着いてるな。俺の方がどうにかなりそうだ」

　相手のすぐそばで立ち止まる。「どうにかとは、コーチ？」

「コーチの立場から単刀直入に言わせてもらえればだ、ワイズの死体があんなふうに発見されるなんてことはあり得ない。何せお前らは常に連絡し合ってるんだからな」

　卒業したはずの生徒の返答。「咄嗟のことで連絡する余裕がないこともある」

　フライト刑事が両手を開く──腰の辺りでぶらぶらさせる。「確かにそうかもしれん。だが、どこかのタフな男が仲間の死が自分たちに不利になると思って隠した、ということも十分あり得るんじゃないか？」

　かすかな香り──相手の体／消臭剤。「何がどう不利になると？」

「人数規制だ。お前たちは一人でも欠ければ大幅に権限を失うからな」

「補充メンバーの心当たりはある」相手の両手に注意を払う──わざと目を離す。

「まさか、それは……俺の部下どものことか？」

「誰からそれを訊いた？」

「そういう話があると署長から聞かされた。本当かどうかお前に確認したかった」

「その可能性もある。だが警察署長から聞いたというのは考えにくい」

「俺は嘘をついちゃいない。ウフコックに訊いてみろ」間──沈黙。「ウフコックはいないのか？」

「ここにいる」胸に手を当てる──目線を外す／河面を見つめる。「ワイズの死体は今どこにある？」

「テイラー・モスのいる死体安置所だ」きわめて自然な動作で懐から銃を抜く。ウフコックであれば必ず嗅ぎ取っただろう露骨な殺意。はじめから殺すつもりで話していた。お互いに。

　その手首をつかんでねじり上げ、相手の顔面に拳を叩き込んだ。

　身をひねって逃れるフライト刑事──振り向く＝その顔が殴打の衝撃でさらさらと音を立てて崩れる／別の男のものへ変わる。

　レイニーの検診の成果＝力──歯を剥いて銃をかざす。

　相手が引き金を引くより遙か前に、自分の銃を取り出し、狙いをつけ、撃っていた。

　男──改造された〝戦闘部隊〟の一人＝その胸が木っ端微塵になって消滅し、首と両腕が別々の方へ飛んでいった。

　背後から唸るような音──重力フロートの壁を展開しながら振り返る。

〝戦闘部隊〟の一人──両手に青白い鬼火／ラナの検診の成果＝力。

　にわかに掃射。

　金属の玉が凄まじい速度で降り注ぐ──その軌道を逸らしながら跳び退く。

　突進してくるまた別の男──拳を振り上げる／牛の角のように硬化した拳骨。

　ジョーイの検診の成果＝力／かろうじてかわす──拳が吊り橋の土台に叩き込まれる。コンクリートに盛大な亀裂が走る。

　周囲できらきら光る粒子の輝き──作りかけの吊り橋の上から飛び降りてくる四人目の男／ワイヤー＝クルツの検診の成果＝力。

　死んだ０９メンバーたちの醜悪なパロディ。

　絡みつくワイヤーの軌道を逸らす／跳躍──橋の土台／壁面に着地／さらに跳躍。

　宙で握りしめた銃を振り抜く──グリップの底＝ワイヤーを放つ男の頭を殴った。

　ハンマーで砕かれたような血飛沫──だが倒れず＝機械仕掛けの屈強さ。

　すぐに跳躍──掃射をかわす／拳を振り上げる男の背後へ。

　仲間の陰＝掃射停止／ワイヤーの形成中止。

　振りかざされる拳──重力フロートの盾で逸らし、狙い澄まして撃った。

　轟音が男の右肩を呑み込んだ。

　右腕が吹っ飛んで宙を舞う。男の髪をつかむ──投げ出す──仲間のワイヤーと掃射で八つ裂きになる。

　跳躍──再び橋の土台へ降り立つ／撃つ／撃つ／撃つ。

　ワイヤーを形成しようとしていた男の頭が今度こそ消し飛んだ。

　跳躍──追撃する掃射／フライト刑事の車の上に着地／乱れ飛ぶ金属の玉が車体を破壊する──火を噴く──炎に包まれる／跳ぶ──着地。

　真っ直ぐ歩み寄る──迫る／重力フロートの盾を最大発揮／掃射された弾丸が肩をかすめる。

　相手が横へ逃げる──にわかに追う。

　掃射をやめて拳を振るってくる──電撃／その軌道を逸らして回り込み、銃のグリップを相手の後頭部に打ち込んだ。

　よろめく──そこへ銃口を向ける。相手が振り返ったところで引き金を引いた。

　何かの宣告のような銃声──相手の首から上が血の色をした霧と化した。

　相手の罠の一端を食い破る。

　代償──苦痛に満ちた思い──フライト刑事も取り込まれてしまったか。それとも殺されたか。

　燃える車を見つめた。

　包囲の輪が確実に迫っている──本格的に狭められつつある。

　銃をしまい、車を出した。

　住所の確認──ホテル／宿泊者＝連邦検事／まず間違いなくリズ・ブラウネル。

　到着する直前、懐で何かが動き出す。

　慌てて車を停めた。

　銃を抜く──握りしめる。

　鋼の内部で鼓動を感じた／動き／なすすべもなく／ただそれを握って押しとどめようとすることしかできなかった。

　悲鳴のような思いが込み上げる──まだやることが残っている。消すべき相手が。

　ふいに弾倉が勝手に開いて弾丸を膝の上に落とした。

　次から次に弾丸が落ちてきた。

　外に出てこようとするウフコックの闇雲な変身ターン──無数の弾丸＝ざらざらと音を立てて脚の間に降り積もり、座席の下にまで零れ落ちていった。

　やがて弾丸の雪崩がやんだ。

　空っぽの弾倉──それまでとは違う金色の弾丸が出現し、転がり出た。

　思わずそれを宙でつかんだ。

　弾丸がぐにゃりと形を変え、ネズミの姿になった。

「臭いがする……。たくさんの臭いだ」朦朧とした顔──声。

　こちらを見上げ、ゆっくりとまた目を閉じ、手の上で倒れ込んだ。

　寝息──小さな体がかすかに震えている。

　心のどこかから声が聞こえる。

（いたぁ……い、の？）

　まるで初めて出会ったときのように。

　目覚めた良心の温もり──涙が溢れた。
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　オフィス──イースターが憔しよう悴すいした顔で出迎える。

「ジム・ラッセルが死んだ……殺された。病院から連絡があったんだ。君はどこに行ってたの？　ワイズはともかくラナとも連絡がつかない。君の指示なの？　なんで？」

　落ち着かせてやる。「ジムが殺されたことは知っている。フライト刑事から連絡があった。ラナはこの件の裏を取っているところだ。事件から撤退する方法は？」

「撤退も何も……こうなったらジム・ラッセルの両親が要求する額を可能な限り下げて着地させるしかないよ。事件の継続的発展は可能かもしれないけど……」

「それはなしだ。ジムが隠れた主犯だったことは家族に告げたのか？」

「いや、それはまだだけど……」

「今日中にそれを伝えて事件から手を引くよう言え。ジムは当然の報いを受けた。やったのはジムが作らせた薬で中毒になった誰かだ」

「う、うん……僕らも相当のペナルティが科されるし、巻き返しのための事件設定が必要だけど、とにかくこれで解決したというような状況に持っていくよ。……ところで、その手に持ってるの、ウフコック？」

　胸元に当てていた手を開いてみせる──ぼんやりと宙を見るウフコックが現れる。

「朝から調子が悪い。診てやってくれ」

　驚くイースター。「どうしたんだ、ウフコック。何か悪いものでも食べたのかい？」

「俺はこれからフライト刑事と落ち合い、事件解決の障害となるものを取り払う」

　ウフコックを渡す──イースターの手に移る寸前、その目がぱちりと見開かれた。

　ぴょんと跳ぶ──デスクの上に着地する。素早く辺りを見回す。

「ウフコック？」イースターが背を屈める。

「たくさんの臭いだ」鼻を震わせる──急にショックを受けたように身をそらす。「死の臭いだ。ああ、なんてことだ……ああ……。大勢の臭いだ。ワイズもいる。ラナもいる。サラノイ教授まで。死だ……全て死の臭いだ……」

　イースターが眉をひそめる。

　ちっぽけなネズミが振り返る──ボイルドを見上げる。信じがたいものを見るように目を見開いた。

　恐るべき事実の到来──ネズミは全てを嗅ぎ取っていた。

　大男とネズミ──恐怖の瞬間を味わう一人と一匹。

　そして恐怖が導く変化。止めようもなく。一方は悲しみと怒りへ──一方は虚無へ。

　目覚めた良心が小さな体を震わせて暴露する。

「お前だ……ボイルド。お前がやったんだ」

　ウフコックの焦げつきの臭いを嗅いだ気がした。

　暗闇への落下──さらなる虚無の果て。「ウフコック……そうではない」

　ぽかんとなっているイースター。「やったって……」

「そうだ。間違いない。お前だ、ボイルド。お前が俺を使って、ジムを撃ったんだ」

　ぎょっと立ちすくむイースター。

「お前は眠っていた、ウフコック」抗あらがう──静止を試みる。

　虚しい試み。ウフコックが怒りに満ちた涙を零した。意外なほど力強い宣告。

「そうだ。だが半ば目覚めてもいた。俺は……中心にいた。まるで、クリストファーが言っていた回転軸のように。周囲では恐ろしいことが起こっていたが、俺自身は全く動かずにいた。だからわかる。全ての臭いを思い出せる。お前が何をしたかわかる」

　ネズミの糾弾──イースターは言葉を失っている。

「お前は眠っていた、ウフコック」

　悲痛をたたえた声。「なぜ起こしてくれなかったんだ」

　逃れようのない軌道──こうなることはわかっていたという思いとともに、どこまでも落下していく。

「お前は俺を濫用したんだ」

　虚無の果てで響く声──くずおれそうになる。

「なぜだ。なぜ俺を濫用した……ボイルド」

　変転──大男とネズミが互いに遠ざかってゆく。

　取り返しのつかない地点への到達──思わず相手に呼びかけていた。

「生き残るためだ」

　告白──相手にそばにいて欲しくて。

「敵の包囲を突破するためだ。ワイズとラナは死んだ。他に方法はない」

　自分の焦げつきの臭いが部屋に充満する。

　イースターがへたへたと力を失って床に座り込んだ。

　ウフコックは僅かによろめき、そして踏みとどまった。

　そのちっぽけな体に抱いた煮え切らなさ──良心──その力強さ。

「今、やっとわかった……なぜ濫用テストが必要だったのか。あれは、道具存在である俺が、使い手を審判し続けるためのテストだったんだ」

　ふいにビジョン──自分の手の中で亡骸と化したウフコック。

　まるで抜け殻。

　その中にあったはずの生命が去る。

　手を伸ばした。「ウフコック……」

「俺に触るな！」

　叫び──かつて聞いたことのない恐ろしさ。

　にわかに変身ターン──ネズミの姿がぐにゃりと変形して銀色の球体に。

　膨らむ──巨大な球体。その重量があっという間にデスクを砕いた。

　いつか見た特大の金属球──検診室／濫用テスト。

　あのときとは逆転した立場──まるで鏡の向こう側からそれを見る気分。

　球体が、何かの審判を下すかのような大きな音を立てて床に落ちた。

　銀色の表面に、何かの幻を見た。

　ビジョン──ネズミの亡骸。

　虚無が囁く。

〝ウフコックは死んだ〟

　あるいはこうも囁く。

〝良心は生き残った。お前は死んだ〟

　どちらも今はまだ選べない。まだやるべきことが残っている。

「ウフコックが、自閉した……」イースター──おろおろと立ち上がる。「ほ、本当なの……？　ウフコックが言ったこと……君が……なんで……」

「早急に事件を決着させ、０９の確実な存続をはかれ」

「け、決着って……こんなのはとても解決と呼べない。無理やり終わらせただけだ」

「そうだ」はっきりと告げる──遭遇した者が背負う悪夢。「俺はこの事件を制圧する。抵抗する者を全て排除し、徹底した武力行使によって完全に終結させる」

　あんぐりと口を開けるイースター──相手が何か別のものに変貌するのを止められないというような顔。

　きびすを返す──イースターが慌てて正面に回り込んでくる。

「ま、待って！　ど……どこに行く気なんだ！」

「ウフコックのそばにいてやってくれ」

「え……」

　イースターの胸ぐらをつかみ、部屋の隅へ放り出した。

「ボ……ボイルド！　待って、ボイルド！」

　声を無視して部屋を出た。

　車に戻った。

　窓ガラスに映る自分──見たこともないような虚ろな目。

　運転席に入ると小さな金属の輝きが出迎えた。

　座席に溢れた弾丸──懐に残された銃の重み。

　失われたもの──失われなかったもの。

　車を出した。イースターがよろめきながらオフィスから出てくるのが見えた。その姿をバックミラー越しに見た。鏡の向こう側にいる相手が遠ざかっていった。

　銃砲店──弾丸と銃を見せてクイックローダーを加工させた。

　その間、車に戻って弾丸を拾い集め、綺麗に揃えて数を数えた。

　三百発強──あり余る力──まるで小さな怪物の群。

　クイックローダー──上々の仕上がり。

　移動──ホテルの駐車場に到着。

　全ての感情が消えた後で、虚無が力となって満ちていた。

　声──今はもう何も聞こえない。

　いや、たった一つ生き残った真実の声がかすかに響く。

〝ハロー、モンスター〟

　加速──ただ一人で。

　自分の爆心地グラウンドゼロに向かって──迷わずに。
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　夕闇を待ってホテルの壁を走った。

　機械制御室に侵入してシステムを破壊し、エレベーターを停止させた。

　相手の規模──不明。目に映る者全てが敵だった。

　スウィート──エレベーターホールのソファに並ぶ男たち。煙草をふかしているブラウネル・ファミリーの強こわ面もてども。離れたところに連邦捜査官の一団。トップ同士が手を握ったせいで顔をつきあわせることになった皮肉な利害共有者ステークホルダーたち。

　非常階段のドアから入った。手始めに、たまたまこちらを見たスーツ姿のチンピラに向かって引き金を引いた。フロアを照らす閃光──木っ端微塵になった男が壁に真っ赤な模様をまき散らした。ぎょっとなる者たち／飛び出してくる者たち。

　閃光──誰かの上半身が吹っ飛んで千切れた腕が宙を舞った。

　移動──ゆっくりと歩む／壁／天井／床。

　立て続けの轟音が、人間の形をした標的を次々に呑み込んだ。敵の盛大な応戦──跳弾／至近距離での発砲──重力フロートの盾／逸らしきれなかった弾丸が腕や脚をかすめた。

　銃撃──機械的に繰り返す。誰も逃げられず、かわせず、消えていく。虚無の光景。

　空撃ち──思わず零れる呟き。「装填しろ、ウフコック」

　弾丸──自分の手で込める／もう何年も縁がなかった行為／不自然とさえ思える／受け入れる──有り余るもの全てを使い尽くすために。

　相手の退路を断ちながら部屋を一つ一つ制圧していった。

　そして聞き覚えのある声。「壁を作れ！　早く！　早くしろ！」

　閃光──ドアを吹き飛ばして押し入った。

　急ごしらえのバリケード＝横倒しになったベッド／ソファ／テレビのラック。

　立て続けに撃った。ベッド越しに何人か吹き飛ばした。

「フレデリック連邦検事」呼びかける──奥の部屋で言葉をなさない悲鳴。

　歩み寄る──弾倉を開いて薬莢を捨て、焼けつく鋼鉄に新たに弾丸を収めた。

　音を立てて弾倉を戻す。

　撃った──壁＝部屋全体が震えるような衝撃音。

　中へ入る。バスルーム──小さなプールつき。

　空のバスタブの中＝電話を抱えてうずくまっているフレデリック連邦検事。

「クリストファーが死んだあの襲撃の際、誰に俺たちのデータを渡した？」

　電話を握りしめて震える──怯えて叫ぶ。「ニ……ニコラス・ネイルズとその〝バック〟だ！　ナタリア・ネイルズの身柄について、あくまで合法的に取り引きした！」

「あんたの利益になるかたちで０９法案と彼らの共存をはかるよう持ちかけたな？」

　うなずく。「ま、ま……まさか、あんな暴動を計画していたとは──」

「〝バック〟とは誰だ？」

　黙る──目を見開く／大量に湧き出す脂汗の臭いがこちらまで届きそうだった。

「リズ・ブラウネルはここにいるな？」

　うなずく。

「リズ・ブラウネルはニコラスの〝バック〟を知っていたんだな？」

　うなずく──はっとなる。みるみる顔が歪む。

　狙いをつけた。

「待ってくれ、喋る──」

　至近距離──報いのとき。

　胴体が千切れて、上半身が回転しながらシャワーブースに転がっていった。

　絶え絶えの喘ぎ──濁った息。やがて途絶えた。相手が死ぬに任せて部屋を出た。

　廊下──そこら中のドアの陰から腕が伸びて発砲してくる。

　重力フロートの盾──真っ直ぐ歩んだ。相手の眼前から死を浴びせた。

　進む──奥へ。

　電子ロック付きのドア──撃った。全ての鍵を撃ち砕いて押し入った。

　背後──ドレッサーの中から飛び出してきた男／緩慢に狙いをつけて撃ち殺した。

　奥の部屋──肉塊がソファに寝そべり、煙草の煙を吐いていた。

　笑み。「あんたって男は、実際、本物の中の本物のタフガイさ」

「なぜ連邦検事やニコラスの〝バック〟と手を組んだ？」

「あの検事は使われただけさ。あんたらを欲しがったのは別の人間だ。そしてあたしがここでこうしてるのは、ニコラスを檻から出してやるために決まってるじゃないか」

「ファミリーを犠牲にしてでもニコラスを釈放させたかったのか？」

「犠牲っていうなら、そいつはニコラスのことだ。ニコラスは〝バック〟のために、そりゃあやりたくもないことを何だってやってきたからね」

　同じ質問──ひどく長いこと繰り返し続けた問いかけ。「〝バック〟とは誰だ？」

　にやっとした笑み。「頭だけは切れるが、あとは軟弱な変態の地方検事補さ」

　胸の奥から深い溜息が零れ出た──ようやく何かから解放されたような気分が訪れる。

「ファニーコート検事補か」

「何度も繰り返さないといけないほど、あんたの頭の中はクソでいっぱいなのかい？」

「カトル・カールの司祭は誰だ？　それもファニーコート検事補か？」

「あたしが知ってるのは、ファニーコートって男は、自分が汚らしいと思うものほど涎を垂らして飛びつく変態だってことだけさ。あの男にとっちゃニコラスは大いに汚らわしかったんだろうがね。だからこそ、くっついて離れられなかったのさ。ニコラスはそれを利用してファミリーを作り替えたんだ。最後の最後で使われたのはニコラスじゃなくて変態の検事補の方さ。こうして、あんたらを罠にかけてでも、ニコラスを檻から出そうとして必死だったんだからね。ニコラスは勝ったんだ。それがタフってもんだ。そんなニコラスのために、あたしがちょいと身を売るなんて当然のことじゃないか」

「いや、不可解だ。なぜお前が、甥であるニコラスにそこまで執着する？　ファミリーの後継者だからか？　自分に子供がいないからか？」

　哄笑──この世のものとは思えぬほどの雄叫び。

「馬鹿言っちゃいけない。あたしには子供がいるのさ。れっきとした子供が。ニコラスっていう可愛い息子が」

「ニコラスは──」

「あたしが産んだんだ。あたしとロックの子供なんだよ」

　肉塊を見つめる──その勝ち誇ったような顔＝嘘ではないという衝撃。

　兄と妹＝血筋──ニコラスの弱味。

　グッドフェロウは近親相姦を忌み嫌っている。

　ファニーコートはニコラスの血筋の秘密を暴いて、逆にそれにのめり込んだ。

　弱味──偏愛。

　Ｌ４Ｅ──愛は永遠にラブ・フオーエバー＝その言葉が暗闇で得体の知れない輝きを放つ。

「お前がニコラスを溺愛し、ナタリアを憎悪したのも──」

　肉塊の笑み。「あたしの子供が、ロックの子供だ。本当の子供はあたしが産んだ子供だけだ。当然さね。それで？　そのおっかない代物であたしを吹っ飛ばすのかい？　それとも、あたしを使って変態の検事補の企みを暴くのかい？　カトル・カールの連中を根こそぎにするためにもね」

　女帝の才覚──本物の生き延びる素質。

　答えない──女帝が導く。

「あたしをこのまま家に帰して検事補に電話させな。あたしは言うのさ。手下も連邦検事もみんな０９のタフガイにやられちまった。もし検事補がアンダーグラウンドの人食いどもを匿ってるんだったら、今以外に役立つときなんてあるのかいってね。もし０９を自分のものにする次の手だてがあるんだったら、それも今すぐ役立てる以外にないだろうってね。何もかも喋らせた後で検事補を連れ出して、ニコラスを釈放させたら、後はあんたが好きにすればいいのさ。ついでに言えばね、あたしが、全部の始末をつけるために、あんたが望むことを何だって吐いてやるよ」

「ダブルスパイになって将来の保護拘束を受け入れると？」

「そうさ。ショーンの坊やみたいにね。坊やはしくじったけど、あたしはそう簡単にはしくじりゃしないよ」

　最前線に身を投げ出す──紛れもないネイルズの血統を感じる。

「目的はニコラスの釈放か」

「本当の自由をあの子に与えてやることさ。それには、あの変態の検事補を、取り引きが終わった後で始末できる本物のタフガイが必要なんだよ」

「俺がニコラスを始末するとは考えないのか」

「殺す気があったんなら足なんか撃ちゃしないだろ。それに、あんたが子種を与えたっていう、あの毒入りの娼婦キヤンデイーだって、ニコラスが死ぬことは望んじゃいないはずさ」

　虚無の囁き──〝殺せ〟。

　シザースの声──〝お前の務め〟。

　まだだ。

〝次の手立て〟──ファニーコート検事補の０９取り込み策がまだ終わっていないことをリズは示唆している。

　カトル・カールを最後の一人まで始末しなければならない。

　有用性の証人──リズ・ブラウネル。

　女帝がもたらす正義──生き残りを賭けた最後の希望を受け入れる。

「良いだろう」

　肉塊が唇を吊り上げる──ふいに物音。

　廊下──ゆっくりと部屋に入ってくる人影。

　手にした銃を向けた。

　唖然とした顔で両手を上げるフライト刑事。

「どこにいた？」

　びくっとなる。「れ、連邦検事の隣の部屋で軟禁されていたんだ。なんてこった……ボイルド。まさかお前が、連中を皆殺しにしたのか。あの連邦検事まで……」

　怯え＝本物──誰かが化けたのではない。フライト刑事の目がちらちらとリズを見る。女帝はにやにや笑っている。

　ボイルドは言った。「過去に俺たちのデータをニコラスとカトル・カールに流したのは、連邦検事だ。彼は０９の独立を阻止しようとし、リズ・ブラウネルとファニーコート検事補と組んで、０９を奪いに来た」

「なんだって？　ファニーコート？」

「今、リズ・ブラウネルが喋った。Ｌ４Ｅはファニーコート検事補だ」

　よろよろと壁に背を当てるフライト刑事──すぐそばの血しぶきに身をすくめる。

「それで……そこのリズ・ブラウネルを尋問してたのか？　それとも取り引きか？」

「取り引きだ」正直に答える──胸の内に虚無を隠して。「彼女をファニーコート検事補のもとに送り込み、０９取り込み策の全貌とカトル・カールの指導者を暴く」

　目眩に耐えるように顔を手で覆うフライト刑事。「お前が連邦検事を撃ったんだな」

「そうだ」

　胸の内に秘めたより多くの答え──より多くの殺害。証人たち。機械化されたフライト刑事の元部下たち。

　ゆっくりと顔を見せる──呆れ果てたような声。「それでリズを将来の保護証人に？　だがどうやって、この現場を説明する？　リズが偽証した程度でもみ消せるわけがない。ファニーコートを追い込むには分が悪すぎる」

「合法的に追い込む必要はない」

「なんだって？」

「俺はこの事件を制圧するだけだ。何かを解決するためにやったわけではない」

　虚無の告白──フライト刑事は大きく溜息をついた。いつか研究所で、迫り来る危機にクルツがそう対処したように。だがフライト刑事の対処はそれより中立だった。

「元コーチから言わせてもらえば、そいつがお前の本性だとも本音だとも思わんよ。たとえお前が自分でどう思おうとな」

「俺を逮捕するか？」

「そうでもせんと、お前、全てが終わった後で、自分の頭をその銃で吹っ飛ばしかねん様子だぞ、ボイルド」

　目をそらした。この街で得た最高の友人の言葉──ひどく胸にしみた。

「そうかもしれん」

「くそっ、落ち着け。といってもこの有様じゃ、何ともしようがないかもしれんがな。Ｌ４Ｅがファニーコート検事補だと言うんなら、こうしてお前が何もかもぶち壊しにしたとはいえ、相手はまだ無傷に等しいんだ。都市中を敵に回して、その調子で突き進んだところで、道連れが良いところだぞ」

「あたしが匿ってやるさ。タフガイはいつだって歓迎だよ」リズの笑い。

　壁から身を離すフライト刑事。「ビッグ・ドライバーがお前に雇われたときとはわけが違うんだ。くそっ。俺はこの大男が、好き勝手に自分を始末するなんてことを許すわけにはいかん。お前らの取り引きに、この俺も噛ませてもらう。文句はあるか？」

　鷹おう揚ようなリズ。「タフガイの元コーチだってんなら仕方ないね」

　ボイルドは無言──虚無の囁き──〝殺せ〟。

　フライト刑事の真情のこもった声がそれを押しとどめる。

「よし。まずボイルドはここからずらかれ。例の〝資料室〟にいろ。俺とリズはここの連中が互いに撃ち合いを始めたということを証言する。それで一週間かそこらは時間が稼げるはずだ。その間にリズはファニーコートに本当のことを話して情報を引き出す。俺はイースターたちと、０９やボイルドの生き残りについて協議する……」

　ふいにフライト刑事の声が尻すぼみになる。

「やれやれ。それで構わないけどね。それにしても警察の仕切りってのは堅苦しいったらないね」リズがぶつぶつ文句を洩らす──その手がクッションの下に潜り込む。

「ところで……」フライト刑事がこちらに歩み寄る──リズから目を離す。「ウフコックはどうしたんだ？　そこにいるのか？」

「ああ」反射的な答え──反射的に胸に手を当てる。「ウフコックは、ここにいる」

「眠ってるのか？　あのチビスケはお前の考えにどこまで賛成しているんだ？」

　ビジョン──小さなネズミの亡骸。

　虚無の囁き──〝殺せ〟──さらに強く──〝殺せ〟。

　何もかも失った男の中で最後に残った何かが、囁きを止めた。

　告白したかった。

　ウフコックを眠らせて濫用したのだと──。

　そう口にする前に、フライト刑事にリズが呼びかけていた。

「ちょいと刑事さん。取り引きについて、一つ提案があるんだけどね」

　愛嬌のこもった声──フライト刑事が振り返って近寄る。「何だ。何か文句が──」

　にやりと笑う肉塊、その分厚い手に握られた銃。

　銃声──立て続け。

　フライト刑事の顔面と胸が破裂して真っ赤な飛沫を上げた。

　ボイルドは動かない──凍りついている。

　重力フロートの壁を展開しようともしなかった自分に気づく。

　この都市で生き残った最後の友人が倒れる。

　恐怖──虚無の囁き──〝それでいい〟。

　目をゆっくりと下に向けた。

　血に染まった死者の顔が出迎える。

　虚無が歓喜の声を上げて膨れあがる。

「あたしが取り引きをしたのはタフガイだ。本物の中の本物だ。それなのにこの男は、あんたを台無しにしようとした。あんたを、ただの生き残りたがってるけちな男にしようとした。それは大きな間違いだ。そんなけちな男からは、大抵、生き延びる素質も運も逃げちまうのさ。そうだろう、タフガイ？」

　ボイルドは答えない。

　死者から暗黒街の女帝へ目を移す。

　輝かしいまでの虚無をたたえた肉塊の笑み。「あんただってその兄さんを殺す気だったんじゃないのかい？」

　答えない。

　虚ろな目で見返す。

　女帝が笑みをたたえたまま立ち上がる。銃を手に歩き出す。「さて、あたしは家に帰るさ。大急ぎでね。部下どもが身を挺してあたしを守ってくれたっていうふうに。あんたはどうやら身の隠し場所があるみたいだから、そこからあたしに連絡をくれればいい。それがないっていうんなら、ショーンが使ってた船をあんたにくれてやる」

　肉塊が死体のそばを通り過ぎる。部屋を出る。ボイルドは黙って見送っている。

　声が廊下を遠ざかってゆく。

「ニコラスはあたしの子だ。あたしが守ってやんなくちゃなんないんだ。父親を食い殺した本物のタフな子供のために、あたしが──」

　声が唐突に途切れる。

　エレベーターホールまではまだ距離があるはずだった。

　ボイルドの体が自然に動いて素早く部屋を出た。

　廊下の真ん中でリズが仁王立ちになって、ホールの方へ銃を構えている。

　その向こう──エレベーターの到着。

　ドアが開いた。

　無人だった。

　リズが笑みを浮かべて振り返る。「もしものときのために、変態の検事補が、誰かを寄越してきたかと思ったよ」

　どん、という音。

　エレベーターの天井に張りついていた者が、床に降りて、跳ねる音。

　金属音／回転音。

　リズがさっとまたエレベーターの方を見た。

　奇怪ビザールなバレリーナ／両足のローラー／少女の顔／鋼鉄の顎＝牙。

　一瞬の光景。

　ボイルドの体が勝手に疾走した。その口が咆吼を上げた。

　ざくっ、ごりっ、という音。

　ヒッキーの牙──リズの分厚い下顎ごと、喉笛を食いちぎった。

　上唇から上だけになったリズの顔──くるくる目を踊らせながらこちらを見た。

　爆発的に噴き上がる鮮血──ヒッキーの叫び。

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

　女帝が血みどろになって倒れる。

　けたたましいローラー音とともにヒッキーが迫る。

　ボイルドは銃を振りかざす。跳躍──重力フロートの発生／斜め後方へ。

　相手の牙が腕をかすめる──肉を抉り取る。

　天井に降り立つ。銃を構える──意味をなさない絶叫が迸り続ける。

　閃光──轟音に弾かれたようにヒッキーの体が横へ舞う──左腕が千切れ飛ぶ。

　宙で体勢を立て直すヒッキー──壁を蹴る。

　狙い澄ます──引き金を引く。

　撃鉄がガチッと噛みつくような音を立てる。

　弾切れ──反射的に装填を命じる。

　沈黙──単純な事実。

　ウフコックはもういない。

　偉大な虚無がその喪失を埋め合わせる。

　猛スピードで迫る鋼鉄の牙──重力フロートの壁で相手の速度を殺した。

　少女の顔に造型された相手の顔面めがけて銃を振り下ろす。

　重々しい手応え──ヒッキーの体が吹っ飛んでいって床に叩きつけられた。

　相手が起き上がる前にそのそばに降り立ち、勢いをつけて銃を振り下ろした。

　脳天に一撃──構わず起き上がろうともがく──さらに一撃。

　暴れ狂う相手を踏みつけ、顔面の形がなくなるまで銃で殴り続けた。

　両眼が潰れた血みどろの顔の中で、鋼鉄の牙だけがガチガチ鳴っている。

　驚嘆すべき虚無──素早く一つだけ弾丸を取り出して装填した。

　相手が跳ね起きる──その牙の狭間に銃を突っ込んだ。

　銃身に噛みつくヒッキー──そのまま銃口をねじこんで相手の頭を床に叩きつけ、引き金を引いた。

　炸裂──ヒッキーの爆心地グラウンドゼロ＝床に亀裂。鋼鉄の顎だけを残して首から上が消えた。

　立ち上がり、銃を振って牙を放り捨てた。

　倒れたリズに歩み寄った。

　自分の血で溺れ死んだ女帝の顔──抉り取られた真っ赤な口腔から響く虚ろな声。

〝味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエア〟

　色褪せないショーンの金言。

　虚無は、それでいいと囁いている。
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　車を走らせる──あてもなく。世界を覆う影から出たくて。

　停める──海岸線。

　闇を見る。

　いつかの声──〝オードリーにいて欲しかった〟。

　失われたパートナー／戦友たち──悲しみさえ虚無に呑まれる。

　虚ろな声──〝俺はこの大男が、好き勝手に自分を始末するなんてことを許すわけにはいかん〟。

　ビジョンが見えなかった。

　どんな記憶も現れず、心の底に秘めたものが声を上げ始めることもなかった。

　何もなかった。

　ふいにモニターが点滅した。

　コール──車内電話。

　番号──携帯電話＝研究所から戻るときにかかってきた相手。

　出る──相手が何かを言う前に口に出す。「俺は終わりだ。夜が明ければ活動権限もなくなる。生き残った０９メンバーは俺を拒絶するだろうが、俺という存在が彼らを不利にする。始末すべき相手を消した後で、俺自身を消す」

「いや、まだ方法はある」ブレイディ──機械のような声音。「お前さえ望むなら我々がお前にそれを与える。我々は、個体としてのお前の可能性を評価している」

「まだ生き残っている相手を始末する方法か？」

「それもふくめた可能性だ」

「何を考えている？」

「お前を迎え入れることを」

「俺は──」

「彼女が待っている」

「──」

「ナタリア・ネイルズがお前を待っている。お前は我々が示した条件を全て満たした。我々はお前を迎え入れることを決めた」

　モニターに表示──受信データ。住所／安全な経路／駐車位置まで指示されていた。

　言葉もなく見つめる──グランタワー。その一室。

「お前の望みは我々が叶える」

　通話が切れる。

　沈黙──遠い波の音──いくつもの影が重なって生み出したような闇。

　やがて車を出した。

　街へ──その頂き。

　グランタワー──あらゆる栄華が積み重ねられた巨大な塔。

　地下の駐車場へ──指示された場所で車を停めた。

　いったん外へ出て裏口に回る。

　跳んだ──壁に足をつけて走った。

　鼓動──ミラーハウスとは比べものにならない高さ／動悸──虚無に呑まれずに残った悲しみの断片。

　風──唸りを上げて何かを告げている。

　三十二階＝指示された部屋を確認する。ふいにベランダの窓が開く。

　人影──逆光で顔は見えない／おそらくブレイディ／宙へ手を振り、室内に戻った。

　ベランダへ駆け寄る。

　高い鉄柵と天井の隙間に滑り込み、重力フロートの方向を変えて着地した。

　開いたガラス戸──中に入る。

　整然とした部屋──清潔。

　奥で誰かの金切り声がした。ドアを開く──広々としたリビングの真ん中で、一匹の猿が自分の頭をかきむしっていた。

　老いたスクリュウ──その叫び／悲痛──自分の手を噛む／あちこち毛が抜けている／逃げようもないものに悶え苦しんでいる。

　さらに奥──足音もなく現れるブレイディ。猿を抱き上げ、背を撫でてやる。「我々の同胞が死に至る苦しみのせいだ。彼は我々のゆらぎを長いこと司つかさどり続けてくれた」

　猿はブレイディに抱きつき、縮こまって震えていた。

「こちらだ」ブレイディが手招く。

　歩み寄る──階段を昇る。

　二階──その一室。

　寝室。低い機械の唸り。心電図の明滅。プラスチックシートで覆われたベッド。

　低いモーター音＝床とこずれを防ぐための医療用ベッド。

　近づいた──足に錘おもりがついているようだった。

　プラスチックシートに触れた。

　毛布から出た腕／手──一つずつ数えられそうなほど浮き出た骨。枯れた木のように細く節くれ立ち、一つの形状に固まってしまっているようだった。

　頭の周囲に呼吸器／管──長く伸びて色褪せた髪。

　その顔──痩せこけた頬／閉じた目の周囲のくぼみ／点々と浮き出た染み／ひどく年老いたような皺。

　乾いた唇──もう何も囁かない。

　それでも女を美しいと思った。

「ナタリア」

　呼んだ途端、耐えられなくなってひざまずいた。
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　寝室──病み衰えたナタリアを見守るようにしてソファに座った。

　スクリュウを抱いたブレイディが、ミネラル水の入ったボトルと氷とグラスを運んできてテーブルに置き、向かい合って座った。グラスに氷と水を入れ、差し出してきた。

「目覚めないのか？」プラスチックシートの向こうにいる女を見つめながら訊いた。

「数カ月ほど前から昏睡状態が続いている。妊娠がきっかけで変化したウイルスが脳を冒したせいだ。手術で目覚める可能性はあるが、その前に命が保たない」

　そう言ってボトルの横に何かを置いた。

　データスティック──相手を見つめ返した。

「彼女は自分の意識が戻らない可能性について聞かされていた。我々は、彼女が意識を失う前に、お前を呼ぶことを提案した。だが彼女はそうしたくないと言った。そして代わりに、お前へのメッセージを残した」開け放したドアを指さす──廊下の向こう。「あちらの部屋に端末がある。いつでも好きなときに見ればいい」

「彼女の……」声が震えた──データスティックに触れる気が起きなかった。「彼女の子供はどうした？」

「安全な場所にいる。我々の同胞が育てられるよう手続きを済ませている」

「子供もシザースにしたんだな？」

「そうだ。ナタリア・ネイルズがそれに同意してくれた。彼女たちの存在が、我々に大いなるゆらぎを与えてくれた。ただし何か過酷な働きを要求したわけではない。彼女たちがただ我々の同胞であるだけで、我々はその恩恵に預かることができる」

「なぜ、ナタリアは、シザースになることを受け入れた？」

「クリストファーが提案した。我々を代表して」

「ナタリアが納得した理由は何だ。お前たちを信用した根拠があったはずだ」

「シザースになることのメリットは計り知れない。たとえば脳障害などの欠損を帯びた場合でも、我々の同胞になることによって、ある程度まで機能の補完を得ることができる。彼女が最近まで意識を保てたのは、シザースであったからこそだ」

「ただの結果だ。それだけではないはずだ」

「それに、シザースの同胞たちの見聞きしたことを自由に認識することができる。彼女は研究所にいながらにして、この街の出来事を知り、お前がどうしているかを断片的にせよ知ることができた」

「それらは全て実際にシザースになってからわかることだ。彼女を納得させるには具体的に自分がシザースである者の意見が……」

　ブレイディの穏やかな表情──こちらが核心に辿り着くか試している。

　クリストファー──〝情報源〟。

　クリストファー──どうやってカトル・カールの襲撃を察知したのか。

　クリストファー──なぜシザースとの連携をおくびにも出さなかったのか。

　クリストファー──ナタリアを呼び、語り、説得し、街から逃がし、シザースになるよう促した。

　閃き──とっくの昔から目の前にあった答え。

「クリストファーか」

　ブレイディは否定も肯定もしない。

「クリストファー自身がシザースだったんだな？」

　ブレイディの沈黙──雄弁なイエス。

　サラノイの言葉──〝クリストファーに会いに行く〟。

　０９とシザース──初めから同じ回転の輪の中にあった二つの軌道。

　かつてのボスの暗躍──あらわになった道化の秘密を墓碑銘に刻みつけたくなる。




「クリストファーが我々の同胞となったのは、過去、我々の研究を全てサラノイ教授に委ねた頃だ。表向きはシザースの研究委託だが、実際はクリストファーという存在もふくめたシザースの成立であり、サラノイ教授はその管理を任された。そして研究所が閉鎖された直後、サラノイ教授自身もシザースの一員になっている。クリストファーもサラノイ教授も、それぞれ違う道を選んだが、お互いの道の価値は認識し続けた」

　取り引き──密約＝階段を昇ろうとする者と降りようとする者。

「そして今回、連邦検事の０９取り込みの際、シザースが集団であることが露見した。グッドフェロウ氏が廃棄処分を企てた時点で、サラノイ教授は、関連する記憶を我々に預けた。下位の存在となっただけでなく、我々の輪から外れた」

「下位の存在？」

「我々の中には、シザースであってシザースでない者もいる。自分が他の誰かと人格を共有しているのだという意識を消して生活している者たちだ。彼らはより大きな存在に属しているという安心感を得ながらも、完全に個人としての意識を持つことを選んだ。自分の精神が全体へ影響を与える責任を免れるために。それが下位の存在だ。だがサラノイ教授は我々との接続を完全に断った。我々はそれを受け入れ、彼女を輪から外した」

「シザースであることを忘れた人間が、他にもいるということか」

「そうだ。また、そうすることで我々は、今回の危機を乗り越え、存続をはかる。グッドフェロウ氏が下した廃棄処分によって処理されるのは、シザースの一部に過ぎない。露見したデータは、初期のものの一部だ。我々がそれよりも遙かに広がり、この都市と一体化しつつあることを、彼が知ることはない」

「どうやってそれほどの数の同胞を得た？」

「ビル・シールズ氏の協力のもとでＡ10エー・テン手術の後遺症で苦しむ者たちを検診し、密かにシザースとなるよう促した。ただ、ビル・シールズ氏はシザースの研究に協力しただけで、自身はシザースの本当の規模も目的も知ることを拒んだ。彼は多くを知ることに恐怖を感じている。シザースとなるための手術を担当したのは、研究所でサラノイ教授とともに働いていた者たちだ。全員シザースで、この都市の医療業務に従事しており、いつでも我々に協力してくれる」

「Ａ10エー・テン手術の後遺症を治療するだけでそれほどの規模になれるのか？」

「いや。様々な脳障害を負った者たちの治療を通して、シザースとなることを促した。多くが望んでそれを受け入れた。また、精神病を患わずらう者や、神経系に障害を持つ者にも、治療を通して同じように促してきた」

　戦慄を通り越した驚き──そして問い。

「今、お前たちは何人いる？」

「約二千人だ。数年後には一万人に達するだろう」

　ショック──桁違いの規模。

「グッドフェロウ氏が手を出せるのは私もふくめた二十名ほどだ。我々は、シザースであることを全く意識しないでいる者の方が多い。だが中には我々の要請によってシザースであることを思い出し、使命を全まつとうする者がいる。たとえば、お前に銃や証拠品を届けたロビンソン・レザーのように」

「彼がシザース……？」

　咄嗟に思い出す──ワン・アイド・モスの言葉──〝頭部に手術痕〟＝〝Ａ10エー・テン手術〟。

　常に全てを知り尽くしていたシザースとクリストファー──答えを知りながら無知を装い続けた道化の振る舞い。

「彼の本来の役目はメラニー・スタントンの労組活動の監視だった。また彼の働きによって、我々はさらに勢力を伸長し、０９もまた新たな段階に達するはずだった」

「なぜ我々に証拠物件を与えた？」

「我々にとって重要なのは理想として設定された総和の無ゼロサムだ。あらゆる項目の利得の総和が常にゼロになることによって理想的な秩序をなす。あの時点では、クリストファーと０９という項目を活発化させることが我々にとって有用だった」

　当時の状況──ファニーコートによるシザース支配／グッドフェロウのシザースに対する嫌悪──ヴィクトル・メーソンの旗揚げ。

「０９を牽制したいファニーコートに、０９を使って、よりシザースを活用するよう仕向けたのか。そうやって全勢力のバランスを取り続けていると？」

「それも手段の一つだ。ときにはあえてバランスを崩すこともある。０９は我々にとって、きわめて有用な項目だ。我々は、これからより多くの項目を受け入れてゆく。その上で０９の存在は、我々にある重要な示唆を与えるとみなされている」

「示唆──？」

「個々人であることの意義だ。それゆえクリストファーは決して０９のメンバーにシザースになるよう促しはしなかった。シザースは理想的な共同体のための試みであり、人格レベルでの共有体であることによって発生する問題を、常に予測しながら成長してゆかねばならない。グッドフェロウ氏の考えは、ある面で正しい。我々はもはや個々人たりえないがゆえに全ての犠牲を容認する傾向がある。個々人としての働きは全体において還元されるが、それは同時に、個々人にも還元されなければならない。我々にとってその方法はいまだ未知なるものであり、０９法案がもたらす個々人の犠牲と救済の臨床的な成果は、きわめて重要だ。我々は常に０９法案を支援する。今後も０９法案の新たな発展から我々自身の軌道を学び取るだろう」

「今後……？」

「そうだ。０９法案は今ようやく新たな段階に入った」

「俺に方法を教えると言ったな？　それは０９の存続もふくまれているのか？」

「まだ答えられない。お前が我々の同胞になるかどうかを決めてからだ」

「ノーと言えば？」

「お前が望みを果たせる方法を教えよう。ただしその背景や理由を知ることはない。カトル・カールの創始者が誰であるかも教えることはできない」

「お前を尋問することもできる」

「無意味だ。私はいつでも我々の輪から外れることができる。そのとき、ここにいるのは何も知らない無力な男だ」

　黙る──ブレイディが立ち上がる。

「ここは、あと二週間ほど使用可能だ。それまで彼女と一緒に過ごすといい。０９のことや、お前自身のことも心配する必要はない。クリストファーの遺志は守られる」




　経過──ブレイディが全て教えてくれた。

　衣服／食事──全て用意されたもの。

　頻繁に姿を消すブレイディ──広い部屋には自分と眠った女と老いた猿だけ。

　ワイズの死体──政府の人間が運び去った。

　サラノイの死体──自殺／その周囲の惨状とあまりにかけ離れた穏やかな死に顔。

　九ミリのリボルバーが生み出した残り十一人の死体──状況からリンダがやったと推測＝馬鹿げた事態。だが他に証拠はない。

　多忙を極めるワン・アイド・モスの姿が目に浮かんだ。

　ホテルのスウィート──二十余名の死体。リズ・ブラウネルを保護証人に仕立てようとした連邦検事──両者の齟そ齬ごから全滅するまで戦闘したという見方／第三の勢力が襲撃をかけたという見方。

　市警側の死者──フライト刑事。

〝第三の勢力〟の信憑性──カトル・カールらしき者の死体。

　フライト刑事の車の残骸──イーストリバーのそばで発見。

　周囲に得体の知れない四人の死体──政府管理下／速やかに運び去られた。

　ウフコックとイースター──事件から撤退。

　そのペナルティ──賠償／証人保護施設の売却。

　法案の活動人数を満たさず──権限の大幅な縮小。

　そして法案改正への動き。

　ラッセル家──当初予定されていたものより遙かに低い金額で手を打つ。

　長男の死亡による保険金。その弟の罪──銃の違法所持＝七カ月の服役。

　ラナの惨殺死体が発見される──近隣の浮浪者。

　その血液がサラノイが死んだ別宅の血痕と同じであることが判明。

　怒り／嘆くサム・ローズウッド──容易に想像できる。

　五日が過ぎた。

　ブレイディから予想外の報告。「サラノイ教授は存命だ。弾丸が脳を貫通した。意識不明だがグッドフェロウ氏のもとで最新の治療を受けている。目覚める見込みはないが、グッドフェロウ氏は諦めないだろう」

　かつてショーンに言ったことが甦る──脳手術をして生き返らせた後で拷問にかける。だが、シザースがいずれサラノイ教授の肉体を奪取するか、永遠に眠らせるだろう。

　六日目。

　テレビのニュース──ファニーコート検事補が、晴れて市の地方検事に選出される。

　七日目。

　ブレイディの報告──０９の針路＝新たな段階。

〝かねてから用意されていた改正案〟──０９の分割。

　その法執行機関を一つと限定せず、複数の人間または組織が０９法案に従事する。

　人数規制の撤廃──禁じられた科学技術の使用者が、市民の生命保全のために働く。

　ファニーコート新検事の〝手立て〟──０９のシステムを効率的に簒さん奪だつするための。

　技術と資格さえ持てば誰でも０９に従事できる──その審査機関＝市議会の委員会。

　市長の直轄。ヴィクトル・メーソンが０９の人員採用の決定に影響力を持つ。

　メーソンの最有力支援者であるオクトーバー一族はついに０９を獲得した。そのシステムと意義を。この都市で最も迅速に証人を確保し、活用することができる手段を。

　虚無と殺意──ファニーコートを今すぐ暗殺する手段を模索した。

　ブレイディがそれを押しとどめた。「まだその必要はない」

　新たな０９法案のライセンス交付──ブレイディは言った。「何も心配はいらない」

　代理人による審査が認められる見込み──ウフコックが委員会の前で自分は人格を持ったネズミだと主張する必要はなくなる。

　経過。

　推測──カトル・カールの指導者──爆撃を命令した人物／もう一人の黒幕。

　推測──流儀の違い。Ｌ４Ｅは決してカトル・カールの指導者ではない。

　全てを確かめることでしか借りを返せないだろうという思い。

　ビジョン──かつてのような鮮明さはない。

　虚無の向こうで、亡霊たちがおぼろげな姿を見せる。

　ワイズ、ラナ──借りを返せと言っている。

　フライト刑事──今も自分を死から遠ざける友人の眼差し。

　シザースが自分に期待していることについて思案し続けた。

　自分の中にあったシザースに対する嫌けん忌きの念──眠れる女と無言の会話を繰り返すうち、少しずつ消えていった。

　九日目。

　ブレイディの報告──イースターとウフコックは新たなライセンスを得て、０９法案に従事することが内定した。

　背後に感じられるもの──シザースの援護／協力／後押し。

　代償──取り引きのとき。

　まず要求をぶつけた。

「カトル・カールの司祭とその背景を全て教えてくれ。ファニーコートがＬ４Ｅであるとしても、拷問の手口が一致しない理由についても。その上で、二人とも始末する手段を俺に与えてくれ」

　ブレイディの沈黙──言うべきことはわかっていた。

　知るために飛び込んだ。返さねばならない借りを返すために。

　納得ずくの言葉。

「俺も、お前たちの一人になろう」
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「グッドフェロウ氏が我々の秘密を知ったとき、我々もそれに拮抗するために彼の過去を探った。いつでもそれを探ることはできたが、我々にとっては妥当ではなかった」

「グッドフェロウがお前たちやサラノイ教授の後ろ盾だったからか？」

「それもある。だが最も重要なのは、市長であるヴィクトル・メーソンの最大の支援者であるからだ。我々はグッドフェロウ氏を失えない」

「お前たちがヴィクトル・メーソンを支援する理由は？　彼はすでにオクトーバー一族によって擁立されている。彼を助けることで何が得られる？」

「彼も我々の一人だ」

　何ともあっさりした答え──驚くばかりの暗躍の規模。

　記憶＝クリストファー──〝ヴィクトル・メーソンは脳障害を克服した〟。

「ヴィクトル・メーソンは脳障害の治療を通して、シザースの一員となった。彼の社会的使命感もまた０９と同じように、我々に大いなる示唆を与えた」

　０９とシザースの一大共闘──その成果──市長＝シザース。

　これまで目に見えていたもの全てが変貌する気分。

「お前たちがつかんだグッドフェロウの過去について聞かせてくれ」

「まず戦時中、彼が赴任していた戦地についてだ。彼の祖父であるファインビル氏が、その記録を全て保持していた。グッドフェロウ氏が尋問技術を駆使する憲兵を率いていたことは、倫理的には非難の対象になるが、国家的には合法とみなされるだろう。指揮司令部に働きかけて、お前に彼らを爆撃させたことも軍は認めないだろう。その後でグッドフェロウ氏が負傷した憲兵たちを機械化させ、組織したことや、当時の拷問記録が複数の研究機関で広範囲に活用されたことも全て合法だ。また研究所が襲撃された際、グッドフェロウ氏はカトル・カールの記録を保持した可能性のある人物全員の抹殺をはかったが、これについても糾弾することは難しい。追及することができるのは、グッドフェロウ氏が拉致と拷問と殺害を命じた四人の被害者──ロック・ネイルズ、ウィルバート巡査部長、メラニー・スタントン、そしてクリストファーに関してだけだ」

　回答がもたらす意外なほど深い安堵──虚無を育てるすべを示唆した相手。

　リングの上での会話──〝カトル・カールを雇ったことは？〟。

　偽りのない否定。グッドフェロウにとってカトル・カールは所有物に過ぎなかった。

「ロックもウィルバートも、権力者の世代交代のために殺害された。メラニーは同じように世代交代しようとした相手だった。だがクリストファーはなぜ殺された？」

「一つは我々とクリストファーのつながりへの疑いだ。氏はクリストファーが我々を通して情報を得ていると推測していた。もう一つはあの『銃』の指紋だ。あれはグッドフェロウ氏にとってきわめて身近な人物のもので、それが０９の手に渡ったことは、氏にとって予想外の事態だった。それが氏の怒りに拍車をかけ、ファニーコート氏にも止めることはできなかった」

「ロックを殺さねばならなかった人物が、グッドフェロウの周辺にいるのか？」

「殺害に必然性はなかった。ロック・ネイルズがその人物によって射殺された時点で、グッドフェロウ氏の考えから外れている」

「誰がロックを撃った？」

「ノーマ・ブレイク・オクトーバーだ」

　ファニーコートの娘＝暴力をもてあそぶ少女──〝レズの女学生〟。

　ある程度の予想──やはり驚きが上回る。

「なぜロックを？」

「彼女自身の傾向がそうさせた。それ以上のことはわからない。たまたまロック・ネイルズがそこにいて、たまたま彼女に殺害のチャンスが与えられた」

「ロックを殴打したのはグッドフェロウなんだな？　その現場にノーマがいた？　グッドフェロウも知らないうちに潜り込んだのか？」

「そうだ。ノーマはグッドフェロウ氏を非常に慕っている。自分の父親以上に。それゆえにロック・ネイルズが拘束されていた現場にたどり着いた」

「グッドフェロウも彼女を溺愛しているようだった。なぜだ？　クリーンウィルの長男は虐待の末に餓死させられた。ノーマとその少年は何が違った？」

「それについては、お前が我々の同胞となったとき、示唆を得るだろう。あるいは、ニコラス・ネイルズが全ての答えを知っている」

「ニコラスが？」

「ファニーコート氏にとってニコラスは何でも話せる恋人だった。オクトーバー一族の血筋についても、何もかも聞いているはずだ」

「この建物の噴水についてか」

「そうだ」

「俺が全てを知り、全てを制圧する方法は？　お前たちにとってグッドフェロウは殺すことができない相手だと言ったな？」

「そうだ。だがそれは現時点でということだ」

「いつになれば可能になる？」

「二年以内には。その頃には、我々の同胞がオクトーバー社の中枢に浸透している。グッドフェロウ氏がいなければ成立しないことは少なくなるだろう」

「そのとき、俺がやつを殺やれる保証は？」

「いかなることがあっても、シザースがお前の望みを果たすだろう」

「俺が死んでもか？」

「方法はある。彼女のように」

　ベッドの方を見る──眠れる女／かすかにその囁きが聞こえた気がした。

「ナタリアは何を望んでいる？」

「自分の父を射殺した娘と、自分の兄を束縛し続けた男に、報いを与えることを」

「お前たちは、俺に何を望む？」

「カトル・カールが一名生き残っている。グッドフェロウ氏はその兵士の過去を洗浄し、０９法案の従事者として働かせるつもりだ」

　怒り──あるいは納得。

「フリントを、オクトーバー社側の０９メンバーにする気か」

「グッドフェロウ氏は兵士をアンダーグラウンドで活動させることに限界を感じていた。クリストファーが率いていた０９メンバーの方が、自分の兵士たちより優秀で効果的であると感じて、強い憎しみと嫉妬を抱いていた」

「俺にフリントを始末しろと？」

「我々にとって問題なのは、劣化ウラン弾の破片で冒された彼の脳が、やがて機能を維持できなくなり、死に至るということだ」

「なぜそれがわかる」

「お前の車に、それに関するデータを送っておいた。そのデータを使ってグッドフェロウ氏と取り引きし、お前が、分割された０９メンバーとなってオクトーバー社側につけ。グッドフェロウ氏を納得させる上で、フリントとニコラスの抹殺が効果を発揮する」

「お前たちはフリントを追跡していたんだな？」

「そうだ」

「追跡可能な戦闘員がグッドフェロウの下からいなくなることを恐れているのか？」

「その通りだ」

「フリントとニコラスを殺し、自分の権限を相手に委ねてまで、殺すべき相手に取り入れというのか」

「そうだ。それがお前にとっての総和の無ゼロサムとなるだろう」

「シザースになった俺の人格はどうなる？　俺の記憶は？」

「お前の心が望むようになる。我々の一員であることを忘れる場合もあるし、特定の記憶や感情を失う場合もある。我々の原理に従い、お前の心が決めるだろう」

「意図ではなく、無意識を探る識閾検査のように判断されるということか？」

「遙かに深いレベルで決定される。後悔の念とは無縁でいられる」

　それと無縁であるという状態が想像できない──すでに自分の一部だという思い。

「シザースになる前に、フリントと決着をつけたい」

　ブレイディはうなずいた──信頼とも計算ともつかぬ動作。

「構わない。我々はお前について多くの面で確信している。その後で必要な処置を受けるための連絡先も、お前の車に送っておいた」

「その後……俺はどうなる？」

「おそらくグッドフェロウ氏は、自分ではなく弟のもとで働かせるだろう。あるいは表向きオクトーバー一族とは関係がないところで働かせるかもしれない。グッドフェロウ氏が表に出ることはない。裏から全てを支配する。そしてお前は、イースターとウフコックがオクトーバー社と対立する道を選ぶ限り、彼らとせめぎ合うことになる」

「戦うのか？」

「その可能性は高い」

「あいつらだけで、俺やオクトーバー社に拮抗できるか？」

「我々は彼らの働きについても確信している。法案の改正によって、彼らはメンバーを補充し、新たに仲間を手に入れることができる。必要があれば我々が彼らに事件を与える。すでにフェンダー・エンターテイメント社にいる我々の同胞の一人が事件となるべき犯罪を犯している」

「お前たちは同じシザースの犯罪を見逃しているのか」

「それが我々にとっての総和の無ゼロサムとなる限り、個体の活動に制限は加えない。我々は集団であるが、同時に一人一人が個人であろうとしている」

「カジノ産業をターゲットにさせる意図は？」

「最も守りが弱い。いずれフェンダー・エンターテイメント社の名も消え、オクトーバー社の傘下になるだろうが、今はまだ組織として流動的だ。そのおかげで、労組を通して我々の同胞も多数入り込むことができている」

「その事件をどうやって二人が嗅ぎつける？」

「必要がなければそれに越したことはない。イースターとウフコックはこれから複数の事件を追うことになるだろう。我々が用意する事件を担当するとは限らない。必要があった場合の方策はすでに用意されている。事件を背負うべき男は記憶障害を持っており、それを利用した不正を行っている。また複数の殺人を犯している。我々の判断に従い、その被害者の情報を、ワン・アイド・モスがイースターとウフコックに伝えるだろう」

「ワン・アイド・モスが──」

　驚き──言葉が宙に消えた。

　次々にあらわになるシザースの規模──同胞たち。

　穏やかな佇まいをした義眼の検屍医──その柔和な笑みに問いかけてみたかった。

　その左目はＡ10手術の後遺症かと。




　十一日目──スクリュウが死んだ。

　衰弱死──ゆらぎを司る者の喪失が、シザースの世代交代になったとブレイディは言った。新たにそれを司る存在は、順調に成長していると。

　市の委員会＝ライセンス交付──イースターとウフコックは新たな０９法案の法執行者に。イースターが代理人となってウフコックのライセンスを受け取ったらしかった。

　代理人を使う根拠──法執行者自身が危険にさらされることから、その姿を少数の者にしか見せない。

　ライセンスが交付される際に提出された、法執行者としてのウフコックの宣言文。

〝有用な道具存在として、自分を使用する者を審判し続けながら受け入れる。人は道具を使用し、道具によって審判される。引き金は常にそれを引く者を見つめている。それが法執行者としての自分の有用性の根拠となり、個々人の救済を導くだろう〟

　普通の人間には意味不明のウフコックの宣言──市長がそれを問題ないとした。

　濫用──それがウフコックの心を目覚めさせたのかもしれないと思った。

　もうクリストファーが死に向かうビデオを見ることもないだろう。

　ちっぽけなネズミが誇らしげに胸を反らせている姿──相手が自分の手のひらの上にいるかのように想像できた。

　クリストファーは道具存在の目覚めをも予期していたのだろうかと思った。自分がいつかウフコックを濫用することを。

「感謝する」かつてのパートナーに代わって、ブレイディに礼を言った。

「時間が迫っている。我々はこれからナタリア・ネイルズの望みを叶える準備を整える。また我々の中には、お前にやらせることがナタリアの意に叶うと考える者が多数いる。お前の考えを決めておいて欲しい」

　すでに互いが同胞になったような口ぶりだった。

　ナタリアが望むことならそうしたいと答えた。

　それがどういうものであるかも事前に教えられた。

「お前の武器の予備を用意しなければならない。弾丸を一つ預かろう」

　銃から一つ抜いて、ブレイディに渡した。

　ブレイディは出て行った──二度と戻らなかった。

　シザースたちは、後の時間を全て、ナタリアと二人だけで過ごさせてくれた。
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　最後の日──すべきことをしなければならない日の朝。

　ビデオデータ──やっと見る決心がついた。

　モニター──揺れる画面。

　ふいに声。「ダメよ、ブレイディ。もっと明るく映るよう設定して。私、とっても肌が荒れてるんだから。そんなんじゃ余計に目立っちゃうじゃない」

　画面──移動／芝生。見知った景色──研究所の地下＝楽園。

　揺り椅子が映る──その上──膝に毛布を掛けたナタリア。

　微笑み。「ハイ、少しは綺麗に映ってるかしら？」

　褪せた髪──皺の浮いた顔。しかし快活な表情──どれほど外見が醜くなろうと、愛し続けさせてくれる魂の輝き。

「えー、そうね。これが私。今の私。見ればわかると思うけど。それで──そうね、その前にあの子を映してくれる、ブレイディ？」

　また画面の移動──プール＝イルカの姿／少年の姿。

　トゥイーたちに挟まれて座っている幼い少女──受け継がれた緑の目／こちらを見て微笑む／手を振る／きゃっきゃっと声を上げる。

　モニターに手を伸ばす──映像の向こう。

　まるで鏡の内側から触れるように──幼い少女の顔の輪郭を撫でる。

　そして画面の移動──再びナタリア。「あの子が、そうよ。ベイビー。私が産んだ、私とあなたの子供ってわけ。私はあの子に自由にキスもできないけれど、正直言って、あの子とあなたがこの世にいると思うだけで幸せ」

　息をつく──弱々しく身じろぐ／明るい表情の裏で命が衰えていることを感じさせる仕草──何もかもが細く、折れ砕けてゆくようだった。

「で……そうね、もう一つ、正直言って、あなたに会いたいわ。それでもってもう一つ、正直言って、あなたに今の私を見て欲しいとはとても思えない。それで、なんであなたのもとに戻れなかったかって？　あと、なんでこうして代わりに記録映画を撮ってるかって？　まあ、そうね。今言ったようなことのせいよ。あの子を得るっていう大きな賭けに勝った代わりに、自分の体は腐らないっていう小さな賭けには負けたのね。私、あなたに自分が腐ってくところなんて見せたくないって思っちゃったわけよ。それと、まあ、ここにいれば確かに安全じゃない？」

　変わらぬ緑の目／微笑み──悲しみ。

　ただ見つめた──多くの感情が溢れるに任せた。どれも失われて欲しくないと思える感情ばかりだった。

「でも、やっぱりこうしてあなたに話しかけたくなっちゃったのね。こんなのは私の流儀じゃないとも思うわ。でもだからと言って、黙ってさよならして、あなたが新しいガールフレンドを作ることを祈るってのも流儀じゃない気もする。死ぬ前に流儀について考えるのって、けっこう難しいものよ。まあ、そういうこと。私って人間は、もうじきいなくなるみたい。あなたに話しかけるってことは、私にとって全世界に話しかけるってことなのよ」

　聞き続けた──見続けた。無になれば良いとはとても思えなかった。だがいずれその感情も消えることはわかっていた。容易に想像できた。生きるために抱いた虚無の向こうに何もかも呑み込まれることは。

「希望を持つなんていうたわごとは信じてないし、もう自分がダメだってことには正直言って、文句を言いたいわ。こんな姿で死なせられる身にもなってよねって。でも、そういうのも通り越し始めてるみたい。そう。通り過ぎちゃうのよ。そのせいで、あなたに、このみっともない顔で話しかける決心がついたってわけね」

　息が濁る──呼吸器を手に取る／目を閉じて酸素を吸う。

　終わりかけた命を費やして話し続ける。

「それで……どうしてシザースになったかってことだけど。ブレイディ、あなた、そのうち彼に説明してくれる？　そうね。そうとは限らないってことよね。まあ、良いわ。私が今ここで言うから。まずクリストファーに誘われたのがきっかけね。彼が本当は何者かってこともそのとき教えてもらったわ。彼がシザースで、いつでもどこでも同胞たちと一緒にいるってことを。で、私はクリストファーにお金と車をもらって、逃げるよう言われて、しばらく身を隠してた。ろくに家具もない高級マンションにね。あれって、とっても寂しいことこの上ない場所よ。ニュースであんたたちが滅茶苦茶にやられたっていうのを見て、よけい寂しくなったの。妊娠でホルモンのバランスが崩れたせいかしらって思いながら、ずっと泣いて暮らしたわ。そんなの十三歳のとき以来よ。それで、もしかしてこの寂しさを、私の子供もずっと感じながら生きていかなきゃならないのかもって思ったの。それが理由。シザースになることでそうならずに済むかもってこと。情けないと言えば情けないけれど、でもそれって本当のことよ。きっと誰にとっても。あなたがいつまでも、あのキュートなネズミと仲良しなのと同じこと。それで私はブレイディに電話して、私をシザースにしてちょうだいって言ったわ。私と私のベイビーが彼らにとって重要な存在だってことは知ってたし、ひどいことにはならないってクリストファーに言われてたし、こうするしかないって思ったの」

　微笑み──残された力を尽くして。

「それにシザースであることをやめようと思えば、いつだってやめられるのよ。それは間違いないわ。彼らの一人になった私が言うんだもの。でも誰もやめようとしない。理由はそれこそ数えられないくらいたくさんあるわね。私が死んでも忘れ去られることはないし、私のベイビーのことは心配ないし、あなたへのこの気持ちは私が死んだ後もシザースが忘れずにいてくれるし。でもだからと言って、あなたや全世界の人間に、ようこそシザースへって言う気になってるってわけでもないの。ただ私のことを知って欲しかっただけ。私の気持ちを。あなたに会いたいってこと。私はこれから死ぬってこと。それで、もしかすると私は消えずにシザースの中で生き続けるかもしれないってこと。それと……最後の最後で、やっぱり報いを受けるべき相手には、それを与えたいってこと」

　目を閉じる──ゆっくりとまた開く。

　ナタリアらしい強い眼差し──美しいまでの悪魔の火。

「愛してるわ、ディム」

　データの読み込みが終わった。

　もう一度再生する気にはなれなかった。

　端末からデータスティックを抜いて、寝室へ戻った。

　プラスチックシートに触れた。それを開き、中に入った。

　清潔な匂い──青黒い毒の臭い。どちらも大きく吸い込んだ。

　近づいてナタリアの頬に触れた。じっと見つめた。映像の中で見た笑顔と、目の前で眠る顔とが重なるのを感じた。

　機械に手を伸ばし、ゆっくりと全てのスイッチを切っていった。

　じっと女を見つめ続けた。

　呼吸と鼓動が止まり、命が消えるまで、ずっと見ていた。




　午後──見知らぬ男女の来訪＝シザースたち。

　全員が防毒服を着てプラスチックシートの中に入った。

　ナタリアの死を確認し、その衣服を脱がせ、綺麗に拭った。

　それから赤いドレスを着せるのが見えた。

　いつか見た色──グランタワーの落成式。

　そのドレスに合わせるようにして、導線を巻いていった。

　まるで静かな儀式の進行を見ているようだった。

　二時間ほどで作業が済んだ。

　一人が無言で何枚かの書類を渡した。

　グランタワーの吹き抜けの見取り図──最適な位置／速度／タイミング。

　誰も何も言わず出て行った。

　みな、ボイルドがそれを行うことを当然と考えているようだった。

　それから数時間ほど待った。

　着飾られたナタリアの遺体と一緒に。

　かつてないほど静かな気持ちとともにビジョンが訪れた。

　揺らめく炎──悪夢の中に住む二人。

　自分の全ての感情がいずれ消え去ることの寂しさ。

　シザースが自分の代わりに、今の感情の全てを覚えていてくれるだろうと思った。

　ナタリアのドレスを保管してくれていたように。
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　パーティの時刻──グランタワーの噴水の周囲。

　就任祝い──ファニーコート地方検事の誕生。

　あらかじめ外れるよう細工してあった内窓から外へ出た。

　ナタリアの体を両腕に抱いて吹き抜けを移動し、計算された場所に立った。

　噴水──全て中心につながっている。意味のわからない系譜。

　檀上──ファニーコートのスピーチ。正義を語る男／手に祝杯。

　ナタリアを両腕に抱いたまま、静かに待ち続けた。

　やがてノーマが花束を持って檀上へ上がった。

　娘から父親へ──祝福。

　そっとナタリアの頬を撫でた。

　スイッチを入れた。

　両腕を伸ばし、ナタリアの体を、重力フロートの外側へと解放した。

　赤い女の落下。

　加速──加速──加速。

　誰かが気づいて悲鳴を上げた。

　翻る深紅のドレス。

　点火──予定通りの位置。

　いつか自分の口から迸った叫びが聞こえた気がした。

（おお、炸裂よエクスプロード──！）

　ノーマの肩を抱くファニーコート──その眼前。

　ナタリアの爆心地グラウンドゼロ。

　その全身が粉々に吹き飛び、青黒い毒に満ちた血を父と娘に浴びせかけた。
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　部屋に戻ると男が立っていた。

　エッジス──シザースの片割れ。

「ブレイディは死んだ。フリントに殺された」

　そう言って車のキーを差し出した。

「エレベーターで第二駐車場に行け。そこであんたに必要なものが渡される。我々はあんたが務めを果たすことを確信している」

　キーを受け取り、エッジスを見つめた。

「ウフコックは、俺以上の使い手を見つけ出すだろうか？」

　エッジスはうなずいた。

「ウフコックの嗅覚が、それを可能にするだろう」

　そう答えてベッドの傍らに立った。

　相手が何を望んでいるかわかっていた。

　遺体を投げ放った人間──シザースの復讐であると見せかけるために。

「サラノイはクリストファーに会いに行くと言っていた。本当に可能だと思うか？」

「生命と人格が、本当に不可分であるかどうかは我々にとっても未知数だ。共有された我々の人格の総和の中で、かつて存在した人格が、肉体の死後も、独立して存在し続けているという可能性は、決して否定できない。私は二人が再会できたと信じている」

　銃を抜いた。

「俺も、ナタリアにもう一度会えるのか」

　エッジスはうなずいた。

「やってくれ。私もブレイディとスクリュウに会いに行く」

　狙いをつけ──撃った。




　エレベーターから出た──地下駐車場。

　自販機が並ぶ区画──憔悴した顔のサム・ローズウッドがいた。

　シザースから依頼されたボイルドの代理人。

　サムが近づいてきて言った。「イースターには連絡していない。ブレイディ氏から、君がラナの仇を討ってくれるだろうと言われた。私はそれを信じている」

　変わらず実直──同じように相手を見つめて言った。

「ラナだけではない。これまでの借りを全て返す」

　サムはうなずいた──泣いていた。バッグからライセンスを取り出した。

　新たな身分──立場。それを受け取った。

「幸運を」サムが涙を拭った。

　背を向け合い、自分の車に向かった。
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　運転席に回ると、車体の下に大きな箱があった。

　シザースからの贈り物──中に六四口径の銃の弾丸が、ぎっしりと詰まっていた。

　銃砲店の住所と電話番号＝なくなったらここで製作を依頼しろという指示。

　懇切丁寧。

　箱を助手席に置き、運転席に乗った。

　車を出した。

　駐車場の出口──何人かの男女が、立ってこちらを見ていた。

　ナタリアにドレスを着せた者たち。

　一人が幼い子供を抱いていた。

　緑の目──受け継がれた悪魔の火。

　シザースのはからい──一瞬だけ子供と目が合った。

　不思議そうな眼差し。何の心配もいらなかった。

　大通りに出て、街の外へ車を走らせた。
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「君が、我が親族の祝典に血の雨を降らせた人物を始末してくれたというのかね？」

　海岸沿いの道──モーテルの駐車場＝車内電話。「そうだ。動きは察知していたが、間に合わなかった」

「なぜ君が私たちのために働いてくれるのか、理由を聞かせて欲しいな」

「あんたたちではない。あんたのためにだ」

「私に、君を雇えと？」

「まだ俺を欲しがっているなら。そちらが表立って動かないことは知っている。そちらの望むようにするというだけだ」

「むろんタフな男はいつだって大歓迎だ。それが本物のタフさを身につけた男ならなおさらではないかね？　だが、どうも君の行動は推し量りかねるな。優れた技術を投入した四人の兵士たちがイーストリバー沿いで死体となって発見されたが、あれは君の仕業ではないのかね？」

「あんたなら、それを俺の実績として受け取ってくれると思っている。連邦検事やリズ・ブラウネルの件も。そしてカトル・カールの件もだ」

「それが、窮地に陥った君の判断かね。一つ確かなのは、今、君が私について言っていることの中で、間違った判断は一つもないということだ。だがそれにしても、君が送りつけてきたこれは、いささか信じがたいものがあるな」

「事実だ。シザースたちはそれが露見することを何より恐れていた。サラノイが自ら命を絶とうとしたのも、あんたの復讐を恐れてのことだろう。あんたがフリントを抱えている必要はもうなくなったはずだ。あの男とニコラスを渡してくれ。俺が始末する」

「借りを返すというわけかね」

「俺の実績作りだ。あんたがかつて俺に爆撃を命じたように」

「君は大勢を吹き飛ばしたそうだが、何か感じることは？」

「俺はあんたに感謝している。おかげで今の力を得ることができた」

「私は悪運を己の力とすることができる者を、この上なく信頼することにしている。それが本当のタフさというものだからだ。良いだろう。君の望みを叶えることにしよう。ただしフリントは私が知る限り最強の兵士だ。彼と戦って生き残れる見込みは？」

「そうでなければ、あんたは俺の価値を本当には認めないだろう。それは俺自身も同じことだ。やつを消すことが俺の有用性だ、ミスター・グッドフェロウ」

　嬉しげな笑い。「もう一度、君とリングの上で会話できることを祈っている、ミスター・モンスター」

　通話を切って、弾丸の詰まった箱を手に車を出た。

　モーテルから箱を送った──シザースが用意してくれた新たな住居。

　自分自身に生存を約束する行為。

　必要な分の弾丸があればよかった。

　それから車を出した。

　海岸──やがて目的地が見えた。

　かつてファースト・チームが訪れた施設。

　海が見える刑務所。
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　法務処理──現場検証のための一時釈放。

　右脚の義足──それすら引きずる体力も残っていないような姿。

　係員に運ばれ、車の後部座席に押し込まれた。

　運転席──操作。後部座席の窓を鉄格子が覆う。不必要と思われるほどの頑丈さ。

　口笛──痩せ衰えたニコラス。「まったく素敵なリムジンだ。カクテルバーはどこにあるんだ？」

　車を出す。「話を聞かせればいくらでも飲ませてやる」

　微笑──こけた頬／モニターの中のナタリアを連想させられる。

「お前さんには俺の右足を吹っ飛ばしてくれた礼をしなけりゃならんからな。何でも聞かせてやるぜ」

　バックミラー越しに見やる──死に瀕した男の顔。「その体はどうした？」

「ネイルズをやめるにゃ、これくらいのことは必要だってこった」

「わざと感染したのか？」

「檻の中で俺に惚れたやつがいてな。だがそいつは血の中に病気を持ってた。それで慎ましげに俺への想いを抱えたまま見守ることしかできなかったってわけだが、優しい俺はその気持ちを汲み取ってやり、そいつの喉を引き裂いて、たっぷり血を飲んでやったってわけだ」

「なぜだ」

「ファニーコートの怒り狂う顔が見たくてな。やつが俺の恋人だってことはもう知ってるな？　おかげでこの数カ月は毎日笑って過ごせたぜ。ファニーにとって手も触れられねえほど汚らわしいものってのは、それだけ愛着が深まるってことでもあるんだ。ファニーのクソ野郎はこの死にかけた俺が欲しくてたまらないが、触れれば死ぬってな苦しみで息がつまりそうになってやがった」

　笑い──心底楽しげ──自分の妹から学んだ復讐のすべ。

「おかげで俺の白血球はカトル・カール並みに壊滅的だが、これでもう終わりにできるってことは実際、ひどく気分が良いってもんだ。心残りがあるとすれば、俺のこの血をファニーのやつに飲ませてやりたかったってことだけだな」

「あの男と娘には、ナタリアの血を飲ませた」

　痩せこけた骸骨がぽかんとなる──ふいに哄笑／げたげた笑い。

「傑作だ。こんなのは初めてかもしれねえってくらい、たまらなく良い気分だ。で？　あの毒婦ヴアンプは無事にお前の子供を産んだのか？」

「ああ」

「それが命懸けだったんだろうってことはわかってるぜ。あいつの母親がそうだったようにな。お前があいつを看取ったのか？」

「ああ。そうだ」

「そうかい」窓の外を見る──何かを懐かしむような眼差し。「ならそれで、俺様の右足の貸しはなしにしてやるさ。……で？　ネイルズの最後の一人に、お前は何が聞きたいんだ？」

「オクトーバー社とお前の一族について。あのグランタワーの噴水が何を意味しているのか。お前が知ることの全てを」
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　ニコラスは話した──始めから終わりまで嬉々とした口調。

　途中、モーテルの売店で飲み物を買って渡した。ニコラスは水以外のものを口にすることができなくなっていた。

「まずオクトーバーとネイルズの馴れ初めからだ。まずオクトーバーどもの親父──ファインビルがいた。俺の親父──ロック・ネイルズがいた。お前らからすればファインビルはオクトーバーどもの親父の親父になるわけだが、そこんところは後の話だ。それでファインビルとロックだが、最初はただの仲良しのガキだった。だが二人がもうガキじゃなくなるってときに困ったことが起きた。ファインビルの家は昔から自分たちは金持ちだってことを大っぴらにしてた。俺の親父の家は貧乏な棺桶屋だってふりをして金を貯めてた。で、二人とも父親を亡くした。残った母親どもが裏と表の商売を引き継いだ。困ったことってのは二人の母親どもだ。ファインビルの母親は色男に惚れ込んで自分の財産をそいつにくれてやろうとした。ロックの母親は商売物のクスリにはまってガキどもを滅多やたらに殴りつけてた。そこでファインビルとロックは取り引きしたんだ」

　──取り引き？

「問題の種はわかりきってた。どうすりゃいいかもわかってた。だがいくらなんだって自分の母親を手にかけるのは外げ道どうだと二人は思った。それでお互いの母親を殺すことに決めた。ファインビルはロックの母親の注射器の中に殺鼠剤を混ぜた代物を詰め込んだ。ロックはファインビルの母親が色男と乳繰り合ってるところを強盗に見せかけて撃ち殺した。それが二人の、本当の馴れ初めってやつだ」

　──ともに母親殺しを背負ったのか。

「おかげで二人は財産を手に入れた。商売を守り、お互いの親がしたような生活を守った。ファインビルは金で人間を集めた。ロックは自分の収入なんてたかが知れてるって顔で裏の商売を広げた。その金で弟や仲間と一緒にどんどんでかくなった。ファインビルにはリッチ家が、ロックにはブラウネル一家が、運命共同体ってやつになった」

　──お前たちが父親を抹殺しなければならなかった理由は？

「血筋だな。やつらにとって子供は奴隷だった。その上、肉親ってだけで異常なくらいのめり込むか、憎み抜くか、どっちかしかねえくらい執着する。もう知ってるかもしれんが、たとえばロックとリズのこととかだ。どうやって俺が生まれたかってことだ。腐れた血筋のせいで俺はファニーから狂った溺愛を受けたわけだが、ファニーもグッドフェロウも俺たちもみんな似たように困った目に遭ってた。やつらの父親のゴールドウィンだが、あれは根っからのゲイで女にはまるで興味がなかった。じゃあどうしてグッドフェロウたちが生まれたかっていうと、全員、ファインビルの子だってわけだ」

　──それがオクトーバー一族の血筋の秘密か？

「遺伝子戦争ってやつだぜ。俺たちみんな、だいたい二十歳を越えたあたりで、本当のことを聞かされた。ショックっていうより馬鹿げた話に呆れたって感じだ。グッドフェロウがあの通りの同性愛嫌いで近親相姦を憎悪するようになったのもそのあたりからだが、あいつの場合はそれだけじゃねえ。ファインビルには一族の子供はみんな自分の直系でなきゃならんという不思議な執念があってな。グランタワーで落っこちた娘を覚えてるか？　グッドフェロウの娘ってことになってるが、あれもファインビルの子だ」

　──ジェシカ・リッチもか。

「そうさ。若い頃のグッドフェロウには父親に逆らう力もガッツもなかった。てめえの女房が、てめえの親父のガキを産むのを黙って見てるしかなかった。それで親父に歯向かえない代わりに女房をさんざん叩きのめした。女房とベッドインしたことは一度もないが、スパーリングパートナーにしたことは山ほどあるって話だ。このままじゃ殺されちまうってんでリッチ家がファインビルを説得して、二人を離婚させた」

　──なぜジェシカ・リッチはグランタワーから墜落した？　お前たちがやったのか？

「その話はもう少し後だぜ。とにかくグッドフェロウは離婚を喜んだ。自分の拳には力があるって実感した。ファインビルが許さなかったことが実現したんだ。そのすぐ後で戦争が起こった。グッドフェロウは自分から軍に入った。てめえの力を育てるためだ。やつはひでえ仕事を自分から進んで引き受けた。極めつけがカトル・カールだ。グッドフェロウのやつは戦場でてめえを化け物に育てることに必死だった。てめえの親父を食い殺せる化け物に。やつは親父の財力と人脈を利用して軍で地位を築いた。自由に戦地を行き来できるようになった。で、自分の力を試したくなった。それがデイヴィスだ」

　──デイヴィス・ジョン・オクトーバー。虐待されて餓死した少年だな。

「それもファインビルの子供だ。とはいえクリーンウィルの野郎は親に寝取られたことで女房を毛嫌いしたりはしなかった。親父と競争したんだ。おかげで何人も生まれたが、あそこんところは長男を除いて全員、クリーンウィルのガキかファインビルのガキか微妙に判断がつかんらしい。で、グッドフェロウはそのファインビルのガキだとはっきりしてる長男を、親族全員を使って徹底的に虐いじめ抜いた。ファインビルでさえ止められなかった。そうしてデイヴィスが死んで、グッドフェロウはさらに自信をつけた」

　──だが検屍記録をファインビルにつかまれた。

「ファインビルも焦ったんだろうよ。何せ次男が化け物になろうと必死になってるんだ。正面切って責めれば殺し合いになるとわかってたのさ」

　──ノーマは？　誰の子供だ？

「ファニーはくそったれの変態で、女相手じゃ全然いけねえときた。長男である表向きの父親ゴールドウィンと一緒だった。だがグッドフェロウは、ファインビルの子供が増えることを恐れてファニーの女房に人工授精で子供を作らせたって話だ。そこでもグッドフェロウはファインビルを出し抜いた。それで父親のファニー以上に、ノーマを溺愛してる。そんなこんなで、息子たちが力をつけてきたことを悟ったファインビルは、とっておきの馬鹿げた手に出た。自分が子供たちの女房に手を出せなくなった代わりに、自分がこれはと思う子供同士を結婚させようってわけだ」

　──グッドフェロウとジェシカ・リッチの婚約か？

「そうさ。表向きは父と娘。実際は兄と妹の結婚だ。ファインビルはあらゆる手を尽くして二人の血縁関係はないという証明をでっち上げた。グッドフェロウは怒り狂ってその縁談を何度もぶち壊しにした。だがとうとうファインビルの執念が実りかけた。グッドフェロウは自分の父親を殺すことを考えたが、その前に、ジェシカに全ての真実を教えて、自分との縁談を一緒に破棄しようってことを持ちかけた」

　──ジェシカ・リッチは応じなかった？

「あそこの血筋は、異常なものほど執着する体質なのさ。グッドフェロウがしたことは逆効果だった。ジェシカは昔から色男でタフガイぶったグッドフェロウに憧れてた。で、実は兄と妹で、しかも結婚させられるというシチュエーションにめろめろになった。ジェシカは完全にファインビルの側になって、グッドフェロウを追いつめた」

　──だからジェシカ・リッチを殺した？

「違うな。やったのはジェシカの無二の親友ってことになってる、ノーマだ。これもふざけた話でな。グッドフェロウにのめり込んでたのはジェシカだけじゃなかった。父親以上に溺愛されたノーマも、あの男への熱い気持ちで焦がれ死にしそうになってた。ノーマはジェシカから全てを聞かされた。血縁のことも、縁談のことも。ノーマは、ジェシカとグッドフェロウの両方の味方になったふりをした。だが実はジェシカへの嫉妬でいっぱいだった。で、あのグランタワーの落成式だ。あの日、ノーマや俺やグッドフェロウの全員でジェシカを説得した。とにかく何とか破談にしようとした。だがジェシカの気持ちが変わらないのを知ったノーマが、いきなり銃を出して撃ちやがった」

　──ノーマがジェシカを射殺した？

「そうだ。それでジェシカの死体を始末するために、グッドフェロウが部屋から捨てた。死体は銃で撃った跡なんざ残りもせずに吹っ飛んだ。ここからがノーマの話だ。無事にジェシカという恋敵をぶっ殺したノーマは、おおっぴらにグッドフェロウにアピールし始めた。だがグッドフェロウは近親婚を忌み嫌ってる。ノーマをすげなく振り続けた。ノーマはファインビルにもグッドフェロウとのことを頼んだが、ファインビルもその縁談には乗り気じゃなかった。だがあの娘は怪物だった。グッドフェロウのことを何から何まで調べた。徹底的に追いかけた。そしてロックとグッドフェロウの乱闘を見た」

　──第三スタンプで、グッドフェロウがロック・ネイルズに強要した拳闘だな。

「俺の親父は、グッドフェロウにしてみりゃ、もう一人のファインビルだ。そいつを徹底的にぶちのめすことで自分の父親を殺すステップにしたかった。ただし一度や二度、ノックアウトしたところで満足はしねえ。自分のスパーリングパートナーとして生かし続けるつもりだった。だがそこに、ノーマが忍び込んだ」

　──そしてロック・ネイルズを射殺した？

「ウィルバートの話じゃ、グッドフェロウが立ち去った後、いきなり現れたんだ。そしてロックに話があると言って強引に押し入った。グッドフェロウのお気に入りの娘の言うことだ、ウィルバートも聞かねえわけにはいかねえ。で、第三スタンプのあの部屋で、たっぷり六ラウンド戦ってノックアウトされたロックを、ノーマは撃ち殺した。そうすることで自分の存在をグッドフェロウにアピールしたかったってわけさ。そこで今度はウィルバートだ。もともとロックとウォーターの下で働いてた男だし、グッドフェロウが本当にファインビルを殺れるとは思ってなかったんだ。それで保険として、ノーマの指紋がついた銃を処分すると言って、その場に放置した。部下が証拠品として保管できるようにな。だがそんな考えはすぐにグッドフェロウに見透かされた。しかも悪いことに隠したはずの銃が消えちまった。あとは知っての通り、グッドフェロウとカトル・カールがウィルバートをぶっ壊した」

　──その銃がなぜメラニー・スタントンのもとへ？

「ノーマが話したのさ。グッドフェロウに振られっぱなしのノーマは、寂しさを紛らわすために労働者どもが互いにぶちのめし合う様子を眺めては恍惚となってた。そこをメラニーに捕まって、たっぷりレズの味を教え込まれた。ロックを撃った後、ノーマはそのままメラニーに会って、自分が何をしたかを全て話した。メラニーはすぐに現場へ行ってウィルバートが隠した銃を見つけて持ち帰った」

　──お前たちは、どうやってメラニーが銃を持っていることを知った？

「あの女が自分からファインビルに売り込んだんだ。グッドフェロウはその頃、ファインビルの周りに監視をつけてた。メラニーの動きはすぐにバレた。そしてカトル・カールの出番だ。それだけじゃなく、グッドフェロウはノーマも呼びつけた。そしてノーマの目の前で、メラニーを木っ端微塵にしたのさ」

　──なぜそんなことを？

「グッドフェロウからすりゃ自分の怒りを伝える一番の方法だったんだろうさ。自分がどれだけ同性愛と近親婚を嫌ってるかを見せつけるために、徹底的にメラニーをやっつけた。だが、それでムキになった馬鹿がファニーとノーマだ。知っての通り、ファニーは同性愛者だ。俺という近親相姦の結晶と付き合ってる。さらにあのシザースとかいう薄気味悪い連中を気に入ってた。何から何までグッドフェロウと正反対だ。グッドフェロウはファニーの趣味を黙認していたが近親相姦だけは許してなかった。俺の血のことを知ればファニーに別れるよう命令しただろう。それでファニーは、メラニーの死体の始末と、０９に罠を仕掛けることを主張した。自分がグッドフェロウの言いなりじゃないところを見せたかったんだ。グッドフェロウもそれを認めた。兄弟喧嘩になりゃ徹底的に殺し合うしかないからな。そうしてＬ４Ｅの仕掛けが始まったってわけだ」

　──ノーマは？

「あれは根っからの怪物だ。メラニーが滅茶苦茶に壊されるのを見て、とろけそうになった。かえってグッドフェロウに心酔したんだ。愛を告白することはなくなったが、今度は自分があの男の後継者になると言い出した。いつか自分がカトル・カールを率いるとまで言ってた。グッドフェロウにとっちゃ溺愛する唯一の親族だ。悪い気はしなかった。二人は師弟になってエルマー・プリッツが撮った記録を一緒に眺めたりしてた」

　──あの停電と暴動は、ファニーコートとグッドフェロウが共同で仕組んだのか？

「そうだ。ついでにノーマも関わってる。俺たちが、お前たちを相手にどんぱちやってる頃、グッドフェロウとノーマは、ファインビル相手にどんぱちやってた。向こうはかなり一方的だったがな。ファインビルとその息子夫婦──グッドフェロウからすりゃ、父親と兄と母親だが、そいつらをノーマと二人で射殺した。そしてファニーがお膳立てして、暴動で殺されたように見せかけてニュースに流したってわけだ」

　──あの夜、警察署から証拠品である銃やデータを奪ったのは誰だ？

「ファニーのお気に入りのシザースのやつらさ。グッドフェロウは連中をずっと疑ってた。裏で０９とつるんでるんじゃないかってな。それで銃を盗むよう命令したんだ」

　──なぜクリストファーを殺害した？

「ノーマに関する証拠を手に入れたからだ。そのことはファニーが警察を通してつかんでた。もう一つは、これまた血筋の問題ってやつだ。お前のところのボスだけは、三兄弟とは違ってた。ゴールドウィン──連中の表向きの父親の、本当の息子だった」

　──ゲイだったのにか？

「ゴールドウィンも自分の立場を守るには、遺伝子戦争に参加するしかないってわかってたんだろうさ。で、ノーマがそうだったように、人工授精で産ませたって話だ。それをグッドフェロウは知った。それでもう兄弟だからって理由で容赦することはないと判断したんだ。あの男も相当なところ血筋ってやつを基準にしてるってことさ。……これで話は全部ってことになるんじゃないか？」

　──最後に一つ聞かせてくれ。お前が基準にしているものについて。

「お前と大して違わねえって気がするな。てめえの生まれついての悪運だ。そいつを笑って見てられるのが一番だ。そういう意味じゃ、フリントとは気が合った。てめえを拷問官に仕立てた挙げ句、仲間もろとも吹っ飛ばして機械に変えたボスに従ってたあいつが、俺は、なんでか知らんが気に入ってた。考えてみりゃフリント一人だけだったな。友ダ達チと……相棒と呼べた相手は」
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　マルドゥック市シテイ──北の丘──開発予定地区。剥き出しの地面／岩肌。

　車を停め、後部座席の鉄格子を解除し、全ての窓を開いた。

　外に出て街を眺めた。

　誰が誰によって死んだのかを思いつくままに並べていった。

　０９メンバー──敵も味方も。その失墜の軌跡を心に描いた。グランタワーの噴水と同じように複雑で、真相を知る者にしか理解のつかない軌跡の数々。

「誰を待ってるんだ？」車内──ニコラス。

「お前の友人だ」

「フリントに何をさせようってんだ？　俺を殺させるのか？」

「お前を救出させる。やつにとってもお前は友人と呼ぶに値する人間なのだろう」

　鼻で笑うニコラス。「お互いに悪運が尽きなけりゃの話だぜ」

　やがて丘を登ってくる車が一台──二十メートルほど離れた場所で停車。

　埃だらけになっている樹の下で運転席のドアが開く。

　現れる──ノーメイクのピエロ。

　顔に紫色の火傷の跡／黒い上下のスーツ／手に軍刀サーベル──分割された０９法案の執行者として、社会に立ち戻ったフリントの姿。

　ゆっくりと銃を抜いた。「グッドフェロウから、ニコラスを奪還するよう命令されたな」

　アイスブルーの目＝怜悧な輝きが見つめ返す──無言の微笑。

　ニコラスが窓から顔を出す。「ヘイヘイ、フリント。こいつは何か変だぜ。なんでグッドフェロウとこの大男が、俺たち二人をここに揃えた？」

「お前たちはグッドフェロウが俺に与えた代償だ。お前は捨てられた、フリント」

　あくまで穏やかなピエロの素顔。「なぜ？」

「お前が、グッドフェロウの忌み嫌っている者の一人だからだ」

　まるで動じない──刀を手に静かに機を伺っている。「なぜ私を？」

　言葉を投げ放つ──最初の銃撃に等しい答え。「お前がシザースの一人だからだ」

　凍りつく微笑──遭遇してから初めてその顔色が変わった。「あり得ない」

　車内──呆あつ気けに取られているニコラス。

「カトル・カールは機械化される際、一つの命令系統で動く半人格共有体として作り替えられた。お前を頭脳として動く、複数にして一体である集団だ。そしてさらにお前の脳はもう一つの存在によって追跡されていた。お前はシザースにおいてただ一人、自分から望みも自覚もしないまま人格を共有された存在だ。その証拠となるデータを、俺はシザースから手に入れ、グッドフェロウに流した。彼はお前の抹殺について、俺と合意した」

　フリント──表情を失う／怒りに満ちる／目に絶望がやどる。

　果たされた報い──ラナたちに代わって。

　そして互いに果たすべき務め──銃をかざした／刀を抜いた。

　フリントの憤怒に満ちた低い呼気──目にも止まらぬ速さで刃が迫った。

　引き金を引く間もなく接近する漆黒の刀──無数の毛細血管を持つ鋼。

　重力フロートの壁をやすやすと突き抜ける最新鋭の石器が、脇腹をかすめ、胸先を抉った。

　盾はない。移動のみに重力フロートの発生を限定──跳ぶ／刃を避ける。

　銃撃──影を撃つ気分／素早くかわされ、真横から刃が迫った。

　相手の軌道に合わせる──刃を避ける。銃を突き出す。

　賭け＝刃が銃身下部に激突した。

　火花を散らしながら引き切ろうとする。

　刃の停止。

　六四口径の銃──偉大な鋼鉄がフリントの軍刀サーベルを押しとどめる──押し返す。

　みしりと軋む音──刀の鍔もと。

　記憶──カトル・カールの隠れ家。

　縦に割られたジョーイの拳──刀への打撃。

　フリントが飛び退く──横へ。

　鮮やかな閃光──Ｗ字。

　斜め後ろへ跳躍＝落下──肩を裂かれながらかろうじてかわす／追ってくる。

　大きく銃を突き出す──挑発＝刃の閃光──Ｖ字。

　引き金を引いた。銃火──その寸前、フリントが刃先で銃身を弾いた。

　火花──轟音がフリントの頭上を飛び抜ける。

　フリント＝刀を懐へ──がら空きの胴体へ切っ先を突き込まれる。

　後方へ落下──かわす＝肉と肋骨を抉られる。

　僅か数十秒の攻防──全身をミキサーの刃で切り刻まれる気分。

　膝をつく──誘う／憤怒に満ちた刃が迫る。

　振るわれる刃──右／左／上／下──どこからか。

　右手を上にして握られた軍刀サーベル。

　記憶──ニコラスに化けたレイニーの首が刎はねられる映像。

　左側面に銃を構えかけて、咄嗟に上へ修正する。

　記憶──真っ二つになったクリストファーの姿。

　刹那の行為。横ざまに構えた銃──左手でグリップを握りしめる／右手のひらに銃身。

　頭上へかざした。直後に振り下ろされた刃の閃光。

　死をもたらす衝撃／金属音──どちらの鋼鉄がより偉大であるかの証明。

　金属疲労＝耐久限界──鍔もとから砕けたフリントの軍刀サーベル。

　折れた断面から、鋼の内部を走っていた紅い精油が血のように噴き零れるのを見た。

　重力フロートで左腕全体を支える──手にしたものを振りかざす。

　膝立ちのまま撃った。

　大いなる報いの轟きがフリントの右肩を呑み込んだ。

　刀を握った腕が宙を舞った。

　よろめく──かろうじて立っているフリント──見開かれたアイスブルーの目。

　かつて迸った叫び／祈りの声。

（おお、炸裂よエクスプロード──！）

　自分が生み出した醜い生存者たち──その悪夢の申し子に向かって、引き金を引いた。
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　折れた刃が地面に刺さって断面から紅い血を流した。

　柄を握りしめたままの右腕が車のそばに落ちた。

　首から上がなくなったフリントがゆっくりと仰向けに倒れた。

　とてつもない戦闘疲労──膝が震えた。体中から血の雫が零れ落ちる。

　胸の傷を押さえながら自分の車に戻った。

「まったく、フリント……。ああ、まったく……やっと、ろくでもない悪運が尽きやがって」ニコラス──弱々しげな笑み。

　助手席へ回る──ダッシュボードからハンドバッグを取り出す。

　それから後部座席のドアを開いて、手にしたものをニコラスの膝に放った。

「ナタリアが俺に言った。お前を自由にしてやってくれと」

　ニコラスが小枝のような指でハンドバッグを開く──金／キャッシュカード／偽造された運転免許証とパスポート。

　その全てをニコラスは足下に放り出した。

　死が間近に迫った男の笑い。「そこで倒れてる俺の友ダ達チみたいにやってくれ」

　黙ってニコラスを見つめた。せめて、他の答えを聞きたがっている自分が、虚無に呑まれて消えるのを待ちたかった。

　ニコラスがにやりとする。後の仕事を目の前の人間に全て任せる気でいるような笑み。

「跡形もなく頼むぜ。実際、お前にやられるってのは悪いことじゃねえさ。俺もお前も愛することができねえ女を愛したんだしな。それで？　お前はいつ来るんだ？」

　撃鉄を上げる。「役目が終われば、すぐに」

「天国への階段を昇り切っちまう前に飛び降りな」

　うなずいた。

　ニコラスの痩せ細った胸はガラス細工のように吹き飛んだ。
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　車の端末から必要なデータを回収した。

　ナタリアのビデオデータをハンドルのそばに置いた。

　モニター──イースターからの山のようなメール連絡。

　０９──分割された存在。

　その数と可能性を増やすために。かつて守り通そうとした絆を捨てる必要があった。

　全てのドアを閉めた。

　後部座席──ニコラスとフリント。

　車に銃口を向けたとき、そのハンドルを誰にも握らせなかったことに気づいた。

　撃った──虚無が穿たれ、一瞬で燃え上がった。

　決して手放さず、最後まで持ち続けようとした何かとともに。

　炎に背を向け、街を見た。

　銃を懐にしまった。傷の痛みと心に広がる虚無を抱えて丘を下りていった。

　務め──シザースとなり、グッドフェロウの好むやり方で自分の力を与えてやる。

　自分が死を与えるまで。

　懐の銃口の熱が徐々に消えてゆき、それが完全に冷えきってしまう間際、ふと、いつか聞いた声が甦るのを感じた。

（そんなことがあるのか？）

　興奮──希望ではち切れそうなウフコック。

（俺の存在を必要としてくれる相手が現れるなんて？）

　魂を嗅ぎ取る力──ちっぽけなネズミに授けられたもの。それを信じる思いだけは、消え去る一方の感情の中でも、決して失われないだろうという予感めいた気分。

「ああ」

　呟き──心からの。

「きっと必ず、現れるだろう」

　止まらず歩き続けた。

　かつて生き残るために訪れた街へ。

　失われたものと、決して失われなかったもののために。





　マルドゥック市シテイ──イーストサイドにひしめくコメディ・クラブ、映画館、美術館、ポスターの張り出しを一切許さない宗教建築物。

　それらの狭間──華やかさとは無縁の灰色の建物。

　元映画フィルムの倉庫──今は市が所有する検屍用の死体保存施設として、住民の設置反対に肩をすくめるようにして建っている。

　地下一階に剖検室──地下二階に冷凍保存室。

　かつてミッドタウンを襲った大停電の教訓──電力の供給が不足して遺体が解凍されても悪臭が外に洩れない間取り。剖検室と冷凍保存室の出入り口には防臭シャッター──まだどちらも使用されたことはない。

　夜半──到着時死亡の札がついた大きな遺体袋が、キャスター付き担架に乗せられて運び込まれた。施設のボスである義眼のワン・アイド・モスこと主任検屍医テイラー・モスが直じき々じきに受取書にサイン──自分の手で地下一階に運んだ。

　それから一階のオフィスへ──職員たちに通達。「君たち、今日はもう帰っていいぞ。今から明日の午前八時まで、遺体は市内の病院に運ばれることになっている。あと三十分ほどで電力会社が、ここの電気管理システムをチェックしにかかる。〝過去の悲劇〟を繰り返さないためにね。くれぐれも忘れ物をしないように。検査のため全てのシャッターが降ろしっぱなしになるし、外からインターフォンで呼んでも、朝まで待ちぼうけを食らうこと請け合いだ。さ、早く出たまえ」

　職員たちの帰宅──一人残らず去ったのを確かめ、入り口のシャッターを閉めてから地下に戻った。

　その日、運ばれてきた、殺人の可能性のある遺体は二つ。一つは夕方前に送られてきた、バスルームで溺れ死んだという妙齢の女性──どうやら市警に親しい友人がいるお偉いさんの産物。直通電話での連絡──検屍結果がどうあれ結論としては「事故死」になるようにとのこと。すでに死亡証明書の届け出と多額の保険金の支払いが済んでいるという婉曲的な伝達。

　そして数時間後──その女性を絞め殺した男が逮捕されてしまったので、市警に確認を取りながら辻褄を合わせて検屍記録を整えるよう、遠回しに言い含められた。

　ここがどういう場所であるか長年の経験によって知り尽くしているワン・アイド・モスは、どちらの電話も取らなかったことにして、女性の遺体を比類なき完璧さで検屍し、全てを記録した。体中についた痣──古きも新しきも──虐待の痕跡と思われるもの全てを調べ、市の倫理法案に従い、検屍データを警察と市の性暴力相談所と上流階級の人間が所属するフリー・カウンセリング・グループに送った。それから女性の遺体を冷凍保存棚へ運び、彼女に永遠の安らぎが訪れるよう祈ってから蓋を閉めた。

　そして二つ目。

　ワン・アイド・モスはその大きな遺体を壁際に押しやり、それから天井を見上げた。

　天井から何メートルか上の地上には狭い道があり、たまに酔っ払いが小便をしたり、散歩中の犬が糞をしたりするが、今日は誰も通らないことがわかっている。ワン・アイド・モスが道の真ん中に自分の車を停めたから、たとえ今日に限って酔っ払いが眠ろうとしても無理なはずだった。

　万全だという気分──施設の周囲を見守る大勢の同胞たちも、予定通りにことが進んでいることを教えてくれている。

　それでも消えない不安──上位存在となって同胞たちを認識し、重要な役割を与えられたというプレッシャー。個人であることの名残。

　時刻の確認──準備を整えにかかった。

　袋のジッパーを開いて遺体を検屍台に乗せた。

　デスクからカメラを持ってきて周囲にセッティングし、画像の映りを確認した。

　一階に行き──待った。

　ふいに呼び出し音──到着の合図。

　裏口のドアを開いた。「ようこそお出で下さいました、ミスター・グッドフェロウ」

　大柄な男が笑みを浮かべて中に入る──長身／逞たくましい肉体／精悍な顔つき。

「一人かね？」

「そのほうがよろしいかと思いまして。あと三十分ほどで電力チェックのため大半の設備が使用不能となりますが、冷凍室と剖検室には予備電力を回しています」

「ありがたい。案内してくれ」

「はい」

　地下一階へ──滑らかなグッドフェロウの足取り。

　設置されたカメラを見る──満足げな笑み。

「実際、人間の肉体を解体することができる場所は、ますます限られてきている。ここは貴重な場所であり、君は貴重な人材だ」

「ありがとうございます。ミス・ノーマもご招待できれば良かったのですが」

「外出できるのは一カ月に数日だけだからな。仕方がない」

「ミス・ノーマのご様子は？」

「悪くはない。生命維持装置を外せば五秒で命がなくなるというだけだ。財産を全て費やしてでも、優秀な科学者たちが五秒を十秒に延ばし、必ず自由に何時間でも歩き回れるようにするはずだ。ファニーは死んだが、あの子だけは必ず生き延びさせる」

「我が子であっても、なかなかそれほどの愛情は抱けないものです」

「まったくだ。自分の子への愛情というのは、かくも別格かと私自身が意外に思う」

　瞬き──肉眼と義眼／両方で相手を見つめる。「ミス・ノーマは、ミスター・ファニーコートの娘では？」

　ウィンク──特別な秘密を共有する笑み。「彼女は私の娘だ。表向きは、ファニーの子供ということになっているがね。ファニーには昔から女性に興味がないという困った悪癖があった。男としての悪しき堕落というやつだ。それで、というわけではないが、大いなる運命の働きによって、彼の妻は私の子供を産んだというわけだ」

　ワン・アイド・モスは感心したようにうなずいた。「ミスター・ファニーコートはそのことを御存知だったので？」

「納得ずくだった。ノーマも知っている。知ったからこそ彼女は私の大切な生徒となり、後継者となり、生き甲斐となった。さあ、昔話はこれくらいで十分だろう。ビデオを撮り損ねないようにな。私の手持ちの兵士の中で最高の男の剖検を、ノーマも楽しみにしている」

「イエス、ミスター」カメラをオンに──衣服を切り裂き、傷口をあらわにする。「まず右腕の切断ですが──」

　物音──廊下／ドアが開かれる。

　グッドフェロウがさっと振り向く──意外な顔。

「おやおや、どこから来たのかね？」

　戸口に立つ幼い少女──鮮やかなまでの緑の目。

　不思議そうにグッドフェロウを見つめ、解剖台の上の遺体を見つめる。

「これは失礼、ミスター」ワン・アイド・モスが遺体の胸に線を描く──その肌に手を当てる。「近所に住んでいる子供でして。ここが怖くないのか、たまに職員の目を盗んで入り込んできてしまうのですよ」

「それはそれは。死体に興味が？」

「いいえ。誰か身近な人間の死を察すると、ここに来てしまうのです」

「身近な人間？　身内に死者が？」

「ええ。これまで大勢」

「幼い頃から死にとらわれているとは。気の毒だが、人生ではそうした悪運を自分の力に変えることが何より重要だ」笑み──死者に取り憑かれた者への共感。

「彼女は多くの死を受け入れてきました」遺体の胸に指を当てる──まるで脈を確かめるように。「そして彼女はそれを力に変えてきた」

「素晴らしいことだ」感心したような笑み──ふとワン・アイド・モスの動作に気づく。「死者が蘇る気配でも？」

「彼の肉体に移植された機構が、今も継続して作動していることを確かめたのです」ワン・アイド・モスが手を伸ばす──グッドフェロウの手をつかんで引き寄せる。「さ、ここです。感じてみて下さい」

「ほう。ここだけひどく熱を帯びている。命が絶えても生き続けるものがあるという気分にさせてくれるな」喜びの顔で少女を振り返る。「彼女にもこれを感じさせてやってはどうかね？」

「彼女はすでに感じています、ミスター」微笑──相手の手を握ったまま。

「この遺体に触れさせたのかね？」グッドフェロウ──握られたままの手首を見る。

「いいえ。彼女は、いつも彼の存在を感じ続けてきました」

「私の兵士を？　どういうことかね？」相手の顔に目を戻す──じっと見つめる。「なぜ私の腕を握ったままでいる？」

「彼の望みを叶えるためです。彼の体内で力が逆転しているのがわかりますか？」

「火傷しそうなほど熱くなっているな。それで彼の望みとは？」

　穏やかに微笑むワン・アイド・モス。「じきに臨界値に達します。それと、あの少女こそ、我々シザースのゆらぎを司る女王であり、亡きナタリア・ネイルズとディムズデイル゠ボイルドとの間に生まれた娘なのです。私は今、ミスター・ボイルドの願いを叶えるために貴方とともにいるのですよ」

　グッドフェロウが空いている方の拳を素早く何度も繰り出した。

　ワン・アイド・モスの顔面がひしゃげ、左目の義眼が砕け、折れた歯が飛んだ。

　手が離れた──グッドフェロウは遺体から離れようとし、そこで初めて異変に気づいていた。

　足の裏が地面から離れて浮いており、宙を滑ってこの場から遠ざかることもできない。

　ふいに遺体がゆっくりと起き上がり始めた──上半身と下半身が中心に向かって折り畳まれてゆく。

　カメラが倒れ、周囲にあるものが引き寄せられていった。

　グッドフェロウは宙でもがき、かろうじて出口を振り返った。

　戸口に立つ少女が、静かにこちらを見つめている。かと思うと、誰かに呼ばれたように宙を仰ぎ、そしてくるりと背を向けた。

　グッドフェロウは去っていく少女の方へ手を伸ばした。

　その背後からワン・アイド・モスがしがみついた。

「おお、炸裂よエクスプロード！　おお、炸裂よエクスプロード！」

　ワン・アイド・モスの口から放たれる叫び──少女が廊下を歩み、エレベーターに乗ってグッドフェロウの視界から消え去った。

　グッドフェロウの口から意味をなさない絶叫が迸った。背が大きく反り返り、腕が目に見えない力に引き寄せられ、手が温かなものの中に音を立てて潜り込んだ。

　醜悪な肉塊──球形と化してゆくボイルドの体。

　熱く鼓動を取り戻したそれに、グッドフェロウとワン・アイド・モスの手足が呑み込まれ、骨と肉が音を立てて砕けて球形の一部となっていった。

　激烈な痛みにグッドフェロウが間断なく上げる絶叫も、いつしか収縮を続ける重力フロートの外には届かなくなっている。

　ワン・アイド・モスはグッドフェロウの耳元で叫び続けている。

「おお、炸裂よエクスプロード！　塵と灰に。おお、炸裂よエクスプロード！　そして残された者たちは、こう呼ばれるのだ！　哀れみを込めて！　──生存者と！」

　臨界──醜い肉塊の中心で光が爆ぜた。

　男の爆心地グラウンドゼロ──ついに到達した歓喜の声。

　失われたものと失われなかったもの、その両方をともに抱いて。

　炸裂──爆圧が壁を粉々に砕き、全まつたき破壊の火が地下に吹き荒れた。地面を貫いて火柱が吹き上がり、その上に置かれてあった車を木っ端微塵に吹き飛ばした。

　世界の終わりを告げるかのような轟音──長く尾を引き、やがて消えた。

　後には虚無だけが残った。






























Epilogue 0













精神の血──その最悪の輝き




　あらわになった醜悪というのは、楽観へ至る決着の一つではないかと思う。

『露呈＝決着』であるとする考えは、様々な分野で一般化されている。「事件の動機」「トラウマ」「真相の解明」といったように。

　僕にとって、それは本来、告白＝ＣＯＮＦＥＳＳＩＯＮが神の秘跡であり、救いそのものであるとする、一部の一神教に由来した物語だ。最後の審判において罪状が列挙されるイメージを日常のものとする告白の儀式。それは罪の動機とともに人間存在の根源を様々な象徴をもって理解し、語るための、信仰的な技法である。

　そうした告白（あるいは糾弾）の後に訪れる、暗黙の平和と、説明しがたい生の内奥への理解。それらを目的とし、主題を円環させず、線的な終極をもってそのつど自己の終末を内省させる沈黙的物語。それは人生の醜悪さえも、この社会において孤立させず、無に帰させず、いかに価値づけ、有用なものとするかという一つの試みである。




「特殊な力を持った集団同士が戦い合う娯楽活劇」というきわめて単純な動機で発案されたこの物語は、その主題を何とか維持しつつも、救いのない醜悪と破滅こそが主題であるかのような様相を呈してしまった。

　別に、書き手である僕自身が、そうした状況下にあったわけではない。

　ひとえに、本書の主人公ディムズデイル゠ボイルドが、マルドゥック市シテイにおいて、虚無を体現するに至った軌跡を追いかけ続けた結果である。

　思えば、彼にとって、都市はいわば目的を失った蟻の行列だった。

　蟻は、餌と巣穴の往復行為を、その偉大な行列をもって次世代に学習させる。だが、もし餌はすでにどこにもなく、巣穴は失われ、ただ巨大な行列だけが残されたとしたら。

　個人の存在理由はとっくに消え去り、社会という名の行列だけがある世界。

　個々人の権利、自由、平和が声高に叫ばれ、行列さえもただの分裂に満ちた行為になってしまった世界。

　交差する巨大な二極の回転軸。餌にされる者、自ら巣穴となる者──その狭間・周縁に落ち込んだ大多数は、望むと望まざるとにかかわらず巣穴の教典に従事する。

　経済＝ＥＣＯＮＯＭＹが共同体の意を発揮していた社会はもはやなく、巨大な塔建築に象徴される、突出の観念に満ち溢れた男性的社会。そこにおいて個人は、集団的共感として広められた加速の観念、臨界の突破、蓄積による崩壊、過熱と破綻を前提とした生の横溢に、否応なく巻き込まれてゆく。

　象徴は消え去り、沈黙は神秘を失い、告白は秘跡とならず、虚無が全てを支配する。

　それは、依って立つ基盤が失われる中で確かな生の手応えを求め、いたずらに自らを虚空に吊るし上げる、吊るし人の時代の生である。

　彼の生──あるいは僕らの生であったかもしれない一つの軌跡。

　その執筆を終えた今も、彼が体験し、また体現した、醜悪と破滅は、実際には何の意義もない、というのが正直な気持ちである。僕たちは別に、破滅するために生きているわけではないのだから。しかし、少なくとも、こうして彼の行いが告白される機会を得たことで、何らかの価値につながることはできる。

　そういう意味では、ディムズデイル゠ボイルドも、その敵も味方も、決して完全に無に帰すわけではない。そのことは、彼が自ら体現しようとした虚無にとっては敗北だが、彼自身の生においては、やはり勝利であったのだ。




「都市と男と告白」の物語。

　その執筆が、いったいいつから始まったのか、今は定かではない。

　何度も中断し、なぜ書かなければいけないのかを自問し続けた。

「何を・どうやって」書くかはよく悩むが、「なぜ」について本気で悩んだのは本書が初めてである。そのせいか執筆が進むにつれて精神状態があまりよろしくなくなり、終盤にさしかかると、突然、全ての疑念が衝動と化した。

　家庭も他の仕事も全て放り出して、僅かな仕事道具だけを手に家を飛び出し、どことも知れぬホテルを転々としながら書き続けたのである。追ってくる人間には『殺すぞ』『消えろ』などといったメッセージを返し、ホテルのエレベーターで「こんにちは」と優しく声をかけてくれた他の客を、憎悪を込めて睨み返した。近づく者全てに怒りを剥き出しにし、半月ほど誰とも会話せず、気づけばゴールデンウィーク中のラッシュの新幹線内で、トイレを占拠してエピローグを書いていた。書き終わるや否や、便器に突っ伏して盛大に吐いたが、これはむろん、全く誉められたことではない。ろくに飲み食いせず、揺れる列車内で何時間もキーボードを叩き続ければ、そうなるのは当然である。

　奥さんは行方不明の僕を捜してほうぼうに連絡し、悲嘆に暮れ、本書の担当編集でもある「塩」編集長のもとに怒鳴り込んだ。そのとき別件で進行していた仕事のプロデューサー・編集諸氏の中でも、僕のエージェントをして頂いているＳさんが「冲方失踪」の報を受け、各社の調整に奔走してくれたが、彼もまた悲嘆に暮れていた。

　その間、いつ自分が着替えたのか・食事を摂ったのか・寝たのか、完全に記憶から消えている。十代のやんちゃな盛りならまだしも、二十代の終わりに、かくも大人げないことをしてしまい、本当に大勢の方にご迷惑をかけてしまった。

　まだ仕事がある我が身が不思議なくらいの滅茶苦茶さである。そのくせ、それだけのことをしたのだから本書の仕上がりには絶大な自信がある──などということは、残念なことに、全くない。決して肯定されるべきでないもの──衝動的な憎悪、憤怒、悪意、破滅的な熱狂といったものは、自分が思うよりも遙かに身近で、いつでも起こりうるのだと知っただけである。

　肯定すべきではなく、かといって無視すべきでもない。そういうものを列挙することに、果たして意義はあるのか。

　ときとして暴力は、素晴らしい効果を発揮するのだと公言する意義は。

　そんなものはない。そう言い切れる楽観こそ、本書の意義であって欲しい。

　最善であれ最悪であれ、人は精神の血の輝きによって生きている。

　そしてエンターテイメントは、最悪の輝きさえも明らかにするのだ。

　残された虚無──その輝きを。




　死にゆく男が静止した一瞬において見る夢。

　暴露をもって解決を試み、その挫折によって虚無に至る。告白が秘跡たりえないもどかしさにのたうち、衝動を駆使することで生存し、破局へ雪崩れ込む兵士の軌跡。

　その醜悪が、無数の死者たちの失われた秘跡をあらわすことを願って。

　あるいは虚無への軌跡＝ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ──その炸裂の空虚な瞬間のためだけに。








※二〇〇六年十一月に刊行された『マルドゥック・ヴェロシティ３』

オリジナル版の後書きを再収録しました。
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